















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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Prologue　『報しらせ』









　魔ま女じよの楽園「ネビュリス皇おう庁ちよう」。

　その王宮──

　やわらかな朝日が、大広間を照らしだす。

　みずみずしい観葉植物の緑にあふれ、葡萄酒色ワインカラーの絨じゆう毯たんに彩いろどられた空間は「魔女」という蔑べつ称しようを否定するのに十分すぎるほど壮そう大だいで美しい。

　……そのはずだった。

　第二王女アリスリーゼの知る「女王の間」は、星せい霊れいの力に祝福された神聖な場所で、この国の象しよう徴ちようの一つにもなっている。

　それが。

「……こんなことが、本当に起きたなんて」

　床ゆかの絨毯はぼろぼろに燃えつきて。

　側面のステンドグラスは痛々しく砕くだけ散り、窓につけていた半はん透とう明めいのレースカーテンも、黒い燃え殻がらと化していた。

　女王暗殺計画。

　ネビュリス女王の命を狙ねらった暴力政変クーデターの痕あとだ。

「代々の女王が過ごした部屋で、国民からも愛されてきた広間なのに。どうしてこんなことが起きたの……」

　唇くちびるを嚙かみしめ、アリスはこみ上げる憤いきどおりを必死に抑おさえていた。

　アリスリーゼ・ルゥ・ネビュリス９世──ここネビュリス皇庁の第二王女として、その名を知らぬ国民は皆かい無むだろう。

　つやめく金きん髪ぱつは淡あわく輝かがやいて、紅玉ルビー色の瞳ひとみは気品に満ちている。

　凜り々りしく清らかな顔立ちに、十七歳ながらも早熟な肉体は女性らしい起き伏ふくに富んでいる。その愛らしい美び貌ぼうはまさしく王女にふさわしい。

「…………」

　無言で、アリスは惨さん劇げきの痕をじっと見わたした。

　これは国家転てん覆ぷくを狙った暴力政変クーデター。そして命を狙われた女王は、他ほかならぬアリスの母である。

　……覚かく悟ごはしてたけど、こんな大きな破は壊かいだったのね。

　……お母さまが爆ばく発はつを押さえこまなかったら、本当に悲ひ惨さんなことになってたはず。

　女王の命に別状はない。

　事件当時にこの部屋にいた部下たちも、軽い傷を負ったものの無事であったとアリスは聞いている。

　女王の星霊術ちからが、爆発を最小限に押さえこんだからだ。

「お母さまを狙ったのは王家の誰だれかよね。身内のなかに犯人がいるなんて……」

「ご苦労でしたねアリス」

　女王の間の扉とびらが開いていく。

　護衛二名をつれて、母・ネビュリス８世が女王の間へとやってきた。

「お母さま、ご無事で何よりです。本当に心配していました」

「……そんなに心配でしたか？」

　対する女王は、娘むすめにそう言われるのが複雑そうな表情だ。

「私、これでも若い頃ころはそれなりの星霊使いだったのですよ。私を見るだけで帝てい国こく軍が逃にげだすという武勇伝だって山ほど────まあ、やめましょう。実際、間かん一いつ髪ぱつだったのは事実です」

　女王が小さくため息。

　睡すい眠みん不足だろう。目の周りには疲ひ労ろうの隈くまがうっすらとできている。

「暴力政変クーデターが起きたのは三日前。たまたま女王の間で起きましたが、私の私室を狙われる可能性もありました。入浴の時もそうですね、いつまた襲しゆう撃げきされるか警けい戒かいしていたので、やや睡眠不足です」

「あのお母さま。わたしがいますから、もう大だい丈じよう夫ぶです！」

「そうですね。率そつ直ちよくに、あなたが戻もどってきたことは頼たのもしく思います」

　ふっ、と微び笑しようで応じる女王。

　だがすぐに表情を険しくして、見つめた先はガラスのない天窓だった。

「そしてよくやってくれました。シスベルを襲おそった凶きよう徒とを捕とらえたことは、この状じよう況きよう下で考えうる最大の反はん撃げきです。この暴力政変クーデターと同一犯である可能性が高い」

「はい。……ですがお母さま、シスベルを襲った犯人は」

「ヒュドラ家のヴィソワーズと聞きました」

「……はい」




〝いいものを見せてあげましょうかシスベル〟

〝あなたが王宮で見た『怪かい物ぶつ』は、こんな姿に似ていたのよね？〟




　コイツは人間じゃなかった──

　駆かけつけたアリスに、帝国剣けん士しイスカはそう言ったのだ。

　アリスが駆けつけた時には力つきて人間に戻っていたが、シスベルを襲った姿は完全な怪物であったと。

　……わたしはその姿を見てないわ。正直信じにくい話だけど。

　……だけど燐リンも、同じものを見たと言ってたし。

　シスベルとイスカと燐が目撃したという「魔女ヴィソワーズ」。

　この王宮のある中央州まで運んでくる時も、いつヴィソワーズが異形の怪物になるかとアリスも警戒していた。

「お母さま、それでヒュドラ家の反応は？」

「もちろん罪を認めません。『我が一族は関かん与よしていない。ヴィソワーズの単独犯だ』の一点張りです。犯行が確定するまでヒュドラを牢ろう獄ごくに入れることはできませんし、いまは謹きん慎しん処分を与あたえるのが精せい一いつ杯ぱいでした」

　ヴィソワーズが怪物と化したことも、女王には伝えてある。

　とはいえアリス本人がその姿を見ていないため、曖あい昧まいな説明しかできなかったことがもどかしい。

　……ヒュドラ家が暴力政変クーデターに絡からんでいるのは間ま違ちがいないわ。

　……だけどヒュドラ家は、これをヴィソワーズの独断と言って切り捨てた。

　トカゲの尻尾しつぽ切きりだ。

　シスベルを襲った襲撃犯に責任すべてを押しつけて、ヒュドラ家の立場を守ろうとしているのは想像に難かたくない。

「お母さま、ゾア家は？」

「ゾア家もまだ容疑者です。現状、暴力政変クーデターの犯人の可能性は三通りあります」

　天窓を見上げたままの、女王。

「当初の容疑者がゾア家でした。そしてシスベルを襲ったのがヴィソワーズだったことからヒュドラ家も新たな容疑者になった。これで二つです。アリス、あと一つもわかりますね？」

「……ゾア家とヒュドラ家の共犯という可能性？」

「そう。ただし可能性は低いでしょうね。ゾア家とヒュドラ家のどちらかが暴力政変クーデターの主犯であると今は考えています。血の繫つながった一族であることを思えば辛つらい話ですが、これはルゥ家の繁はん栄えいにつながる絶好の機でもあります」

　女王が示し唆さしているのは女王聖別儀礼コンクラーヴエだろう。

　次の女王を決める選挙戦。

　暴力政変クーデターの真犯人を突つき止めればルゥ家の信しん頼らいが増し、ゾア家やヒュドラ家の信頼は地に落ちる。

「でもお母さま、まだ決定的な証しよう拠こは……」

「シスベルが戻れば解決できることです。あの子の力で事件当時のことを再現すればすべてわかります」

　女王が口にしたのは、この場にいない三女シスベルの名前だった。

　過去の事象をビデオさながらに映像として映す『灯ともしび』の星霊。時空干かん渉しよう系と称される、希け有うな星霊術の一つである。

「アリス、あの子はまだ第八州リースバーテンですね？」

「はい。ヴィソワーズの襲撃以降、同じことがないように身を隠かくしています。燐がついているので居場所はわかりますわ」

　護衛という意味ではもう一組──

　妹シスベルはなんと帝国部隊を雇やとい入れているのだが、それは女王には伝えられない。ルゥ家が帝国と癒ゆ着ちやくしているという噂うわさを広めたくはない。

　……イスカがついてる以上、そうそう襲撃なんて許さない。

　……あの子シスベルがイスカに変なことしないか、そこだけちょっと心配だけど。

　第三王女シスベルは待っている。

　中央州に戻った従者シュヴァルツが女王と謁えつ見けんして手はずを整える。その後、女王主導で確実にシスベルが帰き還かんする。

　そうすればルゥ家の勝利だ。

　暴力政変クーデターに関わった組織まるごと、シスベルの力で暴あばくことができるだろう。

「お母さま、それでシュヴァルツの謁見はもう済みましたか」

「アリス、あの子の従者はいつ城にやってくるのでしょう？」

　二人の声が重なった。

　そして。

「…………え？」

　放心気味に、アリスは口を開けてしまっていた。

　どういうことだ。

　シスベルの従者シュヴァルツは三日前に中央州に着いている。妹シスベル本人がそう言っていたから間違いない。

「お母さま、ええとどういうことでしょう」

「アリスこそ……いま何と言いましたか」

　呆あつ気けにとられた様子の女王。

　その後ろに控ひかえている護衛二人も、目をみひらいて驚おどろきの表情を隠せない。

「お母さま、わたしはてっきり従者シユヴアルツと謁見を済ませているとばかり」

「いいえ。私こそ、いつ彼が王宮に戻ってもいいよう待っていました。私はあなたと一いつ緒しよにやってくるものかと……」

　女王のまなざしがみるみる険しくなっていく。

「アリス、あなたはシスベルと会いましたね。あの子は何と言っていましたか」

「従者シユヴアルツが中央州に着いたから、その連れん絡らくを待っていると」

「中央州に着いた？　それはいつ？」

「……三日前です」

　そう。

　奇くしくも女王暗殺を狙った暴力政変クーデターと同日なのだ。

　シュヴァルツが中央州に着いたのが昼過ぎで、暴力政変クーデターが起きたのはその夜になる。

「……妙みようですね。あなたたちは？」

　女王の目が護衛二名へ。

　だが護衛たちも、おずおずと首を横にふるだけだ。

「恐きよう縮しゆくながら女王、我々も彼シユヴアルツを見てはおりません」

「王宮の部下たちにも確かく認にんをとりますが、おそらく城内に入った形けい跡せきは見当たらないかと思われます」

　それが意味するもの。

　中央州に到とう着ちやくしたシスベルの遣つかいが、王宮にたどり着くことができないでいる。

「女王、何者かの妨ぼう害がいがあったのでは……」

「ええ。女王わたしを容よう赦しやなく狙ねらう連中ですし、シスベルの従者を誘ゆう拐かいすることなど罪悪感のかけらも感じないでしょう。おおかた王宮に接近したところを捕らえられた。その可能性が高いですね」

　しんと静まりかえる。

　冷たい緊きん張ちよう感かんが増していくなかで、アリス、女王、女王の護衛二名が考えることは同じだろう。

　……誰だれならシュヴァルツを誘拐できるの？

　……彼は隠おん密みつ部隊にも所属していた星せい霊れい使いよ。まず見つけるのが困難なのに。

　ゾア家かヒュドラ家の仕し業わざ？

　否いな。たとえその両家であっても、隠密行動中のシュヴァルツを妨害するのは困難だろう。できるとすれば彼をよく知るルゥ家に近しい者だ。

　たとえば──

「女王陛下」

　しとやかな、歌い上げるような声。

　軽快な靴くつ音おとを響ひびかせて、女王の間にもう一人の王女がやってきたのはその時だった。

「イリーティア？」

「探しましたわ。ご相談がしたかったのに私室にいらっしゃらないから」

　イリーティア・ルゥ・ネビュリス９世。

　その場の全員の視線を浴びて、世にも美しい王女が歩いてくる。

　大きく波打つ髪かみは、美しい金を帯びた翡翠色エメラルド。

　アリスよりも高い長身、そしてアリス以上に豊かに成熟した胸の双そう丘きゆうが、まとう王衣ドレスの胸むな元もとから逆らいがたい色いろ香かを滲にじませている。

　魔ま女じよ──

　星霊を宿した者とは別の意味で、妖よう艶えんなるイリーティアの美び貌ぼうは、二十歳はたちという成熟を経てますます魔ま性しようを強めていっている。

「ふふっ、ねえ女王陛下？」

　そんなイリーティアが。

「シスベルからの遣いは来ましたか？」

「────────」

　誰もが息をのむ。

　何かの呪のろいでもかけられた心地だ。

　長女イリーティア──ゾア家との繫がりを疑われている王女が、自らそんなことを口にするとは。

「あの子のことです。そろそろ王宮に遣いを出すはずですわ。従者かそれとも雇いの兵か。いずれにせよ、そろそろやってきておかしくないのでは？」

「……まだです」

　押し殺した声の、女王。

「イリーティア」

「はい」

「あなたこそ、何か知りえたことはありませんか。たとえばあの子の従者が王宮にやってきたという報しらせを聞いたことは？」

「いいえ」

　微び笑しようのまま、弾はずんだ声で応じる長女。

「女王陛下、ゆっくり待つべきだと思いますわ」

「ゆっくり？　この状じよう況きよう下でゆっくりは些いささか不適切ですよイリーティア」

「ええ。もちろんですわ。私が言いたいのは焦あせらないということ。そして──」

　頰ほおに手をあてる第一王女イリーティア。

　興奮してピンク色に上気したその頰を、隠すかのような素そ振ぶりでもって。

「誰かが、可愛い妹シスベルを迎むかえに行くべきだと思いますの」








Chapter.1　『どこで途と絶だえた？』












　　　　１




　ネビュリス皇おう庁ちよう、第八州リースバーテン。

　皇庁の国境に位置する都市の一つ。

　独立国家だった名残なごりから周辺国との交流が盛さかんであり、その街並みは中立都市の様相によく似ている。ゴミ一つ落ちていない石いし畳だたみは通学中の少年少女で賑にぎわって、隣となりの車道では通勤車が行きかっている。

　ただし──

　ホテルの一室から見下ろす道には、厳しい顔つきで歩く警務隊の姿もある。

「イスカ兄にい、このホテルのロビーにも警務隊が来てたよ。不ふ審しん人物が泊とまってないか、巡じゆん回かいで確認してたんだと思う」

「音ネ々ネは怪あやしまれなかった？」

「うん。すぐ上に逃にげてきたし」

「……それ、見つかったら一番怪しまれるやつだよ」

　部屋に戻もどった音々にそう答え、イスカはリビングを見回した。

　テーブル側の椅い子すに座っているのが音々──鮮あざやかな赤毛をポニーテールにした少女である。

　その隣には銀ぎん髪ぱつの狙そ撃げき手しゆジンが、自前の銃じゆうを整備している姿もある。

　……ミスミス隊長は昼ご飯の買い物か。

　……皇庁に入って数日だけど、どうにか第九〇七部隊ぼくらも過ごせてる。

　機械仕じ掛かけの理想郷「帝てい国こく」。

　魔女の楽園「ネビュリス皇庁」。

　この二大国は百年におよぶ戦争を続けている。

　そんななかで皇庁に帝国軍が入りこんでいると知られたら大おお騒さわぎだ。たちまち警務隊に取り囲まれるだろう。

「心配ねぇよ。どうせ警務隊むこうが探してるのは帝国部隊おれらじゃねえ」

　銃の点検を終えたジンが、独り言のように呟つぶやいた。

「帝国に目を向けてる暇ひまなんざない。ネビュリス王宮での女王暗殺未み遂すい事件から四日だろ。まだ警備だって緩ゆるんでねぇのに、一昨日おととい、今度は第八州ここで爆ばく破は事件だ。しかもその狙いが女王の側近ときた」

　それがイスカの隣に座っている少女だ。

　隣というにはあまりに近い。華きや奢しやな肩かたを、イスカの腕うでにくっつけるようにして項うな垂だれている。

「シスベル」

「…………」

　ストロベリーブロンドの髪をした少女は、答えない。

　答えたくても答える気力が残ってないのだろう。

　シスベル・ルゥ・ネビュリス９世。

　第九〇七部隊なかまには「女王の側近」と偽いつわっているが、イスカだけは、彼女がネビュリスの第三王女であることを知っている。自分たちが高級ホテルの一室に身を隠かくしているのは、その護衛の一いつ環かんだ。

「気がかりなのはわかるけど、昨日から何も食べてないのはやっぱりダメだ。せめてパン一つだけ」

「……食欲がないのです」

　枯かれ果てたような、少女の声。

「大だい丈じよう夫ぶですわ。わたくし落ち着いておりますの。ご飯を一食二食抜ぬいたところで、何も問題はありません」

「わかった。じゃあ昨日のことはいい。そのかわり約束。ミスミス隊長がお昼ごはんを買ってくるから、今日からは食べるって」

「…………」

「帝国部隊を護衛にしたいと交こう渉しようしてきたのは君で、僕だって一いつ生しよう懸けん命めい応こたえたつもりだし、君にも誠意を見せてほしい」

　こくんと無言でシスベルが頷うなずく。

　だがそれきり、イスカに寄りかかって再び俯うつむいてしまう。

　……無理もないか。女王ははおやが狙われて、次は自分が命を狙われて。

　……そして従者が音信不通だ。

　従者シュヴァルツという老人。

　シスベルが女王はは以外に唯ゆい一いつ心を許していた付き人だ。それが四日前、中央州に到着したという連れん絡らくを残して音信不通に陥おちいった。

　手て筈はずどおりなら女王と接せつ触しよくし、安全な帰き還かんルートを連絡してくるはずだったが。

「いずれにせよ潮時だ。隊長ボスが戻ってきたら作戦変へん更こうを考えた方がいい」

　再びジンの呟き。

　今までの独り言とは違ちがい、次は明確に、語る先の相手がいた。

「お前の従者はおそらく女王への謁えつ見けんに失敗した。中央州に入って王宮に向かう直前で、妨ぼう害がいを受けたんだろうな」

「シュヴァルツが敵の手に落ちたと言うのですか！」

　シスベルが立ち上がった。

　愛らしい顔を引きつらせてジンを睨にらみつける。

「ぶ、無礼者！　そんなことありません、シュヴァルツは密みつ偵ていとしても優ゆう秀しゆうな男ですわ。王宮に入るのに手間取っているだけで、必ずや──」

「敵はバケモノだ」

「……っ！」

「ヴィソワーズだったか。お前を襲おそった奴やつは間違いなく人外の怪かい物ぶつだった。あの爺じいさんが優秀じゃないとか下手を打ったとか言う気もない。相手が悪い。なにせ女王を真っ向から暗殺しかけておいて、まだ捕つかまってない連中だ」

　シスベルが唇くちびるを嚙かみしめる。

　それを前にして、銀髪の狙撃手はなお淡たん々たんと言葉を続けた。

「女王の間ってのがどんな構造かは知らないが、王宮のど真ん中で暴力政変クーデターをしでかして捕まってない。ってことは実行犯は王宮を熟知してる。お前の言ったことだが、十中八九、王家に近しい奴らだろうな」

「……そうですわ」

「お前の手の内もバレてて当然だ。シュヴァルツって爺さんが王宮に入ろうとする道順も、連中に読まれてると思った方がいい」

「…………」

　シスベルは反論しなかった。

　天てん井じようを見上げて、やがて力ちから尽つきたようにソファーに腰こしを沈しずめる。

「……百ひやつ歩ぽ譲ゆずってそうだとして、作戦変更とは具体的に何を意味するのですか」

「二つに一つだ」

　ジンの答えは速すみやかだった。

「俺たちが皇庁このくににいられる期限はおおよそあと二十日。その間、爺さんからの連絡を待ち続けるか。あるいは俺たちだけで動くか」

「二日間。今日と明日です」

「ん？」

　ジンが聞き返す。

　それほどまでにシスベルの言葉には迷いがなかった。

「あと二日待ってシュヴァルツから連絡がなければ、わたしたちだけで中央州に向かいます。イスカ、それでいいですわね」

「……即そつ決けつだね」

「もともとの決めごとですわ」

　シスベルの弱々しい微び苦く笑しよう。

「敵に妨害されずとも、たとえばシュヴァルツが不ふ慮りよの事故に遭あう可能性はゼロではないでしょう。だから当初から決めてました。七日間が区切りだと」




〝一週間、私からの連絡が途絶えた時は──〟

〝お嬢じよう、どうか私にかまわず王宮へお向かいください。細心の注意で〟




　従者シュヴァルツがここを発たって七日。

　ジンが背中を押さずとも、この王女は明日になれば自ら決断を下していたのだろう。

「出発は明後日にします。明日のうちにわたくしが中央州行きの列車を予約しておきますから、帝国部隊あなたがたもそのつもりで」

　シスベルが、壁かべ掛かけの時計をちらりとのぞき見。

　午前十一時半。

「ミスミス隊長が戻るまで廊ろう下かを散歩してきますわ。イスカ、ついてきてください」

　二人で廊下へ。

　向かったのはホテルの昇降機エレベーター。そこから二つ上のフロアで下りた先に、見覚えのある茶ちや髪ぱつの少女が立っていた。

「お待ちしておりましたシスベル様」

「燐リン……」

　アリスの従者をつとめる燐。

　その顔を見た途と端たん、シスベルが露ろ骨こつに表情を曇くもらせた。

　シスベルにとっての従者シュヴァルツにあたるが、この燐という少女は護衛と諜ちよう報ほうにも通じた戦せん闘とう員でもある。

　……シスベルは姉アリスのことを疑ってる。まだ容疑がとけてないんだ。

　……女王ははおやを狙ねらった暴力政変クーデターの仲間じゃないかって。

　姉アリスを危険視するのだから、その従者にも心を許すことはできない。

　それがシスベルの心情なのだろう。

「燐。いい加減にしてくれませんか。毎日二回、こうしてあなたの前に顔を出すのはウンザリです。わたくしを監視するのは百歩譲って我が慢まんしますが、こちらは一刻も早く女王おかあさまのもとへ急ぎたいのです」

「シスベル様。僭せん越えつながら、私は監視ではなく護衛のつもりです」

「アリスお姉さまの命でしょう？」

「はい」

「そのアリスお姉さまを、わたくしはまだ完全に信用できていないのですわ」

「…………」

　悩なやましげな表情で燐が押し黙だまる。

「……ですが本日の私は、女王陛下からの言付けを賜たまわっています」

「何と？　言っておきますが噓うそは無む駄だですよ。わたくしの星せい霊れいで、後からあなたの会話はいくらでも『再現』できますから」

「そのお力について、です」

　燐が声をひそめる。

　ここはホテルの廊下だ。まわりに気配がないことはイスカもわかっているが、それでも誰だれがいつ通りがかるかわからない。

「女王陛下は仰おつしやっていました。『ヒュドラ家のヴィソワーズが人外の怪物になったという件。家臣に見せる証しよう拠こが必要です』、と」

「それで？」

「映像の撮さつ影えいをお願いしたいのです──帝てい国こく剣けん士し」

　燐が手に持っていたのは、家電ショップで購こう入にゆうしたであろう新品のビデオカメラだった。それを放ほうり投げてくる。

「お前が撮影しろ。シスベル様の星霊術で、一昨日のヴィソワーズの姿を映像化できる。それを記録しておけ」

「王宮に持って行くために？」

「そうだ。ヒュドラ家を追放するには十分な証拠が必要に……と、喋しやべりすぎた。お前には関係のないことだから気にするな」

　ぷいっと顔を背そむけるアリスの従者。

　だがシスベルは、そんな彼女の仕草を見み逃のがさなかった。

「こら燐、イスカはわたくしの部下ですわ。無礼な態度は許しませんよ」

「いや僕は部下じゃなくて護衛」

「既すでにイスカは、わたくしとの永遠の主従関係を誓ちかっているのです。イスカへの侮ぶ辱じよくは、わたくしへの侮辱も同義」

「ねつ造だっ!?」

「そして燐、わたくしを甘く見ないことですね。アリスお姉さまの従者といえど、わたくしの前では無力に等しい」

「っ」

　燐が、ピクッと眉まゆをつりあげた。

　癇かんにさわった。という以上に、主あるじであるアリスを遠回しにけなされた──そう捉とらえての反応だろう。

「僭越ながらシスベル様、それは我が主への冒ぼう瀆とくでしょうか。だとすればアリス様の従者として私も黙ってはいられませんが」

「燐」

　イスカの持っていたビデオカメラを手に構える第三王女。

　そして。

「あなた、ずばり自分の胸に劣等感コンプレツクスを抱いだいてますわね！」

「～～～～～～っ!?」

　突とつ然ぜんの宣告。

　燐が、電でん撃げきを受けたかのように震ふるえ上がった。

「今年十七歳になるのに、あなたは、一年以上まるで成長しない胸に不安を抱かかえている。そうでしょう」

「な、ななな!?……何を根こん拠きよにそんなことを!?」

「ふふん。わたくしの星霊術で、あなたの昨夜の行動はすべてお見通しですわ」

　勝利の笑えみを浮うかべるシスベル。

　対する燐は、自分の慎つつましやかな胸を両手で隠かくすようにして。

「ひ、卑ひ怯きような！　シスベル様、そんな覗のぞき見みのような行こう為いは────」

「晩ご飯は大量のキャベツの千切りとナッツ、それとホットミルクでしたわね。いずれも胸を大きくすると言われている食べ物でしょう」

「……うっ……あああっ!?」

　燐の顔がみるみる真っ赤に。

　その燐に向かって、シスベルがビデオカメラを構えてみせた。

「さらに深夜！　わたくしは視みてしまったのです。あなたがお風ふ呂ろ場ばで、胸を大きくする体操をしていたことを！」

「いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっっっ！」

　燐の悲鳴が、ホテルの廊下にこだました。

「まさに衝しよう撃げき映像でしたわ。まさかあなたが夜な夜な一人であんなことを」

「ち、違ちがうのです違うのです！　あ、あれはその……雑誌に書いてあったことを真ま似ねしただけで……単なる出来心で…………！」

「今ここで映像として再生することもできるのですよ。ほらここに録画用のカメラも」

「ふひゃあああああああっっっん!?」

　もはや声にすらなってない。

　燐の顔は、真っ赤を通りこして真っ青である。傍はたから見ているイスカでさえ同情したくなるほどの動どう揺ようっぷりだ。

　……内容はアレだけど、なんて凶きよう悪あくな脅おどしなんだ。

　……シスベルの星霊が家臣からも恐おそれられてるのも納なつ得とくだよ、これは。

　王宮に戻もどれば暴力政変クーデターの犯人もすぐに暴あばいてみせるだろう。

　恐るべし始祖の末まつ裔えいだ。

「ま、参りました……ど、どうかそれだけはご内密に！」

「わかればいいのです。イスカ、行きますよ」

　余よ裕ゆうの口ぶりでシスベルが腕うで組ぐみ。

　精根つきはててボロボロになった燐に背を向けるや、昇降機エレベーターへと歩きだす。

「おのれ帝国剣士っ！」

「あ痛っ!?　ちょ、ちょっと何するのさ。そのナイフ!?」

　刺さされた。

　シスベルの目が離はなれた途端、燐が隠し持っていたナイフで突つつかれた。

「よ……よくも私にこんな辱はずかしめを……」

「僕じゃないし！」

「うるさいうるさい、乙女おとめの秘密を知られた以上、お前に責任をとってもらう。覚かく悟ごしろ！」

「なんの責任だってば!?」

　涙なみだ目めな燐から、イスカは全速力で逃にげだした。




　　　　２




　ホテル九階、イスカたちの宿しゆく泊はく部屋──

「カーテンは閉めたぞ。これで外から部屋こつちは覗けない。これでいいか？」

「結構ですわ」

　リビングの壁かべ際ぎわに立っているイスカたち。

　窓際でカーテンを閉めたのがジン。テーブルの脇わきで、撮影役としてビデオカメラを構えているのが音々。

　そして──

　好こう奇き心しんと困こん惑わくがいりまじった表情で、シスベルの隣となりにいるのがミスミス隊長だ。

　隊長ミスミス・クラス。

　イスカより頭一つ以上低い背丈に、幼げであどけない面おも立だち。見た目は十代なかばの子供にしか見えないが、これでも二十二歳の成人である。

「おい隊長ボス、隊長ボスは何もしねーんだからソワソワするな」

「だ、だってぇ……」

　弱り声で返事をするミスミス隊長。いつも天てん真しん爛らん漫まんが取とり柄えだが、今は連れてきたばかりの子こ猫ねこのようにソワソワと視線を泳がせている。

「ア、アタシどうしよう」

「どうしようも何も、星霊について何も知らないというのは困りますわ。あなたではなく、わたくしが困るのです」

　隣となり合わせに並ぶシスベル。

　シスベルは十代なかばの年ねん齢れいだが、ミスミスはさらに幼く小柄に見える。

「明後日。わたくしたちは中央州行きの列車に乗りますわ。……従者シユヴアルツが音信不通となったことを踏ふまえても、第八州ここより危険度は段違い。向こうにつくなり身分確かく認にんを求められても不思議ではありません」

　帝てい国こく人のイスカたちは、皇おう庁ちようの住民票などない。

　そうした窮きゆう地ちを切り抜ぬける手段が、魔ま女じよ化したミスミスだ。

　星の中ちゆう枢すうから生まれる未み解かい析せきエネルギー「星霊」の溜たまった星脈噴出泉ボルテツクスに落下したことで、ミスミスは星霊を宿した魔女となった。

「我が国では星せい紋もんこそが最大の身分証明ですわ。隊長、あなたが左ひだり肩かたの星紋を見せることで、いかなる尋じん問もんもくぐり抜けることが可能です」

「……う、うん」

「ただし！　星霊使いが星霊のこと、特に星霊術について知らないとすれば追つい及きゆうの糸口を与あたえてしまいますわ」

　困るのは第九〇七部隊イスカたちだけではない。

　自分イスカたちを雇やとったシスベルの立場が危あやうくなってしまうのだ。従者シユヴアルツがいれば老ろう獪かいな交こう渉しよう術で切り抜けられるだろうが、その彼がいない。

「ハッキリ言って、わたくし会話が苦手です」

「自じ慢まんできることかよ」

「う、うるさいですわ！　とにかく他人を庇かばうような話術は苦手ですので、降りかかった火の粉は自分で払はらってもらわねば困るのです！」

　星せい霊れいのイロハを学んでもらう。

　皇庁の人間として振ふる舞まうために。それが、シスベルがこの土ど壇たん場ばでミスミスに要求した課題だ。

「……と脅しめいたことも言いましたが、幸か不幸か、星霊術は帝国軍人あなたがたもよく知っているでしょう？」

　皇庁の星霊部隊と、帝国の人類防衛機構。

　百年にわたる戦争のなか、両軍は互たがいに手の内を見せあっている。

「あなた方はわたくしの星霊術も知っていますし、ミスミス隊長、あなたに見せられるのはせいぜい『実演』くらいですわ」

　リビングの中央で。

　シスベルが上着の前ボタンに手をかけた。慣れた手つきで一番上のボタンを外して、二番目にも手をかけていく。

「星紋が宿る部位は千せん差さ万ばん別べつですの。多くは腕うでや足ですが、わたくしのように……人目に触ふれにくい場所であることも珍めずらしくはありません」

　服の胸むな元もとを広げていく、魔女の姫ひめ。

　ジンとイスカの目があるからだろう。その頰ほおはわずかに赤く染まっている。

　鎖さ骨こつと、胸の膨ふくらみのちょうど間──

　ぼんやりと淡あわい色で灯ともる星紋が、カーテンを閉めきった部屋で際立って見える。

「隊長、あなた星霊の声を聞いたことは？」

「へっ？」

「その反応ではまだですわね。他人の声のようにはっきり聞こえるわけではないですが、ぼんやりと、夢心地で声が聞こえてくる時が来るでしょう。その時が、あなたが星霊使いとして目覚める時です」

「…………」

「あら、お嫌いやですか？　わたくしと同じ『魔女』になることが」

　何かを憂うれう面持ちのミスミスと、それとは逆に強い口調でシスベルが迫せまる。

「帝国人のあなたの感情を汲くむ気はありません。今のわたくしたちは交友関係で結ばれているわけではありませんし。ただ……」

　ジンと音々。

　そして最後にイスカを横目に見やって、ネビュリスの第三王女はさらに続けた。

「わたくしが王宮に戻った後。もしも第九〇七部隊あなたがたがそのまま皇庁に帰属する意思があれば、やぶさかではありません。覚えていてください」

　純血種シスベルが、胸に手をそえる。

「星よ、あなたの過去を見せてちょうだい」

　星霊の光。

　胸に灯った光が、シスベルの前にある虚こ空くうを照らしだした。光が収束。投影機プロジエクターのごとく、一昨日おとといに現れた『魔女』の姿を描えがいていく。




〝あなたが王宮で見た『怪かい物ぶつ』は、こんな姿に似ていたのよね？〟

〝悪星変異『被ひ検けん体たいViヴアイ』──〟




　魔女の嬌きよう笑しようがリビングに響ひびきわたる。

　菫色ヴアイオレツトの炎ほのおが燃え上がり、赤毛の魔女を包み込んでいく目の前の光景に──

「ひっ!?」

　ミスミスが悲鳴を上げて跳とびのいた。

　ジンが眉まゆをひそめ、カメラを構えている音々も目をみひらいて立ち尽つくしている。そう。そこには一体の怪物がいた。

　人間ではない。

　真っ赤な宝石のごとく凝ぎよう固こした髪かみ。全身の肌はだ色いろが透すけて、海月クラゲのように、その肉体から夜空が透けて見える。

　魔女ヴィソワーズ。

　シスベルを襲おそった刺し客かくで、イスカが激戦の末にかろうじて撃げき退たいした強敵だった。

「え、こ、これが映像!?」

「立体映像のようなものですわ。声も忠実に再現されます。音々さん、カメラをしっかり回しておいてくださいね」

「……う、うん」

　震ふるえる手で音々がこくんと首しゆ肯こう。

　その横で、銀ぎん髪ぱつの狙そ撃げき手しゆが珍しくも苦笑いをこぼしていた。

「とんでもねえ再現度リアリテイだな。あの時ちっとは聞いていたが、これがお前の星霊術か……。帝国の立体映像技術ホログラムも真っ青だぞこの存在感は」

「僕も、最初に見た時は驚おどろいたよ」

　イスカが見たのはこれで二度目だ。

　独立国家アルサミラで、シスベルを狙ねらう殲滅物体オブジエクトに対して発動させたのが一度目。

　あの時はさらに桁けた違ちがいの大規模な砂すな嵐あらしを『召しよう喚かん』し、独立機兵のスコープを完全に欺あざむいてみせた。

「これが、わたくしが狙われる理由ですわ」

　シスベルの双そう眸ぼうには、陰かげ。

「わたくしが皇庁に戻もどれば、王宮で起きた暴力政変クーデターの犯人を皆みなの前で暴あばくことができます。魔女ヴイソワーズもそれを恐おそれて遣つかわされたのでしょう」

「……音々も納なつ得とく。すごい力」

　カメラを止めて音々が深呼吸。あまりのことに息をするのも忘れて映像を見つめていた。

「実演レクチヤーは以上ですわ隊長さん」

「……う、うん……」

「望まずとも、いずれあなたは星霊の声を聞く。星霊を受け入れるか、あるいは拒こばむのか。よく考えておくべきです」

　胸のボタンを留めるシスベル。

　そして自ら窓際に歩いていって、閉めていたカーテンをさっと開いた。

「悩なやめる時間は、もうあまり無いのですから」
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　ネビュリス皇庁、星の塔とう。

　女王の私室「星ほし屑くずの摩ま天てん楼ろう」──

　ここは百年前、ネビュリス皇庁の祖である一世から歴代の女王が引き継ついできた寝しん室しつである。

　天てん井じようは特とく殊しゆなガラス製。

　夜ともなれば満天の星を映した天井が、さながらプラネタリウムのような景観をもたらすことで知られている。

「アリス。確かに私は、あなたがいて頼たのもしいと言いました。暴力政変クーデターがどこで起きるかわからないですから。ただ……」

　その寝室。

　一人で寝ねるには大きすぎる豪ごう奢しやなベッドで、薄うす地じのネグリジェに身を包んだ女王が大きく溜ため息いきをこぼしてみせた。

「ですがその、夜まで一いつ緒しよに寝てくれと言った覚えは……」

「いいえお母さま。これはわたしの意思表示です。ルゥ家の結束が固いことを暴力政変クーデターの犯人に伝えないと！」

　ベッドに横たわるアリスも、ネグリジェ姿。

　だらしなく横たわっているので胸元がかなり大きく見えてしまっているのだが、母親に見られても恥はずかしいものは何もない。

「シスベルが戻ってくるまで、わたしがお母さまに付き添そいます。親子水入らずで！」

「……まったく。でも娘むすめの気き遣づかいですから、甘えるとしましょう」

「そうですわ。それに、わたしお母さまの部屋でこんなに長くいるの久しぶりで、ベッドで寝てるだけで楽しいです」

　寝室の隅すみには書しよ棚だな。

　そこに並んでいるのは皇庁に関わる歴史書と、研究書。幼い頃ころのアリスが一目見て頭が痛くなった書物たちだ。

　あとは幾いくつかのフォトブック。

「…………」

　無造作に、アリスはそのうちの一冊を手に取ってみた。

　見たいわけじゃない。

　気づいたら手を伸のばしていたが、一いつ瞬しゆん、すぐ書棚に戻そうか躊ちゆう躇ちよする程度には気が進まないフォトブック。

　ページをめくらなくてもわかってる。そこに写っているのはアリスの子供の頃の写真だ。長女イリーテイア、三女シスベルもそこに写っている。仲良く一緒に遊んでいる。

　……十歳？　もっと前？

　……あの頃はみんな仲良かったのに……

　女王聖別儀礼コンクラーヴエのせい？

　誰だれが女王の後を継ぐのか。そんな血筋の争いさえなければ、自分たちは今も仲良くいられた気もする。

「面おも白しろいものではありませんよ」

「え？」

　そんなアリスの葛かつ藤とうなど構いもせず、女王の言葉は思いもよらぬものだった。

　どういうことだろう。

　逆に気になってフォトブックをめくり、アリスは小さく声を上げてしまった。

「……これは？」

　三姉妹じぶんたちではなかった。

　古く色あせた写真に写っているのは、アリスによく似た顔立ちの、けれど感情の起き伏ふくに乏とぼしい短たん髪ぱつの少女だった。

「私ですよ。星せい霊れい部隊に所属していた時の、もう三十年以上前のものです」

「お母さまの当時の……」

　自分アリスたちのフォトブックではなかった。

　だからこその「面白いものではない」という母の発言だったのだろう。だがアリスにとっては逆に興味深い。

　……この写真、まだ見たことないわ。

　……戦場かしら？

　荒あれ果てた岩石地帯で、白はく髪はつの青年と並んで立っている。

　凜り々りしく彫ほりの深い白はく皙せきの面立ちだが、写真を撮とられることが嫌なのか、いかにも面めん倒どうくさげな表情で、そっぽを向いてしまっている。

　星霊部隊ではない。

　隆りゆう々りゆうと鍛きたえられた上半身にコート一枚だけを羽織った、その特とく徴ちよう的な格好は。

「……サリンジャーっ!?」

　この顔をまだ明確に覚えている。

　第十三州アルカトルズの監かん獄ごくから脱だつ獄ごくした超越の魔人サリンジヤーと、そこに出くわした燐とイスカが壮そう絶ぜつな死し闘とうに至ったからだ。

　三十年前とまるで風ふう貌ぼうが変わっていないことも驚きよう愕がくだが、それ以上に、現女王ははと並んで写っていることが不思議でならない。

　……どうして。

　……この魔ま人じんは、三十年前に当時のネビュリス７世を襲った大罪人よ。

　どうして現女王ははとの写真がある？

　二人並んで、まるで歴戦の友であるかのような佇たたずまいではないか。

「お母さま？」

「だから言ったでしょう。面白いものではない、と」

　アリスの持っているフォトブックを一いち瞥べつし、ベッド上の女王が大きく溜息。

「私と魔人サリンジヤーは、当時そういう仲だったこともある。それだけの話です。今のあなたには滑こつ稽けいに見えるでしょうが」

　そういう仲……

　並んで写真を撮っているのだから間ま違ちがっても険悪な仲ではあるまい。だがそこから先は、推察のしようもない。

「喧けん嘩か相手です」

「え？」

「あなたも知ってのとおり、その男は他人の星霊を奪うばいとる。私の星霊を狙って襲ってきて、それを私が返り討うちにした。何度も何度も」

「……は、はあ」

　何度も何度も？

　一度目で、魔人サリンジャーを捕とらえはしなかったのだろうか。

「捕つかまえるには惜おしい。そう思ってしまったのでしょうね、あの時の私は」

「……というと」

「本気で戦う相手がほしかった」

「っ！」

「容赦なく全力を出しきって、それに応えてくれる相手がほしかったのです。幼い頃の私は、帝てい国こく軍を倒たおすため修しゆ羅らのごとき強さを求めてました。彼はそんな私の前に現れた最強の無礼者で、挑ちよう戦せん者で、格好の好敵手ライバルでした」

「────」

　フォトブックを支える手が、震ふるえてしまう。

　…………それは。

　……だってお母さま……それは、わたしも…………

　叫さけんでしまいたい。

　わたしもそうなのです、と。




〝わたしを特別扱あつかいしない無礼者。キミはそれでいいの〟

〝キミも、わたしのことを好敵手ライバルだと意識してくれていたのね〟




　帝国との終わりなき戦争。女王聖別儀礼コンクラーヴエの息つまる閉へい塞そく感かん。

　そんなすべての陰いん鬱うつを吹ふき飛ばしてくれる「誰か」を求める高こう揚よう感かんは、母も娘も変わらなかった。同じなのだ。

　心の底からアリスは、その剣けん士しの名を叫んでしまいたかった。

　だが。

「それが過ちでした」

　女王の言葉には棘とげがあった。

　喉のど元もとまで出かけたアリスの言葉を消しさって、アリスの胸のうちに深く深く突つき刺ささる、鋭するどい棘が。

「その後の顚てん末まつは、アリス、あなたも知ってのとおりです」

「…………」

　三十年前──

　超ちよう越えつの魔人サリンジャーは「女王以上の存在」になろうとして王宮に忍しのびこみ、当時のネビュリス７世を襲しゆう撃げきした。

　その魔人を撃げき退たいし、監獄に送りこんだのが他ほかならぬネビュリス８世。

　つまり目の前にいる女王ミラベアだ。

「最後の戦いは、ひどいものでした。私とあの男の十数回にもおよぶ決闘のなかでもっとも陳ちん腐ぷで低てい劣れつなものだったでしょう」

「……好敵手ライバルだったのでは？」

「最後の戦いだけは、そうではありませんでした。私の求めていたものではなかった」

　女王が手を伸ばす。

　アリスの手からフォトブックをそっと引き抜ぬいて、もとの書棚へ。「もういいでしょう」と言わんばかりに。

「私とあの男の戦いは、立場を越こえたものでした。互たがいに星霊術を極きわめんとする者同士の、意地と意地の張りあいです。それが心地よかった」

「────」

「けれど最後、あの男は女王７世を襲おそった大罪人となった。私は王女として彼を粛しゆく清せいしなければなかった。ただの善悪。警察と犯罪者のようなものです。そんな、どこにでもある関係に成り下がってしまったことが心残りです」

　女王がベッドに、うつぶせに。

　枕まくらに顔を埋うずめながら。

「アリス」

「はい」

「あなたは第十三州アルカトルズであの男を止めた。彼は、何か言っていましたか？」

「…………え、ええと」

　慌あわてて記き憶おくをひっくり返す。

　魔人サリンジャーは第二王女アリスリーゼが取り押さえた。表向きにそう報告されているが、実際のところ戦ったのは帝国の元使徒聖イスカだ。

　……あの時イスカとはほとんど喋しやべってないし。

　……燐はなんと言ってたかしら。

　燐から、魔人との会話は一部始終が報告されている。

　気になる会話があったとすれば──




〝ネビュリスの血脈の真に恐おそるべきは小娘ミラベアではない。始祖の血脈が生みだす真の怪物に気づかぬ無知。憐あわれだな〟




「え!?」

「どうしましたか」

「い、いえ何でもありません……！」

　慌てて言い繕つくろうが、ドクンと早はや鐘がねを打つ胸は鎮しずまりそうにない。

　あの時は気にも留めなかった。

　だが今はわかる。妹シスベルを襲った魔女ヴィソワーズの目撃談を受けた今ならば、アリスに心当たりがある。

　……始祖の血脈が生みだす真の怪物、ですって？

　……それってヒュドラ家のヴィソワーズのこと？

　人外と化した怪かい物ぶつと燐は言っていた。

　始祖の血脈ヒュドラ家から生まれた怪物。まさにサリンジャーの発した言葉そのままではないか。

　……これじゃあ予言じゃない。

　……なんで監獄にいた魔人がヴィソワーズのことを予言できたの!?

　冷たい汗あせが頰ほおを伝っていく。

　ルゥ家の知らない陰いん謀ぼう──

　女王やアリスの及およばぬところで、いまだ知られざる陰謀が動きつつある。そんな予感が脳のう裏りにこびりついて剝はがれない。

　脱獄して姿を消した魔人は、今どこで何をしているのか。

　何を目的に脱獄したのか。

「…………」

　その矢先。

　ベッドの脇わきに置いていたテーブルから、通信音が響ひびきわたった。

「……女王わたしの通信機ではありませんね。アリス、あなたのですよ」

「燐？」

　この夜ふけに緊きん急きゆう連れん絡らく？

　いったい何があったというのか。

「燐、どうしたの？」

『夜ふけに申し訳ありません。シスベル様がただいま就しゆう寝しんされました。その報告と、もう一つ。予定どおり明日、シスベル様が中央州へ向かわれる手て筈はずです』

　アリスの隣となりでうなずく女王。

　ベッドに通信機を置いて、母と娘むすめとで耳を傾かたむける。

『列車番号と席は昼間にお伝えしたとおりです。私も隠かくれて同行しますし、護衛の者たちもおります』

「……彼ら四人ね」

『はい。独立国家アルサミラで雇やとった傭よう兵へいたちです』

　実際には帝国部隊だが、女王の前ではそれは秘密である。

　アリスの心中としては正直穏おだやかではないのだが、護衛という意味で、イスカの同行は絶対の信しん頼らいがおける。

　……シスベルが彼イスカにベタベタしてるのは気にくわないけど。

　……それも明日までの辛しん抱ぼうよね。

　シスベルが中央州までやってくる。

　王宮に戻もどってくれば多くの問題が片付くことだろう。暴力政変クーデターの犯人、それにヴィソワーズが人外化した謎なぞも過去を辿たどれば判明する。

「燐」

『はい、女王陛下』

「報告ありがとう。明日は主要駅ターミナルに私の部下を待機させておきますので、四番ゲートから出るようシスベルに言付けておいてください」

『畏かしこまりました、それでは──』

　通信が切れる。

　沈ちん黙もくした通信機をテーブルに戻して、アリスはそっと息を吐はきだした。

　……気になることだらけ。暴力政変クーデターも、そしてサリンジャーのあの言葉も。

　……だけどまずは明日よ。

　妹シスベルが戻るまでの辛抱だ。

　明日になれば、多くの謎がきっと解けることだろう。








Chapter.2　『イリーティアと申します』
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　ネビュリス皇おう庁ちよう、中央州。

　主要駅ターミナル『サクラリス・ネビュリカ』──

　雪ゆき化げ粧しようのように美しい白のドームが、大陸列車の車窓にちらりと映った。

　三人席の真ん中に座るシスベルは、じっと窓を向いている。今の彼女は変装用メガネをかけて、髪かみも音ネ々ネのようなポニーテールにまとめた姿だ。

　……変装しててもやっぱり可愛かわいいんだな。

　……この列車のなかでも三回くらい声をかけられたし。

　対面に座るイスカも、度なしのメガネを着用。

　上着は皇庁で買ったシャツで、星せい剣けんはゴルフバッグに隠して手元に置いてある。

『イスカ兄、第四車両こつちは異常なしだよ。ジン兄ちゃんは？』

『第二車両こつちもだ。家族連れの子供が泣きっぱなしでうるさいことだけが悩なやみだが、怪あやしい連中は見当たらない。隊長ボス、先頭車は？』

『……もぐもぐ……うん。この焼き肉パンおいしい』

『弁当の味は聞いてねぇよ』

『じょ、冗じよう談だんだってば！　大だい丈じよう夫ぶだよ。運転手さんもずっと落ち着いてるし、何も異常ないってば』

『気合い入れろよ。今日で最後だ。早ければあと数時間で俺らの任務は終わる。そしたらさっさとこの国から脱だつ出しゆつだ』

　イヤホンからジンの声。

　イスカとシスベルが第三車両で、その前後の車両にジンと音々。そして先頭車両にミスミス隊長が待機している。

　……あとは燐リンもか。

　……アリスの命令で、同じ列車のどこかに乗ってるはず。

「じき到とう着ちやくですわ」

　そんなイスカの内心を知ってか知らずか、ストロベリーブロンドの髪の少女がゆっくりと顔を向けてきた。

「主要駅ターミナルの四番ゲートで、女王の遣つかいが待っているはずです。その車に乗って王宮へ戻る手筈になっていますわ」

「その遣いは信頼できる？」

「ええ」

　小さく頷うなずいて、そして躊躇ためらいがちな口ぶりで。

「シュヴァルツの従い姉と妹こですわ。ソワンという老ろう齢れいの女性です」

「……そっか」

「シュヴァルツの一家は、代々王家に仕える従者の家系。でも、こんなことは初めてです。わたくしはソワンに何と謝ればいいのか……」

　いまだ従者シユヴアルツからの連れん絡らくはない。

　女王と連絡をとった燐を経由して、彼が王宮に着いていないことも判明した。

　……ほぼ確実に妨ぼう害がいされた。

　……一番怪しいのがヴィソワーズのいるヒュドラ家、次点で仮か面めん卿きようのゾア家だっけ。

　ネビュリスの三血族。

　シスベルの護衛を務めるまで、イスカもこれほど血なまぐさい女王争そう奪だつ戦が行われているとは思わなかった。

　……きっと、王宮に戻ってからもシスベルは過か酷こくな戦いが続く。

　……でも帝てい国こく兵の僕は、それを気にしちゃいけない。

　あと数時間もすれば。

　自分イスカとシスベルは再び敵となる。魔ま女じよの姫ひめと帝国兵という関係に戻るだけなのだ。自分イスカとアリスとがそうであるように。

「確かく認にんするけど、僕らの約束は『王宮が見えたところまで』だったね」

「はい。でも、もう渡わたしておきますわ」

「？」

「約束の、報ほう酬しゆうの半分です」

　シスベルがハンドバッグから取り出した紙の包み。大きさは、イスカの両手ですっぽり隠せる程ほどだろうか。

「星せい霊れいエネルギーを遮しや断だんする『星鉄ネビユラ』のシール。自然に剝がれないかぎり効果は継けい続ぞくしますが、一週間に一度は貼はり替かえることを勧すすめます。わたくしの手持ちなので二十枚ほどしかありませんが」

「…………」

「報酬の残り半分は、こちらです。コレは王宮に着いたらお渡しします」

　それは手製のメモだった。

　シールの素材『星鉄ネビユラ』の入手法と、その加工を請うけおう業者のリスト。どちらもミスミス隊長がこれから帝国で生きていくにあたり必要となる。

「……いいの？」

「渡して困るものでもありません。残り半分も渡しても構わないくらいですわ」

　王女が、弱々しくふっと微び苦く笑しよう。

「報酬を受けとった瞬しゆん間かんに態度を豹ひよう変へんさせる。そんな人間でないことくらいわかります。あなたも、あなたの仲間も」

「……僕としては反応に困るけど」

「イスカ」

　黄金色きんを帯びた瞳ひとみが、こちらをじっと見つめてきた。

　艶つややかな唇くちびるが何かを言おうとして──




『まもなく、当列車は主要駅ターミナルに到着します』




　放送と同時に、ガタンと音を立てて列車の速度がみるみると落ちていく。

　列車が巨きよ大だいなドームの中へ。

「イスカ兄、到着だよ」

「おい隊長ボスいくぞ」

「ま、待って待って！　アタシ切きつ符ぷどこにやったっけ」

　三番車両にやってくる音々とジンとミスミス隊長。

　その三人を見てシスベルが立ち上がった。彼女の荷物であるキャリーケースと、そして星剣の入ったゴルフバッグを抱かかえてイスカもその後を追いかける。

　主要駅ターミナル一階──

　大型デパートのような内装に、高級ブランド店のテナントがずらりと並ぶ景観。多くの旅行客やビジネスマンが行きかう光景は、帝国の主要駅ターミナルと似た特とく徴ちようだ。

「イスカ、こちらですわ」

　迷子になりそうなほど広い駅をまっすぐ歩くシスベル。

「四番ゲートは向こうです。方角的にも王宮に近くて、王家の専用車を止めるスペースもありますの」

「そこに遣いが来てるんだろ」

「はい。そこで────きゃっ!?」

　シスベルが小さく悲鳴。

　後ろのイスカへ横顔を向けていたために、目の前を横切ってきた女性に気づかなかったためだ。

「ご、ごめんなさい。よそ見を……………………え……」

　シスベルが正面に向き直る。

　そこに立っていた長身の女性を見上げ、そして凍こおりついたように動きを止めた。

「あらあら」

「………………っ、……な、……な……」

「よそ見は禁物よシスベル。ああほら、ぶつかった衝しよう撃げきに変装用のメガネがずれてしまったみたいね。はい」

　シスベルのメガネを元に戻してやる女性。

　その姿に、後ろにいた音々やミスミスが無意識のように溜ため息いきをついていた。

「わっ。ほら音々ちゃん、すごい綺き麗れいな人！」

「すごーい。あの人、隊長より胸が大きい。あ、でも身長比なら負けてないかな」

「音々ちゃんそれ余計だよ!?」

　絶世の美女。

　シスベルの前に立っている若き女性は、同性の音々やミスミスが息を吞のむほどの美び貌ぼうを湛たたえていた。

「イリーティアと申します」

　にこやかに女性が微笑ほほえんだ。

　大きく波打つ髪は、世にも美しい金を帯びた翡翠色エメラルド。

　目鼻立ちの整った相貌は美しく、見つめられるだけで意識が吸いこまれるようだ。

　イスカのよく知るアリスよりも高い長身で、今にも胸のあたりの布が千切れてしまいそうなほど豊かな双そう丘きゆうが服を内側から押し上げている。

「…………お、お姉さま……!?」

「お帰りなさいシスベル。心配したのよ？」

　イリーティアと名乗る彼女が、小こ柄がらな第三王女の頭を親しげに撫なでてやる。

　呆ぼう然ぜんとしたように口を半開きにしていたシスベルだが、はっと我に返るや、逃にげるように後方へと走りだした。

　ざわめく通行人から背を向けて。

「シスベル!?」

「こちらです。早く！」

　シスベルが飛びこんだのは列車の第三車両。イスカたちが乗っていた車両だ。

　他の乗客は降りきって無人。

　その車両まで息を切らせて走っていった後に、シスベルがようやく振ふり返った。

「おいどういうことだ。『おねえさま』だと」

「え……あ、あの超ちよう美人さんがお姉さん？　ってことは出で迎むかえにきたの？」

「ま、まってまって。どういうこと！」

　イスカに次いで第三車両に入ってくるジンと音々、そしてミスミス隊長。

　それからゆっくりと──

「ああそうね。駅のなかは人目もあるし。内ない緒しよ話ばなしをするには車両こつちの方がいいかしら。とてもいい判断よ、シスベル」

　翡翠色エメラルドの髪かみをなびかせて入ってくる長身の美女。

　そんな彼女が、いまだ愕がく然ぜんとした面おも持もちのシスベルをまっすぐ見つめて。

「従者シユヴアルツがいなくなったと聞いたわ。大変だったわねシスベル」

「っ！」

　シスベルの肩かたが震ふるえる。

　堰せきを切ったように、第三王女が叫さけんだのはその直後だった。

「どういうことですかイリーティアお姉さま！」

　喜びの声ではない。

　見知らぬヒトを見た番犬が大声で吠ほえさけぶ。そんな勢いだ。

「わたくしは、この主要駅ターミナルに来るのは女王の遣つかいと聞いていました。なのになぜ！」

「なぜって」

　妹を見つめる姉の微笑みは崩くずれない。

「可愛かわいい妹のことを心配するのは、姉として当然のことでしょう？」

「……本当にそれだけですか？」

「そしてもう一つ。従者のいない妹をここまで守ってくれた護衛の皆みなさま。私からもぜひお礼をしたいと思ったの」

　麗うるわしきまなざしがイスカへ。

　そして狙撃手ジン、機工師ネネ、隊長ミスミスへと順に注がれていく。

「彼女シスベルの姉のイリーティアと申します。皆さま、遠い他国からようこそ我が国へ」

「……アンタも王家の遣いか？」

「シスベルと同じ身分ですわ」

　にっこりとジンに微笑むイリーティア。

　絶ぜつ妙みような機転トリツクだ。

　おそらく彼女イリーテイアは、ジンの一言だけで「妹シスベルが王女という身分を明かしてない」ことを瞬しゆん時じに理解した。それを前提に、妹シスベルが何と自じ称しようしていても問題ない返事を一呼吸も詰つまらずに返してみせた。

　あまりに自然かつ流りゆう麗れいに。

　わずかでも口ごもっていれば、ジンはその違い和わ感かんを見み逃のがさなかったはずなのだ。そんな彼女イリーテイアの正体をイスカだけは理解した。

　……シスベルの実じつ姉し。ってことは彼女もネビュリスの王女？

　……三姉妹しまいだったのか！

　シスベルが妹なのは会話からわかる。

　つまりアリスと彼女イリーテイアのどちらかが長女、どちらかが次女。

　……たぶん彼女イリーテイアが年上だ。

　……見た目も性格も、圧あつ倒とう的に大人びてる。

　イスカの目から見ても、アリスという王女は可愛らしく美しい。凜りんとした佇たたずまいからも気品を感じる。

　だがこのイリーティアは、姿も性格もさらに成熟している。

　匂におい立つような大人の美貌。

　シスベルと張りあうような幼さを残すアリスに対し──

　このイリーティアは、シスベルの挑ちよう発はつもけんか腰ごしの態度もすべて受けとめて包みこむ。高貴な余よ裕ゆうがうかがえる。

「……イリーティアお姉さま、わたくしは急いでいますの」

　そんな姉を睨にらみつける妹。

　戸と惑まどいと焦あせりによるものか、その口調はいつになく早い。

「女王陛下の遣いと合流し、一刻も早く王宮に向かわねばなりません」

「あらあら、そうだったわね」

　頰ほおに手をあてて、姉が楽しそうに声を弾はずませた。

「じき、この列車も車庫に入ってしまうし。車しや掌しようがやって来る前に話を済ませてしまいましょう」

「……まだ話があるのですか？」

「もちろんよ。こちらの皆さまにお話が、と言ったでしょう」

　警けい戒かいを崩さないシスベルにそう告げて。

　翡翠色エメラルドの髪の王女が、あらためて視線をこちらに。

「さて。王宮でも報告は受けております。皆さま四名は独立国家アルサミラの傭よう兵へいとお聞きしました。シスベルが雇やとったと」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。

　部隊を代表し、頷うなずいたのはジンだった。

「そうだ。そこで依い頼らいを受けた」

「あらあら、ということは私の勘かん違ちがいでしたでしょうか」

「？」

「皆さまてっきり帝国軍かと。一年前にこの子を逃のがした使徒聖イスカ、それとその部隊と思っていましたわ」

「っ!?」

　動どう揺ようを出すな──

　事前にそう言われていても無理だっただろう。音々とミスミス隊長が息を吞み、ジンが目を細め、そしてイスカも震えを抑おさえられなかった。

　聞き間違えと思いたい。

　いま確かに、彼女イリーテイアの口から「使徒聖イスカ」という名が告げられた。

「お……お姉さまっ……？」

　よろめくシスベル。

　血の気を失って、その唇くちびるは真っ青だ。

「な、なにを仰おつしやるのです……この者たちは…………」

「実は私、帝てい国こく軍と仲のいい時期があったのですわ。誰だれにも内ない緒しよで」

　豊満な胸を強調するように腕うで組ぐみして。

　ネビュリスの純血種がクスッと笑んだ。

「もちろん身も心も『皇おう庁ちよう側』です。わかりやすくいうと帝国に裏切ったフリをしていた二重スパイです」

「お前が……？」

「ただ、それも帝国司令部にバレてしまいました。とっくに帝国軍とは袂たもとを分かちましたが、その経験から帝国軍に関する情報は持ち合わせていますし、帝国へ一方的に通告するパイプも健在ですの」

　とぼけたフリはやめなさい？

　言外に、この魔ま女じよはそう言ってみせたのだ。お前たちの正体は知っているぞと。

「シスベル、これが女王に知られたら大変ねぇ？」

「なっ!?」

「あなたが帝国軍このものたちと行動を共にしているのは、この主要駅ターミナル内で何百人が目もく撃げきしているわ。もう仮か面めん卿きようの目撃情報なんていらない。この駅の目撃情報だけで、ルゥ家の評判も何もかも地に落ちてしまうわよ？」

「…………」

　シスベルは答えない。

　唇が青ざめて、華きや奢しやな肩がぷるぷると小刻みに震えだしている。

「皆さまに一つ『お願い』があります」

　第九〇七部隊へ、言葉を続けるイリーティア。

「難しいお願いではありませんし、妹のお願いを聞いて下さった皆さまならきっと聞きいれて下さるはず。ただ、もしもそうでない場合には──」

「俺らのことを帝国司令部に漏もらす、か」

「ご想像にお任せしますわ。でもそうなると困りますわね？　帝国部隊が魔女の護衛を務めるなんて。司令部が知ったら大おお騒さわぎです」

　ジンの呟つぶやきに、イリーティアが片目をつむってウィンク。

　声を弾ませて。

　交こう渉しようではなく、あたかも遊戯ゲームの駆かけ引ひきを楽しんでいるかのような振る舞まいだ。

　……帝国軍の二重スパイだって？

　……まずありえない。僕らにそう告白する時点で噓ダウトの可能性が高いはずなんだ。

　イリーティアは女王の娘むすめだ。

　第一王女が帝国軍に通じていたとすれば、それを逆手にとってシスベルが女王に告げるだけで彼女イリーテイアの立場は失われる。

　……だけど、初対面の僕のことを一目で看破した。

　……この王女が帝国軍と何かのパイプを持っていることも間違いない。

　ゆえに逆らえない。

　彼女の機き嫌げんを損そこねた瞬間、第九〇七部隊の行いが帝国司令部に伝わってしまうことだろう。そうなれば自分イスカたちは帰る場所がなくなってしまう。

「さてシスベル、ごめんなさいね？」

　言葉を失った妹に優やさしく告げる。

　その華奢な肩に手をのせて、ネビュリスの第一王女は穏おだやかに続けた。

「帝国部隊このものたちは私に逆らえない。あなたの護衛はもう私の所有物ものよ」

　シスベルが縋すがる思いで交渉した帝国部隊が、今、イリーティアという姉によって一瞬にして掌しよう握あくされた。

　──魔女。

　これほど恐おそろしい機転を思いつく者がいたのか。

　だが何よりもイスカにとっての衝しよう撃げきは、彼女イリーテイアが『アリスの姉』という事実にある。

　……似ても似つかないじゃないか。

　……この長女は、アリスやシスベルとまったく別種だ。

　自身の感情をさらけ出してでも情で訴うつたえかけてきたアリスとシスベル。

　だがこの長女はむしろ──

　八大使徒。

　あらゆる圧力で他者の心を折る、あの帝国最高権力者たちを想起せずにはいられない。

「……お姉さま」

　振ふり絞しぼるように、シスベルが声を滲にじませた。

「……もしわたくしが、今のお姉さまの発言を女王に伝えたらどうなるか」

「というと？」

「確かにわたくしは王女の遣いらしからぬことをしました。ですがそれは信念あってのこと！　一方でお姉さまはどうなのです！　帝国に通つう謀ぼうしていた？　それこそ許されぬ咎とがではないのですか！」

　互たがいの喉のど元もとに剣けんの切っ先を突つきつけている。

　どちらかが秘密を暴ばく露ろすれば、もう片方もすぐさま相手の秘密を暴あばくだろう。

「ふふ。そんな怖こわい顔をしないでシスベル。私、これでもあなたを想おもって来たのよ。王宮に帝国部隊を招くのは、さすがに許されないことだから。姉としてそれを止めるのは当然でしょう？」

　あっけらかんとシスベルの肩かたを叩たたく、長女。

「これはあなたのための提案なの」

「……ど、どういうことですか!?」

「では皆みなさま、私の『お願い』をお伝えしますわ」

　聞きいれるしかない。

　帝国部隊と見み透すかされている以上、ここで抵てい抗こうすれば星せい霊れい部隊に囲まれるだけ。逃れることができても、帝国司令部にこの護衛の件が伝わって故郷を失う。

　……どんな命令でも逆らえない。

　……僕らを帝国部隊と知って、何をさせる気だ。

　皇庁への寝ね返がえり？

　それともこのまま拘こう束そくか？

「楽しい一時の始まりですわ」

　息さえ許されぬ緊きん迫ぱく感かんのなか、ネビュリス皇庁の王女はあくまでにこやかに。

「皆さま、ルゥ家の別べつ荘そうでバカンスを楽しんでくださいませ」

「──？」

　何を言っている？

　音々とミスミスがきょとんと目を瞬またたき。

　そしてジンが無言で眉まゆ根ねを寄せるのを前に、イリーティアはさらに続けた。

「可愛かわいい妹をここまで護衛してくれたお礼をしたいのです。皆さまを私の屋や敷しきにご招待したいのです。拘束や尋じん問もんなど一いつ切さいありません」

「…………は、はい？」

　恐る恐る口を開いたのはミスミス隊長だ。

「あ、あのぉ……そ、それって……」

「そうねぇ。十日間ほど別荘でのリゾート生活を満まん喫きつしていただこうかしら。その期間が終われば皆さまを帝国にお返しいたします」

「────いい加減にしてくださいお姉さまっ！」

　張りつめた第三王女の声が、車両にこだました。

「お姉さまが何を考えているのか理解できません。この者たちが帝国部隊と知って、それをルゥ家の別荘に!?」

「ええ。大事な妹をここまで守ってくれた方々に、相応のもてなしをしないとね」

「ならば王宮ですべきです」

「女王の間が爆ばく破はされたような場所で歓かん迎げいできるとでも？」

「……うっ!?」

「暴力政変クーデターがいつ起きるかわからない現状、そこに来客を招くのは危険極きわまりない行こう為い。それに帝国部隊を王宮に招くなんて、国家機密上の問題があるでしょう？」

「…………」

　シスベルが言葉を失った。

　理り屈くつとして分があるのはイリーティア。帝てい国こく部隊を王宮に近づけるわけにはいかないという論理は、王女ならば受けいれざるを得ない。

「……それは、お姉さまの言うとおりです」

「わかってくれて嬉うれしいわシスベル。あなたは昔から聡そう明めいね」

「ですが！　だとしたら帝国部隊かれらを今すぐ国外に追放するのが最善手ではないですか!?　敵兵と知りながらルゥ家の別荘に招く理由は！」

「筋が通らない？」

「そうです！」

「ふふ、シスベルってば面おも白しろいことを言うのね」

　おかしげに唇に手をあてる姉。

「帝国部隊を護衛に雇やとうなんて前代未み聞もんなマネをした時点で、そもそも筋が通らないのはあなたの方なのよ？」

「……そ、それは！」

「安心なさいシスベル、私はあなたの味方よ」

　奥歯を嚙かみしめる妹へと語りかける。

「あなたなりに考えがあってのことでしょう？　でも私としても、帝国部隊が我が国のなかを歩いてまわることを見過ごすことはできないわ。国家防衛上ね」

「…………」

「だからルゥ家の別荘に招くのよ。あそこなら王宮からも離はなれてる。『帝国部隊を王宮に近づけさせず隔離した』っていう大義名分が成立するの。あとは私から別荘で聴ちよう取しゆをさせてもらうわ。それが十日間ってことよ」

　美び貌ぼうの魔女がふり返る。

　イスカ、ジン、音々、ミスミス隊長。それぞれの顔を見回して。

「帝国兵であっても、大事な妹を護衛して下さった事実は事実。簡単な聞き取りをさせて頂いて、釈しやく放ほうに問題がないとわかれば帝国へお返しいたします」

「別荘という名の監かん獄ごくで、バカンスという名の監視か？」

「いえいえ。私、もう国内最高のシェフたちを別荘に呼び寄せておりますわ」

　ジンの皮肉にも涼しげに応じてみせる。

「ああそうだシスベル、あなたもいらっしゃいな」

「……え？」

「私がこの方々に手て荒あらなことをしないか気になっているのでしょう？　なら一いつ緒しよにおいでなさい」

「で、ですがわたくしは……王宮に……」

「だーめ。ほら捕つかまえた」

　イリーティアがさっと両手を広げた。

　シスベルが抵抗する間もなくあっという間に抱だき寄せる。小こ柄がらなシスベルの顔が豊かな胸の谷間に埋うまってしまうのも構わずに。

「……お、お姉さま!?　何を……！」

「シスベル、あなたには静養が必要よ。王宮に戻もどればあなたはきっと疲ひ弊へいして倒たおれてしまうわ。別荘で静養してから王宮へ戻ればいいの」

「…………で、でも……」

「あなたを襲おそったヴィソワーズは拘こう留りゆう。ゾア家とヒュドラ家はどちらも謹きん慎しん処分。だから女王陛下は安全よ。何よりアリスがいるもの」

「…………」

　妹を優しげに胸に抱いだく。

　だがそれに、まるで獲え物ものを締しめつける蛇へびを一いつ瞬しゆんでも思い浮うかべてしまったのは、イスカの勝手な印象だろうか。

「みんなでルゥ家の別荘へ行くの。久しぶりの姉妹しまい水入らず、楽しみね？」
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　イスカたちの乗った第三車両の、後ろ。

　すべての乗客たちが去った第四車両。無人のはずの座席の陰かげで。

「……イリーティア様!?」

　気配を殺し、燐は扉とびらの向こうの会話に聞き入っていた。

　右手には通信機もあるが今は使えない。会話がイリーティアに聞かれる可能性があるからだ。

「どういうことだ、ルゥ家の別荘に？」

　帝国兵を王宮に近づけるわけにはいかないという理屈。

　それは燐も同感だし、イスカたちが王宮に踏ふみこむ前に止めようと思っていた。だが、その代案として別荘に招く？

　それはやり過ぎだ。

　……ルゥ家の懐ふところに帝国軍を潜もぐりこませるのと同義。

　……アリス様でさえ、イスカを捕ほ虜りよにした時はホテルの一室だったというのに！

　別荘にはルゥ家に関わる機密がいくつもある。

　むざむざ帝国軍に漏ろう洩えいさせると言っているようなものではないか。

「イリーティア様、やはりあなたの行動は疑わしい……！」

　もともと第一王女には容疑がある。

　シスベルが独立国家アルサミラに向かった時に、その行き先をゾア家に漏もらしたのではという裏切りの容疑だ。




〝仮か面めん卿きようっ!?　な、なぜこの地に……〟

〝ただの休きゆう暇かだよ。国の喧けん噪そうを忘れ、観光地リゾートを訪おとずれる。何もおかしいことはない〟




　あれは女王からの私的な依い頼らいだ。

　知っているのは女王から直々に伝えられた数名だけ。そして燐やアリスを含ふくむ側近たちは、女王の目の届くところにいた。

　そうでなかったのは第一王女イリーテイアただ一人。

　……ゾア家と、そして帝国にシスベル様の居場所を漏らした裏切り者。

　……それが誰だれかもシスベル様の星せい霊れい術じゆつで明らかになる。

　つまり妨ぼう害がいなのだ。

　帝国部隊イスカたちを別荘に呼び寄せて聴取するというのは、表向き。

「真の狙ねらいはやはりシスベル様！　シスベル様を別荘に幽ゆう閉へいさせることで王宮に到とう着ちやくさせないための口実か？」

　六番ゲート。

　イリーティアに連れられたシスベルと帝国部隊イスカたちが向かう姿を追いかけて、燐は奥歯を嚙みしめた。




　　　　２




　ネビュリス王宮「女王の間」──

　夕焼けのさす広間で、アリスは従者リンの報告に聞き入っていた。女王とともに妹の到着を待ち構えていた、その矢先のことだ。

「シスベルが……ルゥ家の別荘に連れて行かれたですって？」

『はい。僭せん越えつながら、シスベル様が王宮に戻られるのを妨害する意図がある。そのように感じられました』

「…………」

　ルゥ家の別べつ荘そうは中央州の外れにある。

　王宮での一大事に駆かけつけられるよう車で二時間以内の距きよ離りにあるが、奥まった地区であることは間ま違ちがいない。

　……シスベルを遠ざけるには十分だわ。

　……いざとなればイリーティアお姉さまがすぐに王宮に戻れる距離でもあるし。

　遠からず近からず絶ぜつ妙みようの距離にある。

　だがまさか、別荘を幽閉場所にするなんて。

「お母さま、どうしましょう……」

「アリス、通信機を」

　通信機を女王へ。

「燐、あなたはイリーティアには見つかってないのですね？」

『はっ。そのように致いたしました』

「さすがです。では、あなたは一いつ旦たん王宮に戻ってきてください。私がイリーティアに遣つかいを送ります。今すぐ王宮へ戻りなさいと」

『はい。ですが女王陛下、イリーティア様が遣いの言うことを聞くでしょうか……』

　イリーティアは第一王女。

　女王の部下程度では、帰き還かんの命令など鼻で笑われる可能性がある。

「アリスを遣わせます。第二王女ですから無視はできないでしょう」

『…………承知しました』

「アリス、聞いてのとおりです。イリーティアを頼たのみます」

　通信機が女王から返される。

「別荘にいるのはイリーティアとシスベル、そして雇いの護衛四人のはずです。護衛たちは事情を知らない他国の傭よう兵へいですから丁てい重ちように扱あつかうこと」

「……あ」

「？　なにか？」

「い、いえ何でもありません！」

　慌あわてて首を横に振ふったが、大事なことを失念していた。

　そうだ、イリーティアにばかり気をとられていたが帝国部隊もいる。

　……イスカがいるじゃない!?

　……待ってルゥ家の別荘って、わたしの部屋もあるのよ!?

　アリスの部屋には当然、アリスの服や下着も置いてある。

　何も知らないイスカが「この部屋を自由に使いなさい」と招かれたら、まるで疑わずに部屋のクローゼットも開けてしまうだろう。

　丸見えだ。

　アリスの部屋が彼イスカに余すところなく見られてしまう。その中には興味本位で手に入れたちょっと過激な下着も隠かくしてあるのに。

「一大事ですわお母様！　これはゆゆしき事態です。わたし絶対にイリーティアお姉さまを止めてきます！」

「そうですアリス。イリーティアはやはり様子がおかしい」

「……わたしの下着」

「はい？」

「いえ、何でもありませんお母様」

　知らんぷり。

　下着のことは副次的だとしても、アリスにとっても姉イリーティアの行動は不可解だ。別荘ならば二人きりで話す機会もできる。

　王宮を離れるのは気が進まないが、こればかりは自分の役目だろう。

「ではお母様、わたしはこれで──」

「アリス」

「はい、お母様なにか」

「来年の今ごろ、あなたはこの広間の主あるじになっているでしょう」

「……お母さまっ!?」

　衝しよう撃げきのあまり膝ひざから崩くずれかけた。聞き返す必要さえない。それほどまでに女王の言わんとしていることは明らかだ。

　この『女王の間』の主ということは。

　……わたしが女王に？

　……でも早すぎる!?　まだわたし十七で、今年ようやく十八なのに。

　女王の第一条件は「強さ」。

　帝てい国こくとの戦争に勝利するため、女王には若さと強さが求められる。王家にはその適性を満たした候補者が何人もいる。

　……まだ女王聖別儀礼コンクラーヴエが始まってすらいないのよ。

　……ゾア家もヒュドラ家も、女王聖別儀礼コンクラーヴエに参戦する代表者がいるはずなのに。

　むろんアリスも女王に就つく気でいる。帝国を倒し、星霊使いが差別されない世界を創つくるというのが悲願だからだ。

　けれど女王の言葉はあまりに時じ期き尚しよう早そうではないか？

「……お母さま。いえ、女王陛下……」

「そのつもりでいなさいということです。いまは心に留めておくだけでいい」

　淡たん々たんと言葉を続けるネビュリス８世。

「イリーティアを任せました。やり方は任せますが、うまく王宮に連れ戻もどして下さい」

「……はい」

　一礼し、アリスは女王の間を後にした。








Intermission　『特務・最終段階』









　単一要よう塞さい領域「天てん帝てい国」──

　通つう称しよう「帝国」と呼ばれるこの軍事国家は、天帝ユンメルンゲンの名のもとに帝国議会によって統とう率そつされている。

　地下五千メートル。

　軍事セクター中央基地にある昇降機エレベーターを経由することでのみ到とう達たつできる議会場に、議員ならざる者の声が響ひびきわたった。

『ネビュリスの三血統。ルゥ、ゾア、ヒュドラ。この百年、女王聖別儀礼コンクラーヴエによって代々の女王を輩はい出しゆつしてきた……か』

　照明に照らされる、一人の男。

『いわゆる純血種。始祖ネビュリスの血を引く魔ま女じよと魔人たち』

　足音はない。

　帝国がほこる刺し客かく部隊・機構Ⅵ師の出身であるこの男は、銃じゆうを用いぬ格闘技術サイレントキリングの達人として知られている。

　使徒聖第八席『神の見えざる手』ネームレス。

　頭から足先までを鈍にび色いろのコートスーツで覆おおった男が、円えん卓たくの端はしで止まる。

『外見こそ王族を気取っていようが、水面下では女王の座を争う骨肉の争いか。しょせん、バケモノはバケモノだな。味気ない』

「そう？　大物ならバケモノだって大だい歓かん迎げいだよ、あたしは」

　円卓の手前──

　床ゆかに直接あぐらをかいて座るのは、野性味ある女兵士だった。

　小こ柄がらながらもタンクトップから覗のぞく二の腕うでは鋼はがねのように引き締しまり、乱雑な長ちよう髪はつと日焼けした肌はだ、口元に見え隠れする犬歯は異様に長い。

「お前と組むの久々だねぇ、ネームレスちゃん」

『……まだ生きていたか、冥メイ』

「あはは、あたしが？　死んでたって蘇よみがえってくるさ。こんな楽しい『魔女狩がり』なんて、帝国有史以来初めてだろ」

　大きな袋ふくろからビスケットを頰ほお張ばる、その女。

　使徒聖第三席『降りそそぐ嵐あらし』の冥メイ。

　機構Ⅴ師──無主地と呼ばれる未開かい拓たく領域に配属される帝国兵のなかで頭角を現し、使徒聖に上りつめた女だ。

「……はぁ」

「おやぁ？　璃リ洒シヤちゃんそんな大きな溜ため息いきついちゃって。あたしと一いつ緒しよに皇おう庁ちように行くのがそんなに嬉うれしい？」

「いえいえ。なーんか最近、外国出張多いなぁって思って。帝都に引きこもりたいウチとしては憂ゆう鬱うつですねぇ」

　円卓に俯うつぶせになりながら、璃洒は大きく息を吐はきだした。

　璃洒・イン・エンパイア。

　怜れい悧りな面おも立だちに、知的な黒くろ縁ぶち眼鏡がよく似合う長身女性だ。ミスミスと同じ二十二歳だが、こちらは帝国史上でも稀まれな速さで使徒聖に上りつめた才女である。

「っていうか」

　机に突つっ伏ぷしながら、璃洒が見つめるのは二つ離はなれた席だった。

「第一席さんが天帝閣下のもとを離れるんだし、参さん謀ぼうのウチは帝都に残るべきだと思うんですけどねぇ」

「あはは、璃洒ちゃんってば恨うらみがましいねぇ。しょーがないじゃん、天帝閣下が許可したんだから」

　璃洒、そして冥の視線がそそぐ先。

　そこには細身の長ちよう剣けんを提さげた男が座っていた。甲かつ冑ちゆうとコートとが一体化した専用の戦せん闘とう衣を着こなした紅くれないの髪かみの大剣使い。

　使徒聖第一席『瞬またたき』の騎き士しヨハイム──

　本来ならば天主府に駐ちゆう在ざいし、片時も天帝のもとを離れてはいけないはずの男だ。

「ヨハイムちゃんも、前の集会以来じゃん？」

「…………」

「あーあ、相変わらず寡か黙もくちゃんだねぇ。こんな奴やつの代わりに、いつになったら天帝閣下はあたしを一番上に引き上げてくれるのかなぁ。ねえ璃洒ちゃん？」

「それは閣下次し第だいですねぇ」

「つまんない答え」

　食べ終えたビスケットの袋を放ほうり投げる、冥。

　帝国議会場では飲食禁止。そんな当たり前の不文律を平然と破ってしまうのは、この女兵士だけだろう。

「なら、たとえば魔女の首しゆ魁かいをあたしが狩ればどう？」

「ネビュリス女王ですか？　それなら……うーん。天帝閣下もさすがに動くんじゃないですかねぇ。っていうか動かざるをえないっていうか」

「ふんふん？　なら──」

「不要だ」

　使徒聖第三席の声を遮さえぎる、呟つぶやき。

　鋼と鋼を摺すり合わせた金属音のごとき重圧感でもって、その男は口を開いた。

「ん？　ヨハイムちゃん？」

「女王は俺が狩る」

　目を瞑つぶったままの剣士。

「そうだったな八大使徒よ」




『──血気盛さかんでなによりだ諸君』

『特務「女王捕ほ獲かく計画」、本日をもって最終段階へと移行しよう』




　ブンッ、とうなる排はい気き音。

　議会場の壁かべに設置されたモニターに、八人のおぼろげな輪りん郭かくが映しだされた。

　──八大使徒。

　帝国議会を統とう括かつする八人。帝国の最高権力者たちになる。

『遡さかのぼること六日前』

『ネビュリス王宮において女王暗殺を狙ねらった暴力政変クーデターが起きたことは、諸君らも知ってのとおり。皇庁はいまも動乱の最さ中なかにある』

『我が帝国は、その混乱に乗じることとする』

　皇庁国内では、ネビュリスの血統による女王暗殺計画。

　皇庁国外から、帝国軍精せい鋭えいによる女王捕獲計画。

　どちらが成功してもいい。

　どちらかが成功した瞬しゆん間かんに、帝国とネビュリス皇庁の戦力均衡パワーバランスは崩ほう壊かいするだろう。

『冥、準備はどうかね』

「いつでもどうぞ」

　指についたビスケットの粉を舐なめながら、冥。

「皇庁近きん隣りんの中立都市に、あたしとネームレスちゃんが選んだ刺客部隊を潜もぐりこませてるんで。あとは国境を越こえるだけ。そっちは璃洒ちゃんだっけ？」

「ウチも下した拵ごしらえは終わってます」

　頰ほお杖づえをつく璃洒。

「星霊エネルギーを照射して、帝国兵に人工の星せい紋もんをくっつけるテストは終しゆう了りよう。いつでも国境検問所チエツクポイントを越えられますよ」

『すばらしい』

『手はずどおりね諸君』

　鳴りひびく拍はく手しゆ。

　映画のワンシーンから切り抜ぬいただけのような、味気ない拍手が送られる。

『国境を越えてからのルートは提示どおりだ』

『八パターンにわかれて中央州を目指してもらう。そして中央州に到達したグループから王宮の前で待機すること』

　ネビュリス王宮──

　始祖の末まつ裔えいが棲すまう『星の要塞』は、過去に帝国兵が一人として侵しん入にゆうに成功したことのない未知の城である。

　ただし王宮の構造は、既すでに帝国軍の手中にある。

『ネビュリス王宮は四つの塔とうにわかれている』

『星の塔、月の塔、太陽の塔。そして一いつ般ぱんに「女王宮」と呼ばれる本城だ』

『そして諸君らが狙うのは、太陽の塔以外のすべて』

「──あはっ」

　使徒聖第三席の冥が、こらえきれずに噴ふきだした。

「何度聞いてもおかしいねぇ。ヒュドラだっけ？　そんなわかりやすい侵しん攻こう、帝国側あたしらへの裏切り者が誰だれだか教えてるも同然じゃん？」

　裏切り者はヒュドラ家。

　女王暗殺をもくろんだ暴力政変クーデターの首しゆ謀ぼう者しやであり、帝国に女王捕獲計画を提案した当事者であるという。

　この場にいる使徒聖が、つい今朝方に知らされた機密情報だ。

「女王を捕獲する。王宮を燃やす。だけどヒュドラのいる太陽の塔だけは無傷で残す。それじゃあバレバレだと思うけどね？」

『それは我々の関かん与よするところではない』

『諸君らの任務は単純だ。帝国軍最強の戦力でもってネビュリス王宮へと侵攻し、女王とそれに連なる純血種を捕獲すること』

「……簡単に言ってくれますけどねぇ」

　円卓に用意された「魔女名簿ウイツチリスト」をぺらりとめくって、璃洒は苦笑い。

　これもヒュドラ家が送りつけてきた名めい簿ぼだという。

「Ａ級首が女王ネビュリス８世で、Ｂ級首がゾア家当主グロウリィ。Ｃ級首がゾア家キッシング。氷ひよう禍かの魔ま女じよアリスリーゼなどなど……」

　難易度をつけるなら「困難」を通りこして「無理無む謀ぼう」だ。

　そもそも過去百年の戦争で、帝てい国こく軍は純血種を一度たりとも捕とらえたことがない。それを最低二体は捕らえるというのが八大使徒の要求である。

『なに、大したことではないさ』

『皇庁を殲せん滅めつするのが目的ではない。魔女と魔人を二体ほど狩ってくればそれでいい』

「……超ちよう大物ばっかりですけどねぇ」

　ちらりと、床ゆかに座る同どう僚りようを見つめる璃洒。

「ちなみに冥さんの予定は？」

「あたしは何でも。てきとーに襲おそっててきとーに狩るし」

　魔女名簿ウイツチリストを見て、第三席は鼻で笑ってみせた。

「あは。氷禍の魔女だって。ネームレスちゃん、こいつお前が仕留め損そこねた奴でしょ？　それともアンタが仕留め損ねられた側だっけ？」

『さあな』

　円えん卓たくの端はしにいる男が、気け怠だるそうに空返事。

『狙いを定めたところで都合よく出くわすわけがない。見つけた首から狩っていく』

「ならアタシと同じじゃん」

『そうだな』

「気が合うねぇ。今夜一緒にメシ行く？」

『お断りだ』

　吐き捨てるようにそう答え、ネームレスが踵きびすを返した。

　八大使徒のモニターに背を向ける。

『行くかねネームレス』

『帝国がほこる格闘技術サイレントキリングの頂点。それに恥はじぬ活かつ躍やくを期待しよう』

　ネームレスは応こたえない。

　そして冥が、璃洒が、一人一人が順に立ち上がって別の昇しよう降こう機から去って行く。

　残されたのは紅の髪の剣士。

『ヨハイム。君の標的は女王一体だ』

『ほかは全すべて無視していい。女王の間に、必ずや女王はいるだろう。ただ一つの懸け念ねんがあるとすれば氷禍の魔女が同席していることだが──』

「いない」

　使徒聖第一席が目を開けた。

　細身の長剣を背に担かつぎなおし、『瞬』の騎士ヨハイムが立ち上がる。

「氷禍の魔女は、今、王宮にいない」








Chapter.3　『三姉妹アリスがまん戦争できない』
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　ネビュリス皇おう庁ちよう、中央州──

　のどかな田園と森林。はるか地平線に連なる大雪せつ渓けいを望む、都市郊こう外がい。

　……もう三時間になる。

　……主要駅ターミナルから車に乗せられて、走りっぱなしだ。

　メタリックカラーの高級車に乗っているのは、イスカたち帝国部隊の四人とシスベル。その前を走る車には第一王女イリーティアが乗っている。

　窓の外では、空がゆるやかに茜あかね色いろに染まっていく。

　じきに夜になる。

　このまま輸送されることが本当に正しい選せん択たくなのか。イスカはもちろん隣となりに座っているジンや音ネ々ネ、ミスミス隊長もそう案じていることだろう。

「到とう着ちやくしますわ」

　無言を貫つらぬいていたシスベルが、顔を上げたのはその時だった。

　古い石いし垣がきでできた塀へいを通過して野原に停とまる車二台。車の外に出てふり返り、声を上げたのはミスミス隊長だ。

「あれ？　ここ野原じゃなくて、まさか……」

「庭ですわ」

「庭ぁ!?　だ、だって……運動場みたいに広いよ!?」

「大したものではありません」

　広大な芝しば生ふに立つシスベルが、けろりとした表情で。

「百年前、この地に私たちの祖先がやってきた時は未開の地でした。荒あれ果てていましたが、土地はいくらでもあったそうです」

「……そ、そうなんだ」

　帝国軍の隊長としては返事に困るだろう。

　かつて星せい霊れい使いを迫はく害がいして帝国領外に追い出したのは、他ほかならぬ帝国軍なのだから。

「もしかしてこの綺き麗れいなお城が」

「わたくしたちの別べつ荘そうです」

　芝生に囲まれた白の古城。

　一国の城としては小さめだが、一家が暮らす別荘と考えれば途と方ほうもない規模だろう。

「……僕の部屋の何百倍あるかな」

「あら？　それはイスカの部屋が小さいのですわ。ちょっと見てみたい気もしますが」

　シスベルが、久しぶりに口元をほころばせた。

　その先で。

「皆みなさま、長旅おつかれさまでした。ようこそルゥ・エルツ宮へ」

　翡翠色エメラルドの髪かみの王女がふり向いた。

　野の薫かおりを帯びた風になびく、鮮あざやかな色の長ちよう髪はつとワンピース。うっすらと紅くれないに染まる大空を背にして微笑ほほえむ姿は、一流の映画女優さえ霞かすむほどに麗うるわしい。

「この屋や敷しきが皆さまの家となります。心地よいバカンスを過ごして頂けるよう、何でもお申し付けくださいね」

「なら早さつ速そく一つ聞いておきたい。この屋敷はアンタが家主なのか？」

「家主は、私の母ですわ」

　ジンの問いに間かん髪はついれずに答える第一王女。

「母も王家の遣つかいですがここにはおりません。私とシスベル、それと屋敷の使用人で皆さまを歓かん迎げいいたします」

　扉とびらの前に立つイリーティア。

　呼よび鈴りんを鳴らすかと思いきや、扉が自動で開いていくことにイスカは内心で驚おどろきの声を上げていた。

　……機械式の自動扉か。

　……古城なのは見た目だけで、中身はほぼ自動化されてる？

　敷地の警備が手て薄うすかと思いきや、そうではない。

　おそらく最新の監かん視しカメラなど防衛機器セキユリテイがそこかしこに仕し掛かけてある。

「さあ皆さま、どうぞ」

　イリーティアに促うながされて城内へ。

　巨きよ大だいな二体の石像が待ち受ける広間。

　鏡のように磨みがき上げられた床にイスカが足を踏ふみ入れた、その途と端たん──シャンデリアの輝かがやく天てん井じように、朗ほがらかな男声がこだました。




『やあ帝てい国こく兵諸君、わざわざ罠わなに足を踏み入れるとは』

『覚かく悟ごしたまえ』




　──仮か面めん卿きよう!?

　ミスミスを星脈噴出泉ボルテツクスに蹴けり落とした元げん凶きようだ。独立国家アルサミラでも、この男がいなければシスベルが窮きゆう地ちに陥おちいることはなかっただろう。

　アリスの次に因いん縁ねん深い、宿敵。

「待まち伏ぶせかっ!?」

　そう察した瞬しゆん間かんにイスカは跳とび下がっていた。最さい後こう尾びのジンが後ろの扉を蹴り開けて、音々とミスミス隊長が庭を覗のぞきこむ。

　同時にイスカは広間を見わたし、仮面の男を探す。

　が。

　誰だれもいない。

　城の広間には二体の石像があるだけで無人。仮面卿もその部下たちの姿もない。

「に、庭……誰もいないよ!?」

　外の様子をうかがう音々が叫さけぶ。

　てっきり外も包囲されているかと思いきや、のどかな芝生の庭には車が二台停まっているだけ。

　……どういうことだ。

　……あの男の声は聞こえたが、襲しゆう撃げきの気配がまるでない。

　冷たい静せい寂じやくが場に満ちていく。

　そんな緊きん迫ぱくの空間で、ストロベリーブロンドの髪の魔ま女じよがはっと目をみひらいた。

「お姉さま、いまの声はお姉さまの星霊ちからですね……」

「ふふ、ちょっと刺し激げきが強すぎたかしら？」

　可お笑かしそうに噴ふきだすイリーティア。そんな彼女へ全員の目が集中した。

　どういうことだ？

「ごめんなさい帝国部隊の皆さま。今のは私の一人芝居ですわ。ついつい……私の悪い癖くせなのです」

　美び貌ぼうの魔女は、愉ゆ快かいそうにうっとりと。

「でも皆さま気になっていたでしょう？　これから『魔女』の屋敷で数日を過ごすにあたり、魔女わたしの星霊は何なのかと。だって私が強力な魔女なら、皆さまが寝ね静しずまっている間に奇き襲しゆうができてしまいますからね」

「…………」

　第九〇七部隊イスカたちは沈ちん黙もく。

　イリーティアの思考が理解できない。この魔女は自ら星霊を帝国部隊に明かしたというのか？

「あの『声』がお前の星霊術か？」

「ご明察ですわ。ただのオウムの声真ま似ねのようなもの。王家に関わる者でもっとも役に立たない星霊でしょうね」

　問いかけるジンと、素す直なおに頷うなずくイリーティア。

「隠かくし芸げいにもならない星霊術。ですので安心してお過ごしください。このバカンスの期間中、私が良からぬことを企たくらむことはできません。私の星霊術では赤子を傷つけることさえできません」

「……自じ虐ぎやくのつもりか」

「自虐？　うーん、それは考えたこともありませんわ。私、この星霊で良かったと心から思っているのですよ」

　イリーティアが、広間のチャイムを響ひびかせる。

　軽かろやかな鈴すずの音が鎮しずまるより先、奥の階段から使用人であろう少女たちが早足で下りてきた。

　全部で五人。

　いずれも燐リンと似た家政婦姿をした少女たちだ。

「ルゥ家の使用人ですわ。ご安心を」

　イスカの表情から察したシスベルが、小声で耳打ち。

「ユミリーシャ、アシェ、ノエル、システア、ナミ。みな星霊使いですが、攻こう撃げき的な星霊ではありません」

「使用人は、護衛は兼かねてないってこと？」

「アリスお姉さまの燐を思っているのであれば彼女が特別なのですわ。お付きと護衛を兼けん務むするなんて普ふ通つうはできません」

　その燐だ。

　同じ列車で中央州についてきたはずだが、それ以降、彼女の姿をイスカは見ていない。

　……隠れてるのか？

　……燐なら、この屋敷まで当然に追つい跡せきできてるだろうし。

　アリスも事態は把は握あくできているだろう。

「……まさかアリスもここに来たり。いや、さすがにそれは……」

「イスカ？」

「あ。いや何でもないよ！」

　シスベルに名を呼ばれ、イスカは慌あわてて我に返った。

　最近どうも調子がおかしい。気を緩ゆるめるつもりは一いつ切さいないのに、アリスのこととなるとつい状じよう況きようを忘れがちになるのはなぜだろう。

　……いけない、さすがにアリスのこと意識しすぎじゃないか僕は。

　……この屋敷のことを警けい戒かいするのが先だろ！

　イリーティアと五人の使用人。

　いずれも攻撃的な星霊ではないぶん、別の護衛がいるか、あるいは屋敷そのものに強力な防衛機器セキユリテイが施ほどこされているはず。

　自分たちはあくまで敵国の兵である。それを忘れてはならない。

「お客さま方、お部屋の用意ができています」

　使用人の少女が恭うやうやしく一礼。

「たとえ憎にくき帝国の兵といえど、イリーティア様の命ゆえ今だけは客人としてお招きします。どうぞこちらへ」

「…………は、はい」

　険悪この上ない。

　隙すきを見せた瞬間に懐ふところからナイフを取りだして襲おそいかかってくる、五人の少女たち全員がそんな雰ふん囲い気きだ。

「あらあら。ごめんなさいねイスカさん」

　イリーティアが声を弾はずませる。

「久しぶりの客人で、使用人たちも緊きん張ちようしているようです」

「本当に緊張のせいかな……」

「アシェ、私が客人として招いた方々ですよ。無礼はだめ。たとえば珈琲コーヒーに泥どろ水みずを混ぜるなんてもってのほか」

「やれってこと!?　遠回しにやれって言ってない!?」

「せいぜい珈琲に洗せん剤ざいを混ぜるくらいにね」

「もっと悪質だ!?」

「────ではこちらへ」

　使用人の少女四人が、それぞれイスカ、ジン、音々、ミスミス隊長の隣となりへ。

　大広間の階段を上って二階へ。

　一階のイリーティアに笑え顔がおで見送られ、イスカはルゥ家の別べつ荘そうを進んでいった。
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　ネビュリス王宮、中庭──

　みずみずしい葉を茂しげらせた木立と、さわやかに薫かおる花々が彩いろどる緑の園その。そこに、一台の王族専用車キヤデラツク・ワンが止まっている。

　防ぼう弾だんガラスと装そう甲こう板、毒ガスへの対たい抗こう策としての完全密閉型キャビン。

　あらゆる奇襲に対抗するための特注車だ。

「燐、いくわよ！」

「ちょ、ちょっと待ってくださいアリス様！　私さっき王宮に戻もどってきたばっかりですってば！」

　外出用のワンピース姿をしたアリス。

　巨大な鞄かばんを二つ担かついだ燐が、大おお慌あわてでその後を追いかけてくる。

「アリス様、こうお尋たずねするのは恐きよう縮しゆくですが、事前にイリーティア様の動向を予期することはできなかったのですか？」

「無茶よ。だってお姉さま、体調が悪いってずっと部屋に籠こもってたのよ。わたしとお母様はヴィソワーズの件でずっと相談事をしてたし」

「失礼ながら、その体調が悪いというのも……」

「今となっては怪あやしいわね」

　体調不良そのものが噓うそだった可能性が高い。

　女王とアリスの目を欺あざむいて、こっそり主要駅ターミナルでシスベルを待ち伏せとは。

「燐、もう一回念を押すけど、主要駅ターミナルにいたのはイリーティアお姉さま一人ね？」

「は、はい！」

　燐と一いつ緒しよに車に飛びこんだ。

　運転席の男もルゥ家の従者。この密閉空間なら何を喋しやべっても問題あるまい。

「……お姉さま、いったい何を考えているの」

　王族専用車キヤデラツク・ワンが動きだす。

　防弾ガラスの先の景色が流れていくのを見ながら、アリスは唇くちびるを嚙かみしめた。

「リン、別荘にはシスベルと一緒にイスカもいるのよね」

「はっ。ルゥ家の別荘に帝てい国こく軍人を招くのが不愉快というアリス様のお気持ち、この燐、しかと理解しております」

「…………そうね」

　相づちを打ちながらも、アリスの脳内に浮うかんでいるのは別荘の私室だ。

　どうしよう。

　部屋のクローゼットにはアリスの秘密の下着が収納してある。他人の目がある王宮では絶対につけられない、なにかとオトナな趣おもむきの逸いつ品ぴん。

　少女の好こう奇き心しん──

　箱はこ入いり娘むすめとして育てられた乙女アリスにも、背せ伸のびしてみたい時期があったのだ。

「……知られるわけにはいかないわ」

　こっそり拳こぶしを握にぎりしめて、アリスは固く誓ちかったのだった。




　　　　２




　ルゥ・エルツ宮、東ひがし棟とう二階──

「『射手の間』だっけ」

　高級ホテルの一部屋を思わせるリビングで、イスカは丁てい寧ねいにメイクされたベッドを慎しん重ちように点検していた。

「枕まくらにガラスの破は片へんとか撒まいてあったりして。ポットの水も毒入りじゃないといいけど、疑いだしたらキリがないな。なにせ僕らが帝国兵ってバレてるし……」

　部屋に案内されて一時間弱。

　今のところ何も見つかっていないが、油断はできない。

「ジンは平気だとしても隊長と音々は大だい丈じよう夫ぶかな。通信……あ、そうか。没ぼつ収しゆうされたんじゃないか」

　あらゆる装備が没収された。

　通信機やジンの銃じゆう、イスカの星せい剣けんも。どれも拘留バカンスの最終日に返すというのがイリーティアの話ではあるが。

「…………」

　二階の窓に映る、のどかな街並み。

　ネビュリス王宮らしきものは見えないが、地平線の先には中央州のビル群がうっすらと見てとれる。

　……脱だつ走そうしようと思えば窓から簡単に出られる。

　……僕らは、開きっぱなしの鳥かごに入れられた鳥みたいなものか。

　逃にげたところでここは敵国。

　国境を抜ぬけて帝国に帰れたとしても、自分たちが魔女シスベルの護衛をしていたことを帝国司令部に流されたら、おしまいだ。

　──逃げたければどうぞお好きに？

　第一王女イリーテイアの微び笑しようが目を瞑つぶっても浮かんでくるようだ。

　トン……

「イスカ」

　囁ささやくような声が、扉とびらの向こうから。

「無事ですか」

「シスベル？」

「ここはもともと客人用の部屋ですの。不ぶ躾しつけな真ま似ねはしないとは思いますが……」

　ストロベリーブロンドの髪かみの少女が、滑すべりこむようにさっと部屋に入ってきた。イスカがしたようにベッドや机を入念に確かめて。

「リビングにはなさそうですわね」

「……嫌いやがらせが？」

「盗とう聴ちよう器きです」

「…………」

「どうしました、そんなポカンとした反応なんてらしくない」

「……いや。その単語がシスベルの口から出るとは思わなかったよ。大丈夫、僕もさっき調べたけど出てこなかった」

　イスカも警戒していたことだ。

　この部屋で真っ先に行ったことが盗聴器と監かん視しカメラの捜そう索さく。一時間近く入念に調べて、それらしきものは見つからなかった。

　……シスベルは王族だし、この別荘だって所有物同然だから。

　……それを警けい戒かいするのは帝国軍ぼくらの側と思ってたけど。

「仕し掛かけるとすればイリーティアお姉さまですわ。わたくしも警戒する側ですわ」

　ソファーに座る王女。

　イスカとしては、その発言が出ること自体がやはり驚おどろきだ。

「彼女は、君のお姉さんなのに？」

「そうですわ。でも現時点で、わたくしの行き先を仮か面めん卿きように漏もらした最有力容疑者です。次に怪しいのはアリスお姉さま。……疑わしさの程度はイリーティアお姉さまが七から八、アリスお姉さまが三から四と思っています」

「護衛の立場で聞くけど、僕らがもっとも警戒することは？」

「その盗聴器ですわ。あとは監視カメラ。幸いここには無いようですが」

　天てん井じようをくまなく見上げるシスベル。どこかに小さな穴でもあれば、壁かべの裏側にカメラが仕込んである可能性はある。

「ルゥ家の王女が帝国軍と通つう謀ぼうしている証しよう拠こ作り。要するにわたくしが皇おう庁ちようの秘密をあなたに漏らした瞬しゆん間かんを捕とらえたい。あるいはその逆」

「僕が、君に帝国側の秘密を漏らした瞬間を撮さつ影えいしたい、と？」

「それは絶対に危き惧ぐしておくべきです。イリーティアお姉さまがルゥ家の裏切り者だった時のことを考えて」

　何か理由があるはずなのだ。

　ネビュリスの第一王女みずからが、恐きよう喝かつじみた脅おどしでもって妹シスベルと帝国部隊イスカたちをこの屋や敷しきに連れてきた思おも惑わくが。

「あと帝国人の僕がこれを聞いていいかわからないけど、彼女イリーテイアの星せい霊れいは……声を再現する録音機みたいなもの？」

「録音機ではなく声真似ですわ」

　あっさりと姉の星霊を喋ってしまう、妹。

「自分で披ひ露ろうしたのですから問題ないでしょう。お姉さまの星霊は『声』を創つくりだすのです。過去に聞いた者の声こわ音ねを再現できる。さっきの仮面卿の声真似のように。あくまで声真似であるため自由にセリフを改変できます」

「あること無いこと喋れるの？」

「はい。ですが逆に、自由に改変できるため証拠能力としては使えません」

「あ……そうか」

　シスベルの『灯ともしび』は過去の事象を映しだす。

　それが改変でないからこそ、王家において絶対的な探たん偵てい能力として信しん頼らいされているのだ。長女イリーテイアの能力にはその利点がない。

　……確かにただの声真似だ。

　……中立都市の街角でやってるような、芸人のモノマネと何も変わらない。

　使いどころがない。

「これが皇庁の一いつ般ぱん人ならいいのです。でもお姉さまは第一王女。女王や家臣たちの見ている前で、そんなモノマネを披露しても呆あきれられるでしょう？」

「王女には似つかわしくない力、か」

　率そつ直ちよくに言って、とても始祖の末まつ裔えいとは思えない。

　……純血種の星霊は例外なく強力だと思ってた。

　……僕だけじゃない、帝国司令部だってそう考えてるからこそ警戒してたけど。

　氷ひよう禍かの魔女アリスリーゼや棘とげの魔女キッシングの圧あつ倒とう的な戦せん闘とう力──

　空間を転移する仮面卿の暗殺能力も危険この上ない。

　シスベルの『灯』の星霊も、その力から得られる情報は戦争のパワーバランスさえ揺ゆるがしかねない。

　……なのに、こんな例外もあるのか。

　……よりによって第一王女のイリーティアだけが、あんな星霊だなんて。

　長女イリーテイアが星霊を明かしてみせたのは。

　隠かくす価値さえないという自じ虐ぎやくも含ふくめてのことだろう。

「彼女、自分で言ってたね。『王家でもっとも役に立たない星霊です』って」

「ええ。そしておそらく事実ですわ。王家の他の星霊をお伝えすることはできませんが、イリーティアお姉さまの星霊がもっとも『役立たず』だというのは、家臣たちが噂うわさしていることです」

　ふっ、とシスベルが苦笑い。

「皮肉ですわ。話術に教養、品格、そしてあの無類の美しさ……イリーティアお姉さまには人間としてのすべてが備わっています。それにふさわしい星霊があれば、次代の女王は間ま違ちがいなくお姉さまでした」

「……そんなに？」

「はい。王女適性という点では、わたくしもアリスお姉さまも到とう底ていかないません。ゾア家もヒュドラ家も尻尾しつぽを巻いて降参していたでしょうね」

　天は二物を与あたえた。とびきりの美び貌ぼうと知性をだ。

　だが『星』は与えなかった。

　彼女に宿った星霊は、ネビュリスの女王になるには弱すぎたのだ。

「帝てい国こく軍のあなたは知っているでしょうが、ネビュリスの女王は強力な星霊使いであることが第一条件です」

「というか、始祖の末裔はみんな強いって思ってたよ」

「そういう意味ではイリーティアお姉さまが例外ですわね。ただその分、恐おそろしく強したたかなので。どんな策略を張り巡めぐらしているか……」

　息を吐はき、シスベルがその場で勢いよく立ち上がった。

「さあ行きますよイスカ！」

「ん？　どこへ」

「決まってます。この別べつ荘そうでバカンスならば、屋敷のなかを案内するのがルゥ家の者としての務めでしょう。この屋敷の隅すみ々ずみまで案内しつつ──」

　第三王女が、扉の向こうを指さした。

「監視カメラと盗聴器を見つけだします。イリーティアお姉さまは必ずここで何かを企たくらんでいるはず。まずはその目的を暴あばくのです」




　ルゥ・エルツ宮、東ひがし棟とう二階──

　敷しかれた絨じゆう毯たんは、年代物だが上品な幾き何か学がく模様。廊ろう下かの隅すみには巨きよ大だいな花か瓶びんが飾かざられて、まるで美術館の通路のよう。

「でかい屋敷ってのはわかったが、使用人の数が少なくねぇか？　さっきから廊下を歩いてても見当たらねぇぞ」

「ここが別荘だからですわ」

　先頭を歩くシスベルが、ジンの呟つぶやきに足を止めてふり向いた。

「執しつ務むに疲つかれた時の休息地としての別荘です。人と会わない方が気疲れしないで楽ということで、使用人の数もギリギリに抑おさえていますの」

「さっきの五人だけか？」

「ええ。それと庭師とシェフ数人ですわね。屋敷を歩いてもバッタリ出くわす方が珍めずらしいと思います」

　屋敷のなかを帝国部隊が堂々と見学できるのも奇き妙みような感覚だ。

「ですが説明のとおり、皆みなさんにはあえて使用人たちとバッタリ出くわしてもらいます。彼女たちの目を引きつけてください」

　押し殺した声のシスベル。

「アタシたち適当に探検しちゃっていいの？」

「もちろん。バカンスですから屋敷のなかを見て回るのは当然です。うまく見つかってうまく時間を稼かせいでくださいね？」

　小声のミスミス隊長に、再びシスベルがそっと耳打ち。

「では、あとは打ち合わせどおりに。一階で目立つように動いてください」

　作戦開始。

　ジンと音々、ミスミス隊長が黙だまって階段を下りていく。その背中を見送って、イスカはシスベルと顔を見合わせた。

「さあ行きますよイスカ」

　目指すは屋敷の反対側。

　イスカたちの泊とまっている東棟の対ついになる、西棟。

　といっても特別な仕掛けはなく、中央廊下を渡わたった先がすぐ目的地だ。

　……監視カメラか盗とう聴ちよう器き。

　……シスベルに屋敷の案内をしてもらう体ていで、さりげなくチェックしていく。

　廊下の隅や花瓶の裏。

　イリーティアが仕掛けているというのがシスベルの推察だ。

「この西棟にわたくしの部屋がありますの。そちらは夜にご案内するとして」

「いま怪あやしいセリフが……」

「気のせいですわ。それより例の物を見つけてくださいませ。帝国軍人ならこの手の訓練も積んでいるでしょう？」

「そう言うけど……」

　通路を見わたす。

　イスカがざっと確かく認にんした限り、それらしき機器はない。だが本当にゼロと断言するのは至難の業わざだ。

　……帝国にないタイプの盗聴器やカメラが仕掛けられてたら厄やつ介かいなんだ。

　……僕だって見落とす可能性がある。

「悩なやましいな。怪しいところから調べてみるけど」

　コン、と廊下の壁を叩たたいてみる。

　数歩進んで、さらにその壁も。

「何をしてるのですか？」

「音でおおよそわかる。壁に空くう洞どうがあれば」

　壁の内部をくりぬいて空洞に盗聴器を仕込んでおく。あとは薄うす壁かべで穴を隠す。帝国軍の諜ちよう報ほう部隊なら半日でこなしてしまうだろう。

「あとは絨毯の裏か。厚さ数ミリの盗聴器なら目立たないし」

「……見つけられる自信は？」

「見るか踏ふめばわかるよ。集中力がいるから疲れるけど」

「素す晴ばらしいですわ！」

　隣となりを歩いていたシスベルが、ここぞとばかりに左手を握にぎってきた。しっとりと柔やわらかい女の子の指先が、イスカの指に吸いつくように絡からみついてきて。

「さすがわたくしの部下。頼たよりにしてますからね！」

「だから集中させてってば!?　あと部下じゃなくて護衛……」

　だが、無い。

　城の扉とびらが機械化されていたから内装にも防衛機器セキユリテイが仕込んでいると想定したが、イスカが調べるかぎり廊下には何も仕込まれていない。

　……あるとすれば本命は部屋か？

　……僕の部屋にはなかった。ジン、音々、ミスミス隊長の部屋にもだ。

「これだけ大きな屋や敷しきだと全部を探すのはちょっと無理だろうね。探せる範はん囲いで探して、それ以外の場所にいる時は言動に気をつける」

「はい。とすれば見て頂きたい場所は……」

　腕うで組ぐみするシスベルが、宙を眺ながめてしばし思案。

「一つ確認ですが、わたくしの部屋の隣にそうした仕し掛かけが埋うめこまれている可能性はありますか？」

「隣りん室しつから物音を盗ぬすみ聞きってこと？　ああ、それはあるよ」

　幸い、第九〇七部隊の部屋は隣となり合あわせだ。

　イスカの部屋の隣はジンの部屋で、そこはとっくにジンが探たん索さくを終えている。となると、残っているのは──

「わたくしの両りよう隣どなりの部屋が怪しいですわね。三階ですわ！」

　階段を駆かけ上がっていくシスベル。

　客人用の部屋とは一目で違うとわかる。扉の前に巨大なシスベルの肖しよう像ぞう画がが飾られてあるからだ。

「ここがシスベルの部屋っていうのは、すぐわかるね」

「この油絵、わたくしの自セルフ・画ポート像レイトですわ。二年前に描かきましたの」

「うそぉっ!?」

「何がですの」

「え……だってこれ、普ふ通つうにプロの画家が描いた油絵かと思って見てたよ」

　こう見えて絵画には多少の知識がある。

　そのイスカがプロの筆ひつ致ちと見まがうほどに、シスベルの自画像は光と色しき彩さいの表現が見事なのだ。

「これが二年前って、すごい才能だと思うけど」

「────」

　ちょいちょい、と。

　意味深な顔つきで王女がイスカの袖そでを引っ張ってくる。シスベルの部屋から数メートル離はなれた部屋。そこにかかっている肖像画を指さした。

「イリーティアお姉さまのです」

「え？　これ写真じゃ……」

　十四歳？　十三歳？

　いつの頃ころに描かれたものだろう。今のシスベルよりも幼いであろうイリーティア。

　髪かみの毛一本一本、肌はだの産うぶ毛げまで写された超ちよう写実派の自画像。

　本当にヒトの手による絵画なのか？　高画質の写真をそっくりキャンバスに貼はりつけたと説明された方がまだ納なつ得とくできる。

　……神がかってる。

　……どれだけの集中力と技術で描かれた自画像なんだ、これ。

　イリーティア・ルゥ・ネビュリス９世。

　星霊以外のすべてを持って生まれた第一王女の、その才覚の一いつ片ぺんがここに結けつ晶しようとなって具現化していた。

「扉、鍵かぎがかかってますわね」

　イリーティアの部屋。扉を軽く押してみるシスベルだが、荘そう重ちような雰ふん囲い気きの扉が動きだす気配はない。

「でもこちらはわたくしの部屋から離れてますし。問題はアリスお姉さまの部屋ですか」

「アリスの部屋も？」

　思わず聞き返したが、あらためて考えれば、ここは現女王の一族の別荘になる。アリスの私室もあって当然だろう。

「わたくしの部屋の右隣です」

　廊下を後あと戻もどりした奥の部屋。

　ここにも肖像画らしきものが飾られているのだが、その絵を見上げ、イスカはぽかんと立ち止まってしまった。

「…………ええと」

「アリスお姉さまの自画像ですわ。やはり二年前に描かれたものです」

「アリスって目が三つあったっけ」

「いえ。たしか、最初に描いた目が気にくわなくて描き足したと」

　イスカの見上げる肖像画。

　あの可愛かわいらしい金きん髪ぱつの少女はそこになく、描かれていたのは……二歳児くらいの子供が描き殴なぐったかのような人間ではない何かだった。

「腕うでが十本あるけど」

「それは髪の毛の房ふさです」

「口が耳まで裂さけてるのは……」

「口紅を表現しようとしてやりすぎたと言っていました」

「……そうか。これは超現実主義派シユルレアリスムの表現技ぎ巧こう。アリスの外面の模も倣ほうじゃなく、その内心の解放と理想の融ゆう合ごうをめざした──」

「そんな小難しい絵ではなく、単に壊かい滅めつ的に下手なだけですわ」

　隣に立つシスベルが、呆あきれ笑い。

「アリスお姉さまは芸術好きですが腕前はダメなのです。いわゆる美食派なのですわ。舌の感性は確かでも料理を作るのが下手な人っているでしょう？」

「ああ、すごい納得……」

「そんなことより部屋の中を見ますよ。アリスお姉さまの部屋は空いていますし」

　シスベルが手招き。

　もう彼女は扉を開けて部屋の中である。

「あ、あのさ。僕がアリスの部屋に……？」

「当たり前です。部屋に入らないとカメラも盗聴器も探せません。それとも……」

　アリスの部屋の入り口で。

　ストロベリーブロンドの髪の少女が、じーっとこちらを見上げてきた。

「やはりアリスお姉さまと浅からぬ因いん縁ねんが……」

「ないない何もない!?　独立国家アルサミラで顔を合わせたのが初めてだし！」

「……そうですよね。あなたは帝国の元使徒聖で、アリスお姉さまは皇おう庁ちようの第二王女です。敵対関係の者同士で共きよう謀ぼうしていたりとか、ないですわね」

「ま、まさかぁ」

「ならば問題ないでしょう。ほらイスカ、こっちです」

　手を引っ張られてアリスの私室へ。

　どれだけ豪ごう華かな部屋だろう？　そう思いきや内装は客人用の私室とあまり変わらない。テーブルやソファーなどの調度品が可愛らしい色であるものの、むしろリビングは質素にまとめてある。

「女の子の部屋に入ったことほとんど無いから、何だか慣れないな……」

「逆に、入ったことのある部屋というのは？」

「音々とミスミス隊長の部屋。年末の大おお掃そう除じを手伝わされるのが恒こう例れいだから。この部屋は、そんな大掃除なんて必要なさそうだけど……」

　書しよ棚だなやテーブル、ソファーなどありきたりな調度品ばかり。

　盗とう聴ちよう器きの類たぐいを見つける作業は楽そうだ。

「シスベルの部屋の盗聴が目的なら、盗聴器があるのはリビングの壁かべ沿いか」

　壁ごしに隣室の物音を盗み聞きする。

　ならば機器の設置もおのずと場所が絞しぼりこめる。

「ええと壁と天てん井じようは。そうだシスベル、時計の裏側は？　そこに変な機械が付属でくっついてるかも」

「いいえまったく。影かげも形も見当たりませんわ」

「窓とカーテンの陰かげも異常なし。……何もないな。思い違いか」

「いえ、必ずありますわ。これはわたくしの直感です！」

　絨じゆう毯たんをめくっていたシスベルが声を上げた。

「あのイリーティアお姉さまがここにわたくしたちを連れこんだ。絶対に何か企たくらみがある。まず疑うべきは監かん視しカメラと盗聴器でしょう！」

「だけど無いし……」

「まだ探していない場所があります。たとえばここ！」

　リビングの反対側へ。

　シスベルが走っていった先はアリスの寝しん室しつだった。

「イスカ、さあ早くこちらへ！」

「そこ寝室じゃん!?」

「寝室でもトイレでも探すのです。わたくしが仕掛け人なら、必ずこの部屋に何かを隠かくしてあるはずですわ！」

　姉アリスの部屋のベッドに飛び乗るシスベル。

　綺き麗れいに整えられていた枕まくらやシーツを片かたっ端ぱしから裏返して、さらに目をつけたのは部屋の隅すみにあるクローゼットだった。

「これですわ。間ま違ちがいない、わたくしの勘かんがそう告げております」

「……ほ、本当に？」

「見ていてください。きっとすごい物が見つかりますよ」

　クローゼットを開く。その瞬しゆん間かんに、シスベルが目をみひらいた。

「こ、これは！　まさかこんな物が隠されていたなんて……！」

「どうしたシスベル!?」

「ええ。どうやらわたくし、禁断の筺はこを開けてしまったようです。これを見て下さい」

　ふり向くシスベルの手には黒い紐ひも？

　否いな、ただの紐ではなかった。紐のように細い生き地じだが──

「す、すごい……こんな薄うすくて細い生地の下着シヨーツ、わたくし初めて見ました」

「なに見つけてるの!?」

「大発見ですわ！」

　第三王女が、両手でその下着を高々と掲かかげてみせた。これは姉のクローゼットにあったもの。つまりアリスのもので間違いない。

　……アリスが、まさかこんな下着をつけてるなんて。

　……ってなに想像してるんだ僕は!?

　イスカが必死に首をふって想像を吹ふき飛ばそうとしているなか、隣となりのシスベルはさらに探たん索さくを進めていた。

「紐のように細くてちょっと伸のび縮ちぢみする素材。しかも手て触ざわりも極ごく上じようです。イスカ、これをどう思います!?」

「わーっ!?　近づけないでいいから！　何で僕に見せつけるの！」

「こ、これが世に言うオトナの階段というものでしょうか……」

　息を荒あららげるシスベルだが、その視線は初めて見る大人の世界に釘くぎづけで。

「な、なんて破は廉れん恥ちな。まさかお姉さまがこんなモノをこっそり隠していたなんて。これは由ゆ々ゆしき事態ですわ！　もっと探さないと！」

「盗聴器は!?」

「これはルゥ家の危機なのです！……む。こ、これは！」

　クローゼットの奥から、さらに真しん珠じゆ色の布を引っ張りだす三女シスベル。

　今度はイスカにもわかる。女性の胸にあてる下着の方だ。問題はその生地で、握にぎり摑つかんでいるシスベルの指が透すけるほどに薄いレース仕立てである。

　それを三女シスベルは、なぜか自分の胸むな元もとにあててみて。

「……くっ。イリーティアお姉さまはともかく、アリスお姉さまもこんなご立派に……べ、別にわたくしだって成長途と中ちゆうですし！」

　何かを測って、そして苦々しく唇くちびるをかみしめていた。

「と、とにかくこんな怪あやしいものまで……これは陰いん謀ぼうの香かおりがします！　アリスお姉さまはいったい何を企んでいるのでしょう！」

「どんな香り!?」

「イスカ、これを確保していてください。わたくしはさらに捜そう索さくを続行します！」

「だから僕に渡わたされても困るし!?」

　投げ渡された二つの下着をおそるおそる空中で受け取る。

　羽のように軽く柔やわらかい生地の感覚が手に触ふれるが、絶対に間近で見ないようイスカはぎゅっと目を閉じた。

　……集中集中！　いや逆だ、集中しちゃまずい！

　……握ってちゃだめだ。どこか別の場所に。

「渡してもらえるかしら」

「わかった！　はい！」

「……わたしの下着……握りしめてたけど……そんなに握り心地がよかった？」

「ち、違うって！　すごい柔らかい生地だから握らないように────」

　そこまでまくし立てて。

　ふとイスカは我に返った。

　はて？　いま自分は誰だれと話していたのだろう。

　穏おだやかで可愛らしい声。だがそれだけではなく、とても強きよう靭じんな意志の強さを感じさせる響ひびきも持ち合わせている。

「…………」

　ゆっくりと目を開ける。

　そこには──

　眉まゆをつり上げ、肩かたを震ふるわせる金髪の少女が立っていた。イスカから返された下着を後ろに隠してはいるが、それでも恥はずかしいのか頰ほおが真っ赤に上気していて。

「ってアリス!?」

「わたしの部屋で何してるのよ──────────────っっっっ！」

　大絶ぜつ叫きよう。

　窓ガラスがふるえるほどの声量で叫さけぶアリス。その声を察したシスベルが振ふり返るや、凍こおりついたように青ざめた。

「お、お姉さま!?」

「シスベル────────っっ！」

「いやぁぁぁぁぁっっっ!?」

　敵の帝てい国こく軍にさえ滅めつ多たに見せない激げき昂こうの形相で、次女アリスが三女シスベルに飛びかかった。逃にげる獲え物ものをあっという間にベッドの奥へと追いつめる。

　鼠ねずみを狙ねらう猫ねこのような俊しゆん敏びんさで、だ。

「……見たわねぇ」

「いやぁぁぁぁぁっっ!?　や、やめて、氷こおり漬づけだけは……！　そ、そうですわ。これは全すべてイスカがわたくしにやれと命令したのです！」

「噓うそだっ!?」

　イスカに背を向けた格好で、妹にのしかかるように迫せまる姉。

　その表情がどうなっているのか想像したくもない。むしろイスカとしては、今すぐにでもここから逃げだしたい心境だ。

「シスベル」

「は、はいお姉さまっ！」

　涙なみだ目めで姉を見上げる妹。

「あなたはここで何も見ていない。わたしが興味本位で手を出しちゃったオトナの世界も見ていない。いいわね？　ここにあったのは風紀に則のつとった上品な服だけよ」

「……あ、あぅぅ……」

「返事は？」

「はいいいいいいっっ！」

「──そしてイスカ、キミもわかったわね！　これは他言無用よ！」

「わ、わかった……！」

「ならばいいわ。目もく撃げき者はいなかったことにしましょう」

　ふぅ、とアリスが額の汗あせを拭ぬぐいとる。

　そんな第二王女の後ろから、キャリーケースを抱かかえた燐がやってきて。

「アリス様ってば、そんな慌あわてて走っていかないでください。……もう、追いつくの大変だったじゃないですか。む？　帝国剣けん士し！」

「気にしなくていいわ。それよりイリーティアお姉さまを探すわよ。この屋や敷しきのどこかにいるはずだから」

　アリスが深呼吸して息を整える。

　と思いきや、すぐに妹を見やって。

「シスベル、王宮へ戻もどるわよ。女王も心配してるし、あなたには大事な仕事が待ってるの」

「…………」

「シスベル？」

「……できません」

　血を吐はくように、妹シスベルは声を絞しぼりだした。

「わたくしは帝国部隊を護衛として用いました。今でもその選せん択たくは間違っていないと思います。現にヒュドラ家のヴィソワーズに命を狙われた……毒には毒をもって抗あらがうしかなかったのです」

「知ってるわ。その続きもね」

　そう応じるアリスは真顔。

「イリーティアお姉さまが、あなたの弱みを握って別べつ荘そうに連れ込んだのは燐が見てるし、女王もわかってる。だからわたしの役目は二つあるわ。第三王女あなたを保護することと、第一王女おねえさまを王宮に連れ戻すこと」

「…………」

「イリーティアお姉さまは王宮へ今すぐ帰っていただく。そしてあなたは、わたしが直々に守ってあげるから」

「──あら、それは困るわぁ」

　カチャ。

　ドアノブが揺ゆれるわずかな気配とともに、アリスの寝しん室しつに新たな人ひと影かげが。

「お邪じや魔まするわね」

　鷹おう揚ような捉とらえどころのない微笑ほほえみの王女。

　次女アリス、三女シスベル、燐そしてイスカを順々に見つめてから、翡翠色エメラルドの髪かみをした美女が「まあ」と大げさに頰を赤らめた。

「こんな一つの寝室に、年とし頃ごろの少年少女が四人も？　なんだかとってもロマンチックね」

「お姉さま、はぐらかさないで」

　頰に手をあてる長女へ、ふり向いたアリスがまっすぐ視線を突つきつけた。

　詰きつ問もんの口ぶりで。

「今すぐ王宮へ戻ってください。これは女王の勅ちよく命めいです」

「あら？　どうして妹シスベルをここに連れてきたのか。その理由は聞かないの？」

「それは女王が聞きます。わたしには関係ありませんわ」

　無用なやり取りは挟はさまない。

　そう言わんばかりに、アリスが一歩踏ふみこんだ。

「さあ帰りましょうお姉さま！」

「いいわよ」

「そうですかやはり帰らないと。ならばわたしにも考えが…………あれ？」

「いいわよ。帰りましょうアリス」

「え……ええと？」

　アリスがぱちくりと瞬またたき。

　肩に力を入れて迫ったのに、あまりにも従順すぎて逆に空回り。

「ただし」

　そんなアリスの鼻先に、イリーティアがいたずらっぽく指を突きつけた。

「帰るのは明日よ。あいにく今晩のご飯をシェフたちが作ってるところだし、明日の朝の食材も買いそろえてあるわ。使用人の子も頑がん張ばってベッドメイクをしてくれたわ。それを反ほ故ごにするわけにはいかないでしょう？」

「……明日ですか」

「ええ。私の尊厳にかけて誓ちかってあげる。明日の朝、わたしは王宮に戻る。これでいいでしょう？」

　アリスが眉をひそめて黙もつ考こう。

　そんな主あるじにかわって、燐がその場で小さく会え釈しやくした。

「僭せん越えつながらイリーティア様」

「なにかしら」

「今の話にはシスベル様のことが触れられていません。イリーティア様がお帰りになる時に、シスベル様もご一緒に？」

「いいえ、それは約束と違うわ」

　見み目め麗うるわしい長女が、大きく首を横にふってみせた。

「シスベルはわたしと約束したの。……ね？　シスベル」

「…………はい」

　シスベルが頷うなずくとおり、それだけは動かせない。

　期日は十日。

　それより先にシスベルが王宮へ戻ろうとすれば、帝国部隊との癒ゆ着ちやくを明かされる。

　……だけど、わからない。

　……第一王女イリーテイアが、この妹を別荘に閉じこめておきたい理由は何だ？

　盗とう聴ちよう器きと監かん視しカメラは出てこなかった。

　イリーティアがこの別荘にこだわる理由が必ずある。考えられるのは、再び魔女ヴイソワーズのような刺し客かくが送りつけられることだが。

　……いや、その可能性はぐんと低くなった。アリスがいる。

　……アリスと正面きって戦いにくる刺客なんて、返り討うちに遭あうだけだ。

　だからこそ違い和わ感かんがある。

　この第一王女は、シスベルをここに残して何をする気なのか。

「アリス、王宮に連れん絡らくしてちょうだい。私は明日のうちに王宮に戻るわ。あなたはその後もシスベルの側そばにいる、と」

「……わかりました。燐、わたしの通信機を」

　燐から通信機を受け取るアリス。

　そのアリスへ。

「ところでアリス、女王への連絡が終わったら迎げい賓ひん室へおいでなさい」

「？　晩ばん餐さんにはまだ早いと思いますが」

「そうじゃないわ。あなたも今日からここに泊とまるのでしょ。なら、それにあたって大事なことがあるわ」

　長女イリーティアは楽しげに片目を瞑つぶってみせたのだった。

「自己紹しよう介かいがまだでしょう？」
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　ルゥ・エルツ宮、迎賓室「夕ゆう映ばえの間」。

　晩餐会場の部屋に呼ばれた第九〇七部隊。それを出で迎むかえる側がイリーティアなのだが、そこには急きょ駆かけつけたアリスの姿もあった。

「ご紹介しますわ。私の妹アリスリーゼです。どうぞアリスとお呼びください」

「じ……次女のアリスリーゼです。初めまして……」

　なんとも居心地悪そうな挨あい拶さつだ。

　それもそのはず。目の前にはイスカがいて、その横には、お互たがいに正体を知っているミスミス隊長もいる。

「このアリスですが、普ふ段だんは中立都市の有名アイドルを担当する敏びん腕わんマネージャーとして働いていますの。お見知りおきを」

「……お姉さま？　いや、わたしそんな仕事は」

「しかしこれは仮の姿。休日には自ら一ひと肌はだ脱ぬいで、少女ファッション誌で十万人のファンを持つ謎なぞの美少女モデルに変身するのですわ」

「お姉さまっ!?」

　慌てて姉を止めに入るアリス。

　傍はたから見れば微笑ましい姉妹しまいのじゃれ合いだが、それが本当にイリーティアの本心なのかはわからない。

　それよりイスカの懸け念ねんは、部隊の仲間たちの反応だ。

　……ジンはアリスとは初対面のはず。

　……音々はなんだか首を傾かしげてるけど、アリスを直接見たのは初めてだろうし。

　そしてミスミス隊長。こんなところで帝てい国こく軍の最脅きよう威いである氷ひよう禍かの魔女と再会するとは夢にも思わなかったに違ちがいない。

　案の定。

「あれ？　どこかで見たような…………あ、ああああああっっ!?」

　アリスの顔を見た途と端たんに「ひっ」と小さく悲鳴を上げるや、使用人たちの見ている前でミスミス隊長が思いきり指を差し向けた。

「あ、あなた氷禍の──────」

「おっと失礼」

「きゃんっ!?」

　後ろから燐の一いち撃げきを浴びて、あっさり倒たおれていくミスミス隊長。

「お疲つかれでしょうかお客様。ユミリーシャ、ナミ。このお方を部屋にお連れするように」

「……う、うーん」

　運ばれていくミスミス隊長。

　──感謝しておけ帝国剣けん士し。私の機転に。

　そんな燐の目配せ。

　アリスリーゼを指す「氷禍の魔女」は帝国側の蔑べつ称しようになる。反射的にであっても、この別荘で口走ろうものなら一大事。

　アリス本人は我が慢まんしても、ルゥ家の使用人やシェフたちが激げき昂こうしていただろう。

「おいイスカ、うちの隊長、なにか喋しやべろうとしてなかったか？」

「……僕にもそう見えたけど、まあいいかなって」

　ジンの耳打ちに空とぼける。

　そんなイスカが横目に見つめる先で。

「ああ楽しそう。ワクワクするわね」

　長女イリーティアは、満足そうに手を打ち鳴らしたのだった。

「三姉妹、一つ屋根の下でお泊とまり会だなんて嬉うれしいわ」
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　大浴場──

　ふわりと香かおる白い湯気。

　十人以上が足を伸のばして浸つかれる浴よく槽そうには、ほのかに濁にごったお湯がなみなみと注がれている。

　湯に浮うかぶのは色とりどりの花と香こう草そう。

　すべて別べつ荘そうの庭から摘つんできたばかりのものである。その花と入にゆう浴よく剤ざいの香りが溶とけあうように調和して、そこにいるだけで安らぐ心地になる。

　……そのはずが。

　浴場の隣となりにある脱だつ衣い場で。

「アタシを拉ら致ちする気!?　た、たすけてイスカ君、ジン君!?」

「無む駄だだ。ここは女浴場。間違っても男のあいつらが通りがかることはない」

「じゃ、じゃあ音々ちゃんっ！」

「あの部下なら、夕ご飯を食べすぎて部屋で寝ねてますわ」

「音々ちゃーーーーーん!?」

　脱衣場に連れこまれたミスミス。

　そんな彼女を左右から挟みこむのはシスベルと燐だった。

「アタシに何をする気なの！」

「まずは黙だまれ。騒さわぐな。我々の要求を吞のむのなら危害を加えるつもりはない」

　燐が、ミスミスの肩かたをがっしりと摑つかんで離はなさない。

「よ、要求ですって？」

「簡単だ。貴様はアリス様の身み柄がらが王女であると知っている。それを部下に教えることを禁じさせてもらう。むろん他の帝国軍にも、だ」

「……ジン君と音々ちゃん？」

「そういうことだ。帝国軍にアリス様が知られるのは望ましくない。当然だろう？」

　氷禍の魔女は、戦場ではヴェールで顔を隠かくした謎の存在だ。

　金きん髪ぱつの少女というのは帝国軍もわかっているが、それが現女王の娘むすめであることや、その素す顔がおなどは知られていない。

「アリス様の正体を知ってるのは貴様とイスカのみ。これ以上、目撃者を増やすわけにはいかない」

「イ、イスカ君はどうするの……」

「あの剣士もだ。とにかくお前が一番口を滑すべらせそうだからな。先に手を打たせてもらう。それで構わないですねシスベル様」

「ええ。よろしいですわね隊長」
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　腕うで組ぐみした格好のシスベル。

「そしてもうお気づきでしょうが、わたくしがネビュリスの王女であることも当然に他言無用です。もし言えばすぐにわかりますの。わたくしの星せい霊れいがあれば隠し事は通用しませんからね」

「……え？」

「何も疑問などないでしょう。わたくしの星霊の力はとっくに知っているはず」

「そ、そうじゃなくて！」

　燐に摑まれながらミスミスが大おお慌あわてで否定。すぐ隣に立っているシスベルの頭から爪つま先さきまでを観察してから。

「あ、あのぉ」

「何ですの？」

「……王女って。もしかしてネビュリス皇おう庁ちようの王女ってこと？」

「何を今さら。すぐに気づいていたでしょう」

　ストロベリーブロンドの髪かみをさっと払はらい、シスベルがやれやれと溜ため息いき。

「アリスお姉さまはネビュリス皇庁の第二王女。帝国軍が氷禍の魔女と恐おそれる純血種です。その彼女を『お姉さま』と呼んでいるのだから、わたくしはその妹。ゆえにわたくしが皇庁の第三王女であることは自おのずと──」

「まさかそんな!?」

「……自ずとわかることかと思いましたが、わたくしの思い違いでしたね」

「じゃあイリーティアっていうか綺き麗れいな人は……まさか第一王女!?」

「気づくの遅おそすぎですわ！」

　吠ほえるシスベル。

　その隣では燐が大きく溜息。ミスミスのあまりの鈍どん感かんさに、こちらも早々に毒気が抜ぬかれてしまったのだろう。

「と、とにかくわかりましたね！　わたくしの身分は秘密です！」

「は、はいぃ！」

　湯気のわきたつお風ふ呂ろ場ばで。

　ミスミスと第三王女シスベルは、女同士の新たな誓ちかいを結んだのだった。
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　雲一つない黒の天球キヤンバス。

　囁ささやきかけるように瞬またたく星が克こく明めいに見えるのは、ここが星霊使いの国で、その中心部に近いから？

　……帝てい都との夜空はよく見てる。

　……独立国家アルサミラの、砂さ漠ばくの夜も星が綺麗だったけど。

　この別荘三階から見る夜空は星が「近い」。あたかも空で星霊が輝かがやいているのではと、そう思わせるほどにだ。

「ええ。わたしは平気だからシスベルについててちょうだい。お風呂も一いつ緒しよに付きそって。あの子の安全が一番よ」

　窓ガラスに手をつくイスカの背後。

　この部屋の主である第二王女が、通信機を握にぎりしめる姿があった。ふっと息を吐はきながらソファーに腰こし掛かけて。

「お風呂の間、シスベルあのこには燐が付きそうわ」

「……やっぱり妹が気になるんだ？　この別荘で何が起きるかわからないし」

「とっくに起きてるわよ」

　イスカが見つめるのは窓ガラス。

　そこに映りこむアリスは、ソファーに深々と身を沈しずめ、意味深なまなざしでこちらを見上げてきていた。

「わたしの別荘に帝国軍が四人もいる。それも捕ほ虜りよじゃなく賓客ゲスト。これが大事件じゃなくて何なのかしら」

「それはアリスの姉に言ってほしいよ」

「うっ？　そ、そうだけど！　いいじゃないわたしの相談に乗ってくれても！」

「……相談って言われてもなあ」

　そもそも素直にそう言えばいいのに。

　心の中でそう呟つぶやいて、イスカはアリスにふり向いた。

　二人きりでつい状じよう況きようを忘れそうになるが、ここは敵国の中心部。自分たちは孤こ立りつ無む援えん。武器も没ぼつ収しゆうされている。

「僕は帝国兵だし、答えるのは難しいよ」

「ならせめてわたしの独り言を聞いててちょうだい。……わたしには意味がわからないの。どうしてイリーティアお姉さまが妹シスベルをここに連れこんだのか」

　金髪の少女が、艶つややかな睫まつ毛げをそっと伏ふせる。

「だってそうでしょ？　この別荘で十日間？　それで何が変わるの、誰だれも得をしないのよ。ただお姉さまが疑われるだけ。事実、女王はお姉さまを疑ってるわ。こんなの家族の絆きずなにヒビを入れるだけの行こう為いじゃない」

「────」

「理解できないわ。だから早く終わらせたいの。こんな靄もやがかかった気持ちのままじゃ、キミとの決着ことにも集中できないし……」

　上うわ目め遣づかいに、大おお粒つぶの瞳ひとみがじっと見つめてくる。

　──戦場での決着を。

　敵としての宣戦布告でしかないのに。

　そう告げる双そう眸ぼうはなぜこうも熱く、そして美しく見えるのだろう。

「明日の朝、お姉さまは王宮に戻もどるわ。でもシスベルは十日間ここに残る。そうしろって脅おどされたんでしょ？」

「……そうだね」

「わたしも別荘に残るわ。表向きは妹あのこの身を守るためだけど、別の理由もある。相手がキミだからはっきり伝えておくわね」

「帝国部隊ぼくらの監かん視しだろ。わかってる」

　この別荘には星霊使いの警備がいない。

　イスカたち帝国部隊がここで暴れだした時の、抑よく止し力りよくとしてアリスが残る。

「先に言っておくけど、僕らは敵こ地こで事を起こす気はない」

「当たり前よ。キミがこの国で騒そう動どうを起こすならわたしだって容よう赦しやしないわ。容赦できないのよ、王女として」

　ソファーからアリスが立ち上がる。

　窓まど際ぎわ。イスカの立つすぐ隣にまで歩いてきて。

「だから約束して。わたしの国で絶対に面めん倒どう事を起こさず、屋や敷しきからも逃にげないで。わたし、キミとつまらない戦いなんて望んでないんだから」

「…………」

「不満？」

「あ。いやそうじゃないんだ」

　君アリスが皇庁このくにを「わたしの国」と呼んだ。

　その言こと葉ば遣づかいにふしぎと惹ひかれてしまったのだ。ただそう言ったアリス自身は飄ひよう々ひようとしているから、あるいは無意識の言葉だったのかもしれない。

「今のアリスの──」

「アリス様」

　部屋の扉とびらがノックされる音。

　使用人の少女の声？　それに気づいたアリスがすぐに自分イスカから距きよ離りを開けるために後ずさりした。

「な、なにかしら」

「客人のイスカ様はお越こしでしょうか。イリーティア様がお連れするようにと」

「……お姉さまが？」

　アリスの小声は、扉向こうには伝わっていないだろう。

「……どうしてイスカの場所が断定できたの？」

「アリス様」

「わかったわ。いま向かわせるから」

　横目でこちらを見つめるアリスが、黙って扉を指さした。

「イスカ」

「なに？」

「お姉さまに心を許さないで。キミは……わたしだけの好敵手ライバルなの」

　その言葉に背を押されて部屋を出る。

　家政婦のエプロンを着けた少女が、小さく一礼。

「どうぞこちらへ」

　長女イリーティアの部屋は廊ろう下かの一番手前。

　翡翠色エメラルドの髪が印象的な美少女、その肖しよう像ぞう画がが飾かざられた扉が開いていく。

「お入り下さい」

　それだけ言って使用人の少女が去っていく。

　……呼んでこいと命令されたから呼んできた。

　……あとは僕の顔なんて見たくもない、か。わかりやすいなぁ。

　ごく当然の対応だ。

　特別な因いん縁ねんのあるアリスやシスベルが例外なだけで、帝国軍の兵士への対応はこれでも最大級の対応だろうとイスカも思う。

「……イスカです。お呼びがあったとのことなので失礼します」

「どうぞお進みになって」

　明るいリビングの方から、艶やかな声。

　シャンデリアの光が輝く部屋の中へ。招かれた先は、緑の草原を想おもわせる絨じゆう毯たんが彩いろどるリビングだった。

「ようこそお越し下さいました」

　リビングの中央には対面がけのソファーが一つずつ。

　その横で、ネビュリス皇庁の第一王女がしっとりと微笑ほほえみを浮うかべていた。

　──バスローブ姿で。

　深い襟えりぐりから覗のぞくのは、アリス以上に豊かな胸むな元もと。脚あしの付け根までしかない裾すそからは、透すけるように白い太ももが露あらわになっている。

「あら、ごめんなさい。お風呂あがりだったもので」

　イスカが反射的に目を背そむけてしまったことに、美の化け身しんのごとき魔ま女じよはむしろ楽しげに表情をほころばせて。

「でも嬉うれしいですわ。私のような魔女の肌はだでもちゃんと意識して下さるのですね。そうして顔を赤らめてもらえることがむしろ心地よくて」

「……その格好、僕への小手調テストのつもりで？」

「うーんどうでしょう？　お風呂でのぼせてしまったのは事実ですし。あまり深い意味はありませんわ。ただただ、私がこのバスローブが好きなのです」

　お掛かけになって──

　目線で促うながされたソファーに腰掛ける。対面に座るイリーティアの胸元、そしてきわどい太ももを直視しないよう目を背けつつ。

「ふふ、ホントに可愛かわいい反応ね」

　そんな自分イスカを見て、ますます三姉妹しまいの長女は楽しそうだ。

「私が帝都を訪ねた時の、私を出で迎むかえた者たちの目とは全然違ちがうのですね」

「帝都を？」

「言いましたでしょう。私、二重スパイとして帝国司令部と繫つながっていた時期がありましたから。その時にね」

「……そのままよく帝国軍に捕つかまらずに」

「身分は隠かくしていましたわ。始祖様の血筋にある魔女だなんて知られたら、さすがに国に戻れなくなるでしょうからね。今となっては懐なつかしい思い出ですが」

　脚を組み、その膝ひざ上うえで手を組むイリーティア。

　イスカの座っているソファーとは距離にして一メートル弱。手を伸のばせば触ふれられるような距離に魔女がいる。

「私が一人きりなのが気になりますか？　護衛も従者もいないことに」

　まっすぐ目を見つめられる。

「私をじっと見てから部屋をキョロキョロと見わたせば、何を探してるのか語っているようなものです」

「……率そつ直ちよくに言えば、そうです」

「素す直なおは美徳ですわ。その心意気に応じて私も素直にお答えすると『いない』が正解です。私の護衛はおりません。燐やシュヴァルツのような従者もね」

　王族なのに？

　何もかも自分でこなすというなら従者不在はありえても、護衛がついていないのは王女の身分からは考えにくい。

　……僕が帝国人だからこその虚仮威しブラフ、か？

　……だって、あのアリスにも燐って護衛がついているんだぞ。

　帝国軍の基地を一人で墜おとす氷ひよう禍かの魔女さえ、だ。

　イリーティアの星せい霊れいを考えればなおさら護衛は必要だろう。戦せん闘とう経験のない魔女など、イスカなら今この場で素手でも倒たおせる。

　なのに、この態度はどういう余よ裕ゆうの表れだろうか。

「シスベルと似た心境と言えば伝わりますか？」

「……というと」

「私は同志を求めているのです。同じ目的のもとで戦ってくれる部下が皇おう庁ちようにはいない。だからあなたを招いたのです。元使徒聖イスカ」

「僕を？」

　シスベルの護衛という意味での帝国部隊ではなく、自分を？

「私の部下ものになりませんか？　それが本題ですの」

　ふっと息を吐はいて、イリーティアが背筋を伸ばした。

　バスローブごしに胸の膨ふくらみがクッキリと浮かび上がるのだが、この美び貌ぼうの魔女はそれも計算ずくに違いない。背を伸ばした際の「……んっ」というか細い吐と息いきも、思わず聞き惚ほれてしまいそうになる艶あでやかな声こわ色いろで。

「どうですか？」

「……意味がわからない。皇庁このくにに部下がいないなんて」

　シスベルの事情はまだわかる。

　彼女は現政権への裏切り者を探している身だ。誰が裏切り者か特定できていないため、迂う闊かつに部下をつけられないというのは筋が通る。

「皇庁には強力な星霊使いがたくさんいる。それは帝国人の僕でもよく知っている。部下にしたいなら適材はいくらでも」

「その皇庁を壊こわしたいから」

「…………え？」

「私、いまの皇庁を粉々にしたいのです。根っこからひっくり返したい」

　魔女の頰ほおは、朱しゆ色いろに上気していた。

　興奮で。

　その未来を思い浮かべて悦えつに入いっている──そんな蕩とろけた瞳ひとみで。

「帝てい国こく人のあなたには願ったり叶かなったりだと思いません？　共に皇庁を壊しましょう？　私とあなたは協力し合えるのです」

「────」

　声にならない。何を言っているのだ、この王女は。

　イスカの頰を伝っていく汗あせは動どう揺ようでも困こん惑わくでもない。純然たる寒気によるものだ。

　……次女アリスも三女シスベルも、考えは違うけどこの国の女王になる気でいる。

　……この国を愛して守ろうとしてるのに。

　このイリーティアは、逆？

　女王になりたい願望どころか、国一つを崩ほう壊かいせんとする異い端たんの「魔女」。

「いったいどうして」

「私の部下ものになったら教えて差し上げますわ。……ああ想像しただけで蕩けてしまいそう。早く早く一日でも早く、こんなつまらない体制システムの国なんて壊してしまいたいのです」

「……ここにはシスベルがいます」

　乾かわいた唇くちびるで、イスカはかろうじてそう吐き出した。

「今の会話だって再生できる。これが女王の耳に入りでもしたら」

「────なんちゃって」

「え？」

「冗談ジヨークですわ。第一王女の私が、そんな大それたこと考えるわけがありませんでしょう。シスベルに聞かれてもまったく問題ありません」

　ころっと声音を変えるイリーティア。

　一いつ瞬しゆん前までの声が棘とげをもつ薔ば薇らとするならば、今はさしずめカーネーション。どの角度から眺ながめても美しく愛らしい。

　疑われる余地がない。そんな声色で。

「あなたをここに呼んだ理由は好こう奇き心しんですわ。一年前、まさか使徒聖が魔女を脱だつ獄ごくさせるなんて。そんなあなたと二人きりで話をしてみたかった」

「……そこまで調べて」

「帝国軍に変わり者がいると聞きました。『戦せん闘とう嫌ぎらいの戦せん闘とう狂きよう』。皇庁の純血種を捕とらえて和平交こう渉しようへ強ごう引いんに持ちこもうとする使徒聖末席」

「っ、誰だ！」

　電でん撃げきにも等しい衝しよう撃げきに、イスカは立ち上がっていた。

　……僕のその目的は、本当に一部の人間しか話してない。

　……第九〇七部隊の仲間と、それこそ使徒聖への昇しよう級きゆう時に口にした時くらいだ。

　帝国司令部さえ、イスカの心の内を知るのは一ひと握にぎり。

　使徒聖？　八大使徒？

　誰が漏もらした？　この王女は帝国のいったい誰と通じていたというのか。

　と。

　リィィィッィッッン……

　どこからともなく生まれたハンドベルの演奏。廊下から部屋へ、隅すみ々ずみまで沁しみこむように広がっていく。

「夜十一時。終業ですわ。ただ今をもって屋や敷しきの使用人たちは仕事終じまい。あとは皆みな、それぞれ就しゆう寝しんまでの一時を過ごすことになっております」

「……」

「おわかりかしら？」

「……僕らの話もこれで打ち止め、と」

　イスカが問い詰つめようと身をのりだす、その気勢が完かん膚ぷなきまでに削そがれた。

　なんと計算されつくした時報タイミングだろう。

　……僕の聞きたいことだけが一方的に「時間切れ」で流された。

　……全部計算ずくだっていうなら、どれだけ巧こう者しやなんだ。

　してやられた。

　その意思表示のつもりでイスカは息を吐きだした。

「ご理解が早くて助かりますわ。ああでも今宵こよいの話は終わりですが、また機会があれば。次はそうね、あなたの就ついていた使徒聖のこと」

「……帝国人の僕が、帝国軍の最高機密を漏らすとでも？」

「使徒聖十一人のなかに剣けんを使う者が二人いる。第十一席のイスカと、第一席のヨハイム。それくらいは知ってますわ」

　愛くるしい口ぶりで。

　火ほ照てった肌、じっとりと汗ばむ己おのれの胸元に指先を這はわせる妖よう艶えんな仕草。

「あなたと第一席ヨハイムはどちらが強いかなって」

「…………」

「私、興味がありますの。帝国でも遥はるか過去には、貴族たちが己の従者である剣士たちを戦わせる闘とう技ぎ場があったそうではありませんか」

「僕は興味がないです」

「あら？　それはどうして？」

「僕は対・星霊使い特化なので。対人訓練なんて受けてない。競せってもせいぜい一太た刀ち、二太刀目で後おくれをとって、三の太刀で押し負ける」

　イリーティアは無言。

　罵ば倒とうするわけでも冷れい笑しようするわけでもなく、薄うすい笑えみを浮うかべているだけ。そんな彼女の前で、イスカは静かに踵きびすを返した。

「僕は失礼します」

「あらお待ちを。どこへ行かれるのです」

「え？」

「私、いまちゃんとお伝えしましたわ。就寝のお時間ですって。ほらこちら」

　立ち上がった第一王女が、リビングの奥にある扉とびらを開いてみせる。

　──寝しん室しつ。

　そこには数人まとめて寝ねそべることができる大きなベッド。よく日に干されたシーツは清潔で、皺しわ一つない。

「私のベッドはとっても広いです。二人で寝るにも広すぎるくらい」

「……ええと、どういう意味でしょう」

「今のあなたはシスベルの護衛ではなく、私の客人ですわ。そして先ほどお伝えしたように、私には護衛がおりませんの。そうなると夜は不安でしょう？」

「……は、はぁ」

　色っぽい流し目で見つめられ、後ずさる。

　とても美しいまなざしなのだが、ふしぎとイスカの頭に浮かんだものは獲え物ものを狙ねらう肉にく食しよく獣じゆうの眼光だった。

「だからあなたに、一いつ緒しよに添そい寝をしてもらえると嬉うれしいなって」

「添い寝!?」

　思わず復唱してしまう。

　それがどんな寝方かもイスカは理解しきれていないのだが、漠ばく然ぜんと、それは決して許されないものだと頭のなかで警けい鐘しようが鳴り響ひびいている。

「無理です！　っていうか僕は帝国軍ですから！」

「ふふ。驚おどろく姿も可愛かわいいですわ。使徒聖ほどの強い殿との方がたが、こんなにも取り乱しているのは、なんだか私、楽しくなってきてしまいます」

　部屋の隅すみにはりつくイスカへ、一歩また一歩とイリーティアが歩を進めてくる。

　その細い指先が頰へと伸のびてきて。

「さあイスカ──」

「何やってるのですかお姉さまっっっっっっっっ！」

「あらシスベル？」

「はぁ、はぁ……間かん一いつ髪ぱつでしたわ。イスカの姿が見えないと思い、わたくしの星せい霊れいで後を追つい跡せきしてみたら……イスカ、もう安心してください」

　長女の扉を蹴けり開けたのは三女シスベルだ。

　その手にはマスターキーらしき小こ鍵かぎ。寝る直前だからだろう、可愛らしい薄ピンク色の寝間着になっている。

「……やってくれましたわねイリーティアお姉さま」

「あら？　何のことかしら」

「まずはその半はん裸らみたいな姿をどうにかするのです。ほら、このクローゼットにお姉さまの着き替がえがあるではありませんか！」

「えー。でも今日は暑いし、なんだか火照った気分だしぃ」

「は、や、く！」

「……わかったわ。そんな怖こわい顔で睨にらまないでちょうだい」

　妹の形相に気け圧おされ、イリーティアがしぶしぶと隣りん室しつで着替え始める。けれどシスベルはまだ追つい及きゆうの勢いを止めようとはしなかった。

「お姉さまの魂こん胆たんはわかっています。わたくしのイスカに手を出すことで、わたくしの心を揺ゆさぶろうと」

「あら、それは二つも誤解があるわ」

　寝間着に着替えたイリーティア。

　ゆったりとしたシスベルの服とは違ちがい、こちらは女性らしい凹おう凸とつを目立たせる色っぽいデザインの高級品である。

「可愛い妹を惑まどわす気なんてないわよ」

「……もう一つは？」

「シスベルよく聞きなさい。いまの彼は私が招いた客人よ。つまりイスカは私の所有物ものも同然でしょう」

「聞き捨てなりません！　イスカはわたくしが雇やとった護衛です。つまり──」

　シスベルが再び吠ほえた。

　姉からは目を離はなさず、後方に立つイスカを指さして。

「イスカと添い寝する権利はわたくしにあるのです！」

「無いし!?」

「わかりましたかお姉さま。わかったらイスカはわたくしの部屋に連れて行きます」

「面おも白しろいことを言うのねシスベル、添い寝は私のものよ」

「いや僕の立場は!?　まずは僕の意見を聞くべきだと思うんだけど二人とも！」

　聞いてない。

　いや、聞こえていなかった。

　魔ま女じよの楽園の姫ひめたちは、既すでにイスカを放ほうりだして眼光で火花を散らしあっていた。

　可愛らしい八や重え歯ばをむき出しにする三女シスベル。

　それを不敵な笑みで見下ろす長女イリーティア。

「ふ……シスベル、私に意見ものを申すだなんて。あなたが成長したことをまずは褒ほめてあげるのが姉の役目かしら」

「お姉さま？」

「でもシスベル、あなたにはまだ足りないものがあるわ」

　イリーティアが動いた。

　妹の横をするりと抜ぬけて、イスカの前へ。

「イスカ」

　目を潤うるませて、こちらの手をぎゅっと両手で握にぎってきた。

「聞いてほしいのです。私」

「ま、まだ何かあるんですか……」

「この屋敷で護衛一人おらず不安な夜を迎むかえること、本当に不安で不安で……ほら聞いて。私こんなに胸がドキドキしてますの」

　手が引っ張られる。

　何をされているのか理解する間もなく、イリーティアの胸に押しつけられた。

「ほらこの胸の鼓こ動どう。こんなにも不安ですの」

「な、何を!?」

　高級な綿にふれているような柔やわらかさ。

　それでいてずっしりと質量を感じさせる膨ふくらみ、そしてほのかに伝わる体温に、イスカは言葉を失っていた。

　あまりのことに思考が追いつかない。頭が真っ白だ。

「あっ……あのええと……」

「どうですか？　私の胸の高鳴り、感じていただけましたか」

「そんなわけありますか────────っっっっ！」

　シスベルの体当たり。

　イスカの手を摑つかんで離さない姉の片手を力ずくで振ふりほどく。

「な、なぁにが『わたくしに足りないもの』ですか！　わたくしのはまだ成長途と上じようですが、お姉さまのモノがご立派すぎるだけです！」

「シスベルご覧なさい。これが王女の包容力というものよ」

「ほ、包容力ですって!?」

「つけ加えるなら、私の身をあなたに預けますという信しん頼らいの証あかしでもあるわ」

「……ぐっ。で、ですがやっぱりダメです！　イスカを渡わたすわけにはいきません！」

　シスベルがもう片方の手を引っ張ってくる。

　左右から魔女姉妹しまいに押さえつけられて。




「待ちなさい────っっっ！」




　三姉妹の最後の一人。

　次女アリスリーゼの叫さけび声が、夜のリビングに響きわたった。

「騒さわがしい声が聞こえると思ったら……な、なな、何を……イスカを捕つかまえて何をしてるのお姉さま、それにシスベル！」

「アリスお姉さまっ!?」

「あらやだ。シスベルってば部屋の扉を開けっぱなしじゃない。廊ろう下かに声が聞こえてたのね」

　ぎくっと身を竦すくめる三女と、悪びれるどころか楽しげな長女。

　そんな姉妹を睨みつけてアリスが大おお股またで歩いてくる。こちらも就しゆう寝しん前で寝間着のうえにガウンを羽織った軽装だ。

「シスベル、これはどういうことかしら」

「く……見つかってしまいましたか。ですがアリスお姉さまは手出し無用です！」

　末っ子の魔女はイスカの手を離さない。

「この帝てい国こく兵とお姉さまは無関係と聞きました。ならばわたくしが何をしてようが口を出す権利はありません」

「……くっ？」

　弱点を突つかれたアリスだが、それでも動どう揺ようを抑おさえて深呼吸。

「関係はなくても帝国兵よ。この人物は皇おう庁ちようの敵だから、あなたの行こう為いを聞く権利くらいあるでしょう。シスベル、そしてイリーティアお姉さま」

「添い寝ですわ」

「添い寝よ」

「……………………添い寝？」

　アリスがきょとんと目を瞬またたき。

　姉妹が口にした言葉があまりに衝しよう撃げき的すぎて、次女は一いつ瞬しゆん、正常な理性を失ってしまったに違いない。

「────そ、添い寝ぇ!?　な、なななな、何を言ってるの二人とも!?」

「わたくしは真しん剣けんですわ」

　シスベルはイスカの手を離さない。

「従者と別れて不安な夜を過ごすわたくしのために、イスカは快く添い寝を引き受けてくれたのです。さすがわたくしの部下ですわ！」

「だから部下じゃないし!?」

「あらシスベル、それは大いなる誤解というものよ」

　さらに反対側の手を摑んでいるのは長女イリーティアだ。

　イスカが振りほどきたくても、手に力をいれて抵てい抗こうするとまた彼女の胸に触ふれてしまうので迂う闊かつに動けない。

「イスカを屋や敷しきに招いたのは私。ならばこのバカンスの間、イスカは私の所有物ものになったと思うべきじゃないかしら？」

「いいえ！　イスカはわたくしの部下ものですわ！」

「だから待ちなさい───！」

　長女と三女の戦いにアリスが割りこんだ。

「二人ともいい加減にして。イスカは渡さないわ！」

「あらアリスってば、彼とあなたは初対面ではなかったの？　それに帝国兵よ、あなたが戦場で憎にくく思ってる敵じゃない」

「っ……う……うぅぅ!?」

　アリスが歯を食いしばる。

　しきりに天てん井じようを見上げるのは、必死に打開策を見つけようと考えているからだろう。

「そ、そうだわ！」

　その表情にパッと明るさが。

「帝国兵だからこそよ！　大事な姉妹を、こんな危険なのと一いつ緒しよにさせるわけにはいかないわ。噂うわさによると帝国兵は深夜に狼おおかみに変身するって！」

「風評被ひ害がいすぎる!?」

「キミは黙だまってて！……だ、だからわたしはここに来たのよ。愛するお姉さまと妹をこの野や蛮ばんな狼から守るために！」

「狼さんねぇ。そうは見えないけれど」

　イスカとアリスを交こう互ごに見比べて、イリーティアが首を傾かしげる。

「ならアリス。あなたに何か考えでもあるのかしら？」

「わ、わたしがここに泊とまればいいのです！」

　胸に手をあててアリスが宣言。

「わたしも添そい寝ね……じゃなかった。お姉さまとシスベルがこの帝国兵を連れて寝るなら、わたしが彼を見張るために一緒に寝ればいいのです！」

「……いやあのさ、僕は自分の部屋で一人で寝たいんだけど」

「四人一緒で寝るの？　うーん、私のベッドは大きいからそれでも大だい丈じよう夫ぶだけど。シスベルはどうかしら」

「異存ありませんわ」

「だから僕の意見は!?　ちょっとそこの三姉妹!?」

　イスカの悲鳴は届かない。

　この魔女三姉妹は既に、イスカに理解できない高次元の戦いを水面下で繰くり広げているらしい。

「問題はベッドの並び順ですわ」

　シスベルが真剣極きわまりない表情で腕うで組ぐみ。

「ここは一つ。右から年ねん齢れい順にイリーティアお姉さま、アリスお姉さま、わたくし。そしてイスカは左ひだり端はしでいかがでしょう」

「あらシスベル？　それってつまりイスカの隣となりをあなたが独どく占せんするということかしら？　それは公平さに欠けるわねぇ。ね、アリス？」

「わ、わたしは別に……イスカの隣だなんて……で、でもわかりました。そこで揉もめるならクジ引きにしましょう」

　テーブル上のメモ用紙を引き抜くアリス。

　そこから三本のくじを作って「左」「真ん中」「右」と書き込んでいく。

「彼イスカはベッドの左端で固定。あとは三姉妹わたしたちの並びです。『左』と書かれているのが彼イスカの隣で、そこから順に『真ん中』『右』と遠ざかる。これでいかが？」

「わ、わたくしから引きますわ！」

　シスベルが真っ先にクジを手に取って。

「ま、真ん中……つまりイスカの隣ではなく、お姉さまたちに挟はさまれる位置ですか……」

「あらあら。私は右だから、ベッドの一番端はじっこね。ということは」

「や、やったわ！　わたしがイスカの隣よ！」

　最後のクジを握ったアリスが飛び跳はねた。

「やっぱり最後に残ったクジには福があるのね。わたしが添い寝──」

「アリスお姉さま？」

「はっ!?」

　我に返る次女。

「そのはしゃぎようは怪あやしいですわね……」

「こ、コホン。何のことかしらシスベル？　わたしが帝国兵の隣で寝ることで、あなたやお姉さまを守ることができるのよ。理想の並びに他ほかならないわ」

「声が弾はずんでるのは？」

「そ、そんなことないわよ！　帝国兵の隣で寝るなんて嫌いやに決まってるじゃない！」

　ふぅとアリスがほっと一息。

「そして帝国兵のキミ！　こ、今夜だけの特例よ。わたしの隣で添い寝……じゃなかった、隣で寝ることを特別に許可してあげる！」

「いやだから僕は自分の部屋で……」

「わ、か、っ、た？」

「…………はい」

　ご案内という名の連行で寝しん室しつへ。

　その瞬間に、イスカはふわりと甘い香かおりに包まれた。部屋の隅すみにある半はん透とう明めいの器うつわから、白い煙けむりが立ち上っている。

　植物から抽ちゆう出しゆつした精油エツセンスオイルの香りだろう。

　……女の子の寝室なんて。

　……さっきのアリスの部屋に続いて、入ったの人生二度目じゃないか？

　女子寮りようにあるミスミス隊長や音々の部屋を覗のぞくこともあるが、その二人の部屋でさえ、寝室だけはイスカも入ったことがない。

　なのに、まさかこんな試練が待っているなんて。

「ふふ、三姉妹で仲良く寝るなんて何年ぶりかしら。楽しみね」

「……仕方ありません。添い寝は諦あきらめますが、イスカが同じ部屋にいるのならわたくしも安心できるというものです」

　ベッドの右端に寝転ぶ長女イリーティア。

　右から二番目に、三女シスベルが恐おそる恐るながらもうつ伏ぶせになる。

　そして。

「アリス、あなたもベッドに入りなさい。そんなじっと立ってないで。どうしたのかしら、顔が真っ赤よ？」

「イスカどうしたのです、あなたまで顔を真っ赤にして」

「…………」

　イスカとアリスは向かい合い、ベッドの隅で固まったままだった。

「アリスどうぞお先に」

「キ、キミが先に寝るべきよ。わたしは最後でいいわ……！」

「だって僕がベッドの端だし」

「キミこそ客人でしょ！　先に横になるべきよ！……なら、同時にベッドに入ることで折り合いをつけましょう」

　ベッドの右から長女イリーテイア、三女シスベル、次女アリス、そしてイスカ。

　四人が寝転んで、その上に一枚のアッパーシーツを全員でかぶっている。とはいえ四人の距きよ離りがあまりに近い。

　明かりを消せば、イスカの耳に三姉妹の吐と息いきが聞こえるほど。

　……これで寝れるわけないじゃん!?

　……しょうがない、どのみち今晩は寝ずの番のつもりでいたし。

　シスベルの護衛としての務めがある。

　予定としてはシスベルから彼女の通信機を借りて自室に戻もどり、救きゆう援えんを求められることがあれば駆かけつけられるよう待機するはずだった。

　同室で夜を過ごすのだから、それよりもっと確実──

　そう思って目を開けたイスカの、すぐ鼻先に。

「アリス!?」

「……しっ。ダメよ。二人に聞こえちゃうわ」

　横向きに寝ていたアリスが目を開けて、こちらを凝ぎよう視ししていたのだ。

　互たがいの顔が二十センチと離はなれていない。電気を消していても、これだけ近ければアリスの顔がよく見える。

「も、もう二人は寝てるから……静かにしないと起きちゃうわ……」

　ささやくようなアリスの小声。

　そんな彼女の後ろから聞こえるかすかな寝息は、イリーティアとシスベルのものだろう。起きているのは自分イスカとアリスの二人だけ。

「イスカ。その……わかってると思うけど、わたしには王女としての立場があるの。肌はだと肌が触れるのは厳禁よ。気をつけること」

「そりゃ僕だって、そんな変なことする気ないし」

「でもキミが──」

　至近距離で見つめられる。

　アリスの頰ほおが紅色に染まっているのは、きっと緊きん張ちようだろう。それ以外に理由などあるわけがない。

「キミが寝ぼけてわたしに抱だきついてくるなら仕方ないわ。それは無意識だから見み逃のがしてあげてもいいわ……」

「なにその緩ゆるい規則!?」

「ね、念のためよ！　わたしが望んでるわけじゃなくて言ってみただけ。か、勘かん違ちがいするのは良くないわ！」

「あらあら、イスカってば」

　ビクッとアリスがふるえた。

　熟じゆく睡すいしているはずのイリーティアが、突とつ如じよとして声を上げたからだ。

「お、お姉さま、起きてるの？」

「…………」

「……お姉さま？」

　返事はない。

　アリスが様子を窺うかがうために後ろを向こうとした、ちょうどその時に。

「あらイスカってば、いけませんわそんな人前で、大だい胆たんな」

　長女イリーテイアの寝言だったらしい。

　イスカとアリスが気づいたのは、その後からのやりとりだった。

「ふふ、それなら私にも考えがありましてよ」

「……ふぁぁ？　な、何をするのですイスカ。急にわたくしのことを抱きしめるなんて。そんな、わたくしたちにはまだ早いですわ」

　とぼけたシスベルの声。

　どうやらこちらも寝言に聞こえるが。

「つーかまえた。あらあら、イスカってば案外やわらかいのですね」

「イ、イスカ……んっ……いけませんわ。どこを摑つかんでいるのです。い、いやくすぐったい。そんな……大胆な人だったのですね」

「ふふ、可愛かわいい声」

　何のやり取りだろう。

　というよりどんな夢を見ているのだろう、アリスの後ろで、姉妹しまいがどちらも実に楽しそうに寝ね言ごとを繰り返している。

「きゃっ!?」

「っ」

　目の前のアリスが抱きついてきた。

　後ろのシスベルが寝返りを打ってアリスの背中を押して、その玉たま突つきでアリスが自分イスカにくっついてきたのだ。

「ご、ごめんなさい……」

「僕は大だい丈じよう夫ぶだけど、アリスその……離れてもらえると……」

「それが、シスベルが後ろから蹴けってきて戻れないのよ」

「どんだけ寝相悪いの!?」

　これ以上はベッドから落ちてしまう。アリスにくっつかれてもイスカはじっと我が慢まんするしかない。

　……暗いし近いしで、アリスの吐息がすごくはっきり聞こえるし。

　……っていうか僕の息も聞こえてるのか？

　横向きで向かい合う。

　普ふ段だん立っている時はわずかにイスカの背せ丈たけが上でも、いまは枕まくらの位置が同じだから目線の高さまで一いつ緒しよになっている。
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　と──

　自分イスカの胸むな板いたに、アリスの手が触ふれた。それも指先がそっと触さわる程度ではなく、掌てのひら全体でしっかりと。

「……すごい。やっぱりキミ、華きや奢しやに見えても逞たくましいのね」

「どこ触ってるの!?」

「ち、違ちがうのよ。妹シスベルが後ろから蹴ってくるから、それでわたしまで前のめりになっちゃうの！」

　そう言いながらもアリスは手を引っこめようとしない。

「男の人の体温ってすごい熱いのね。火傷やけどしちゃいそう……」

「さっき肌と肌が触れるのは厳禁って」

「こ、これは不ふ可か抗こう力りよくよ！　それにキミも服を着てるから問題ないわ」

「そういう問題かなぁ」

「……わ、わかったわよ。じゃ、じゃあ」

　暗くら闇やみのなか──

　アリスがこくんと頷うなずくのが見てとれる。小ぶりながらも形のいい唇くちびるをかすかに動かして、魔ま女じよの姫ひめはそっとささやいた。

「わ、わたしのも……触る……？」

「……はい？」

「好敵手ライバルとしてよ。わたしがキミに触っちゃってるんだから、キミだってわたしと同じところを触らないと公平じゃないわ」

　アリスが触れているのは自分イスカの胸板になる。

　それと同じというのは、つまり。

「────」

　なかば無意識に、イスカは「その部位」を見下ろしてしまった。

　寝間着の襟えりぐりから覗く細い鎖さ骨こつ。

　その下のあまりに立派な膨ふくらみが、アリスの呼吸にあわせて上下している。長女イリーテイアいわく「王女の包容力」にあたるものを、アリスは十分すぎるほど備えていた。

「あ、ダメ……そんな近くで見ないで……見られる方が恥はずかしいわ……」

　アリスの顔がみるみる赤く。

　吐息がはぁはぁと荒あらっぽくなっているのも、決して気のせいではないだろう。

「は、早く……キミが触りたいっていうのなら……わたしも我慢するから……」

「僕が変態みたいじゃん!?」

「だ、だって、それがわたしたちのルールだし。わたしはキミと公平な戦いをしたいのよ。どんな時だって。────あ、でもそういえば」

「そういえば？」

「…………」

　アリスがじーっとこちらを凝視。

　さっきまでの恥じらう乙女おとめの表情から一転、何かを訴うつたえるまなざしへ。

「ど、どうしたの」

「……見たでしょ」

「何を」

「…………わたしの下着。わたしの部屋でシスベルと一緒に。ぎゅっと摑んでた……」

「ち、違う!?　あれは誤解だし！」

「対等であるべきよね。好敵手ライバルとして」

　アリスのその一言で。

　イスカの背中に冷たいものがよぎっていった。

「そうよ、思い出したわ。わたしの下着をじろじろ見てたんだから、わたしだってキミの下着を見る権利があると思うの」

「それはおかしいだろっ!?」

「対等の条件を望むのはおかしくないわ。わたしはキミの好敵手ライバルとして、キミのすべてを知る権利があると思うの！」

　アリスの手が、イスカの服の裾すそを握にぎり摑んだ。

　引っ張ろうと力をこめる。

「さあキミの下着を見せなさい！　これでわたしたち引き分けよ！」

「どんな勝負!?　って待ったアリスってば！　ああもう燐、燐はどこだ!?　お前の主人がご乱心だから止めてくれ！」

　この場にいないアリスの従者の名を叫さけびながら、イスカは一晩中、アリスを押さえこむ戦いに身を投じたのだった。








Intermission　『天てん帝ていユンメルンゲンとその参さん謀ぼう』









　天帝ユンメルンゲンという人物について──




　ここ単一要よう塞さい領域「天帝国」の首長にして象しよう徴ちよう。

　少なくとも九代目。

　始祖ネビュリスが反旗を翻ひるがえす百年前よりさらに前から、「天帝」という称しよう号ごうは存在し、帝国民には明かされない『天てん上じよう転てん下げの式』なる方法によって選ばれてきた。

　国民はそこに疑問を抱いだかない。

　ここが世界でもっとも栄えい華がを極きわめた国であるからだ。幸福ゆえに、天帝のやり方に異を唱える必要がない。

「金持ち喧けん嘩かせず。衣食足りて礼節を知る──どっちもいい言葉。この国が豊かであるかぎり人民は現状維い持じを求め、社会闘とう争そうを望まない」

　天主府──

　ここ帝都で最古の建造物に数えられる『窓のないビル』。

　赤の混じった土色の建物は、百年前、始祖ネビュリスの反乱で焦しよう土どと化した地で、唯ゆい一いつ残った建造物でもある。

　その内部は、ぜんぶで四つの建物からできている。

　巨きよ大だいなビルのなかに四重の塔ビルが入っており、それらをつなぐのがガラスの渡わたり廊ろう下か。

「というわけで、相変わらず帝都のなかは平和ですよ天帝閣下」

「ご苦労だった璃リ洒シヤ」

　璃洒を出で迎むかえたのは、口ひげを生やした大おお柄がらな軍服の男だった。

　天帝ユンメルンゲンその人。

「ご報告のとおり、八大使徒さんの特務『女王捕ほ獲かく計画』を遂すい行こうします。既すでにウチ以外の使徒聖は帝都を発たちましたので、そのご報告に」

「承知した」

　まっすぐ佇ちよ立りつする軍服姿の天帝が、動いた。

　通れ──そう言わんばかりにガラスの渡り廊下の端はしに身を寄せて、廊下の先を顎あごで指ししめす。

「閣下がお待ちだ」

「はいどーも。ちなみにご様子は」

「いつものように退たい屈くつしてらっしゃる。退屈指数63と仰おつしやっていた」

「90を越こえなきゃ平気でしょ。前はいきなり帝国の外に飛び出したと思ったら魔人サリンジヤーと接せつ触しよくしたなんて言うんだもん、ウチの方が大おお慌あわてですってば」

　天帝ユンメルンゲン、その影かげ武む者しや。

　帝国司令部の代表との面会や、天主府から出る時にはこの男が天帝として用いられる。この男で九代目の影武者というわけだ。

　──頂点はただ一人。

　──天帝ユンメルンゲンは、百年前より一度として替かわっていない。

　ガラス廊下を渡った先。

　四重の塔ビルの最上部『非ひ想そう非ひ非ひ想そう天てん』。

　ほぼすべての煩ぼん悩のうを捨て去った末にいたる天の境地として、古い神学者が定めた領域の名を冠かんするビル。

　そこに入った途と端たん、ツンと強い草の香かおりが璃洒の鼻を刺し激げきした。

「あー。また畳たたみを替えましたね。ウチ、この藺草イグサの匂におい苦手なのに」

『────』

「まあいいですけどねぇ。ウチは。いえ文句じゃないですよ？　天帝閣下に文句なんて、そんなの天帝参謀にあるまじき行こう為いですし」

『────』

　何十枚と敷しきつめられた畳の座。

　靴くつを脱ぬいで上がり、璃洒はリラックスしきった格好でごろんと横たわった。

　目の前に──

　同じように横たわってこちらを見ているモノがいる。

「天帝閣下、どう思います？　此この度たびの特務」

『────』

「なーんか臭におうんですよね。いや皇おう庁ちようへの侵しん入にゆうはうまく行くと思いますよ。しっかり前例もあるし、中央州にもたどり着けるとは思いますが。八大使徒と『被ひ検けん体たいＥ』が裏で繫つながってたらイヤですし」

　眼鏡を外す。

　横になっている時は眼鏡が邪じや魔まであるための、璃洒の習慣だ。わずかにぼやける視界のなかでも「天帝」の輪りん郭かくはハッキリと映っている。

　銀色をした獣のような人のようなモノが。

「どうします？　第一席ヨハイムも離はなれるわけですし、ウチはお側そばにいましょうか？」

　璃洒の役目は天帝参謀。

　たとえ八大使徒の特務だろうが、天帝の側に仕えるのが本来の役目である。

『────』

　天帝の声。

　隣となりで寝ね転ころんでいる璃洒にしか届かない小声で、何かを告げる。

「……まあ確かに。ウチだけサボったら他の使徒聖には怒おこられるでしょうねぇ」

　璃洒が苦笑い。

　それは紛まぎれもなく、天帝の返事を聞いたことによるものだ。

「わかりました。まあせいぜい『被検体Ｅ』とやらを拝むチャンスと思って行ってきます。どんなバケモノになっているやら」








Chapter.4　『一つ屋根の下』












　　　　１




　ルゥ・エルツ宮三階、アリスの私室。

　朝日の差しこむリビングで、アリスは鼻歌を口ずさんでいた。

「ふふ、今日もすばらしい陽気ね。雲一つない青空、澄すみわたった空気。とても清すが々すがしいバカンスだわ！」

「アリス様」

「ああ、今日も希望にあふれた一日になりそうね」

「アリス様っ！　もうどうしたのです、そんな朝から上じよう機き嫌げんな……」

　椅い子すの後ろから、燐リンがひょっこりと顔を覗のぞきこんできた。

　いまはアリスの金きん髪ぱつを櫛くしで梳すいている最中だったのだが、どうやらアリスの鼻歌が気になったらしい。

「え？　そう、普ふ通つうよ」

「普通じゃないから申し上げているんです。そんな朝から鼻歌なんて……いつもは朝からどんより曇くもった表情ではありませんか」

「それは毎日毎日、書類にサインばっかりさせられる仕事があるからよ。この別べつ荘そうにいる間はそんな心配ないもの」

「それだけですか？」

「ええそうよ」

「……怪あやしい」

　燐がアリスの金髪を手で撫なでる。

　髪かみの一本一本が、陽ひを受けて純金の糸のように照り輝かがやいている。それでいて手て触ざわりは絹のように滑なめらか。

「アリス様、今日は髪の潤うるおいが違ちがいますね」

「そうかしら？」

「肌はだもツヤツヤでお化け粧しようのノリが違いましたし……なんていうか、今日のアリス様はいつも以上に生気に満ちておられます」

　そして頰ほおもピンク色に上気している。

　その上で鼻歌なのだから、燐が気になるのも無理はない。

「何があったのでしょう。昨晩、イリーティア様の部屋で泊とまったと聞いておりますが、何かそこで良いことが？」

「……良いこと。そうね、たまには三姉妹しまいで一いつ緒しよに寝るのもいいわ」

　声を弾はずませて、アリスは後ろの従者にそう答えた。

「激しい勝負だったわ」

「はい？」

「シスベルとお姉さまが起きないように声を抑おさえるのが大変だったけど、なかなか充じゆう実じつした攻こう防ぼうだったし」

「……あの、ええと？」

「さすがは元使徒聖ね。鉄てつ壁ぺきの守りで最後までわたしに抵てい抗こうするなんて。あともうちょっとで男の子のヒミツを解き明かせたのに。……あ、破は廉れん恥ちな真ま似ねじゃないわよ。先にわたしの下着を見たんだから、これは真っ当な報復戦だもん」

「だから全然わかりませんってば!?」

　もちろんアリスも言えるわけがない。

　一晩中、イスカの服をめくろうと戦っていたなど、正直に言ったら変な表情をされるに決まっている。

　……いいの。誰だれにも理解されなくたって。

　……わたしとイスカだけの勝負だもん。わたしの心が満たされるならそれでいい。

　最終的にはアリスが疲つかれて寝てしまった。

　朝起きた時には彼イスカはベッドにいなかったけれど、それでもアリスの胸中は満足感でいっぱいだ。久しぶりに彼と「取っ組みあい」をしたことが、こんなにも刺激ある充じゆう足そくを与あたえてくれるなんて。

「アリス様、髪の手入れが終わりました」

「ありがとう。さ、今日はどうしようかしらね。天気も良いし、外に出るのもいいかしら」

　室内からベランダへ。

　そこから別荘の裏庭を見下ろすアリスの目に、昨夜に激げき闘とうを終えたばかりの好敵手ライバルの姿が飛びこんできた。

「イス────ってダメよダメよ」

　声をかけたいがぐっと我が慢まん。

　自分とイスカは知らんぷりの関係なのだ。それに後ろには燐がいる。自分が声をかけることを快く思わないに違いない。

「む。帝てい国こく剣けん士し」

　案の定、裏庭にいるイスカを見て燐がたちまち不ふ機き嫌げん顔に。

　そこには帝国部隊三人の姿もある。それぞれゴルフクラブを握にぎっているのは裏庭のゴルフスペースを使うつもりなのだろう。

「あいつら……あれはルゥ家の施し設せつだぞ。いくら客人扱あつかいだからって帝国軍人に使わせる気か。まったく誰だ、裏庭に案内したのは」

　イスカとミスミス隊長の二人はアリスもよく知っている。

　もう二人はジンと音ネ々ネだっただろうか。こちらの二人とは挨あい拶さつをかわしただけで、まだ人ひと柄がらはわかっていない。

　……わからない方がいいわね。

　……変に意気投合しちゃって、戦場で気の迷いが生じるよりは。

　ベランダからアリスが見守るなか、帝国の四人がゴルフをし始めた。

　ネットめがけて、クラブでボールを打つだけ。

　バッティングセンターのようにひたすらボールを飛ばす。単調すぎて子供の頃ころにアリスはすぐに飽あきてしまったのだが。

「……楽しそうですねアリス様」

「……すっごい満まん喫きつしてるわね」

　四人ともゴルフ初心者なのだろう。まず地面に置いたボールを狙ねらってもクラブが空から振ぶり。当たってもコロッと地面を転がるだけで飛んでいかないのだが、四人はそんな失敗さえも楽しげに遊んでいる。

「しかし意外だな」

　燐の独り言。

「帝国剣士の奴やつ、あれほど剣の腕うでが立つのに、ゴルフの素す振ぶりは素人しろうとか？」

　そう。

　四人のなかで一番下手なのが意外なことにイスカだった。身体能力は確かなはずだが、クラブを素振りする姿勢がぎこちない。

　……なんだか見てると焦じれったいわね。

　……ああもう、わたしがあの場にいたら手ほどきするのに！

　ベランダから眺ながめるだけなのがもどかしい。

　そんなゴルフ練習場に、昨晩一緒に寝ていた三女シスベルがやってきた。妹は何をする気だろう？　首を傾かしげるアリスの見守るなかで──

「ふふ、皆みなさん楽しんでおられますわね」

　柔にゆう和わな笑えみを浮うかべて、さりげなく四人の輪にまざる妹。

「まあイスカ、その打ち方ではボールが飛びませんわ」

「え。そうなの？」

「わたくしが手ほどきしてさしあげましょう。まずはクラブの握り方から。あら肩かたに力が入りすぎですわ。もっと優やさしく……そう……」

　実にさりげなくイスカの隣によりそう妹。

　イスカの背中に抱だきつくように手を回し、ゴルフクラブを二人で握りあう。

「あ、あの子!?」

「どうやら奴らをゴルフ場に呼んだのはシスベル様のようですね。……しかし何のつもりでしょう。わざわざ帝国部隊を歓かん迎げいするとは」

　ふしぎそうに首をかしげる燐。

　だがアリスにはわかる。あれこそが妹の狙いなのだと。

　彼イスカのクラブを横から一緒に握るシスベル。それがアリスの目には、あたかもウェディングケーキを入刀する新しん郎ろう新婦のように見えた。

　……あの子、またわたしの好敵手ものに手を出して！

　……いえイスカだけじゃないわ。まさか本気で、あの部隊四人を部下にする気？

　イスカがなびくことはないと信じているし、他の三人も帝国を裏切るとは考えにくい。

　ただし理性と感情は別である。

　妹シスベルがイスカに迫せまる姿を見れば、アリスも心中穏おだやかではいられない。

「……あの子、あとでお説教ね」

「アリス様。なんだかすごい形相ですが、そんな顔でお見送りされないよう気をつけてくださいね」

「……お見送り？」

　はて何だっけ。

　しがみつく燐になだめられ、動きを止める。

「イスカたちを帰すにはまだ早いでしょ？」

「奴らではありません。アリス様、ご自身の役目を思い出してください。アリス様が昨夜に交こう渉しようされたのではありませんか」

　燐が後ろからそっと耳打ち。

「イリーティア様のお帰りです。王宮で、女王様がお待ちですから」
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　ルゥ・エルツ宮三階。

「シスベル様、タオルの替かえをお持ちしました」

「……ありがとう。そこに置いておいて。わたくしも着替えますわ」

　使用人の少女が退室していく。

　扉とびらが閉まるのを背に、シスベルはからからに渇かわいた喉のどを冷水で潤した。首から流れ落ちる汗あせをタオルで拭ぬぐって、シャツを脱ぬいで下着姿に。

「……わたくしとしたことが」

　姿見鏡スタンドミラーに映る自分の頰は、今しがたの運動ゴルフによってほんのりと上気している。

　ほんの気まぐれのはずだった。

　……どうせ別荘に囚とらわれているならって、時間つぶしのはずだったのに。

　……そうしないと従者シユヴアルツがいないことの不安で心が潰つぶされそうだから。

　ゴルフ未体験だというイスカたちに、ゴルフの手ほどき。

　それが──

　楽しかった。最初は後ろから見守るだけのはずが、手ほどきになり、実演にいたって、最後は帝国部隊の四人にまざって遊んでしまっていた。

　……いけませんわ。帝国部隊なのに。

　……アレでは護衛の域を超こえてしまいます。

　着替えが必要なほどに汗を搔かいてしまった。それくらい夢中だったのだろうと思う。

　そよぐ風。

　窓から入ってくる薫くん風ぷうが、汗ばんだ肌はだに心地よい。服を着るのも忘れ、しばし下着姿で風に身を委ゆだねて。

「シスベルってば、お昼前から黄昏たそがれちゃってるの？」

　心地よい肌の火ほ照てりが。

　その一声で、氷海に投げ込まれたかのようなゾッと冷たい寒気に変わった。

「お姉さま!?」

「ノックはしたわよ？　だけど返事がないんだもん。入ってきちゃった」

　声は後ろから。

　シスベルがふり返る間もなく、背中に長女イリーティアが抱きついてきた。動けない。獲え物ものを捕とらえて放さない肉にく食しよく獣じゆうさながらの勢いで、だ。

「な……なんの用です……」

　喉から絞しぼりだす声がふるえてしまう。

　──昨晩とは違ちがう。

　──昨晩の姉とは雰ふん囲い気きが別人？

　妹だからこそわかる。姉の柔やわらかい言葉づかいに滲にじんだ無機質な感情。道ばたの石ころに話しかけるような、抑よく揚ようのない声ではないか。

「わたくしは着替えの最中で……お姉さまは……もう王宮に戻もどられるはずでは……」

「そのお別れの挨拶に来たのよ」

　ささやくように、第一王女。

「楽しかったわシスベル。あなた滅めつ多たに人前に出てこないんだもの。部屋に籠こもって食事も部屋に運ばせて。いつも一いつ緒しよにいるのは従者くらいでしょ？」

「そ、それは……」

「ああそうそう。従者といえば」

　姉の吐と息いきがクスッと笑えんだ。

　その豊かな胸を、妹の背中に乗りかかるように押しつけて。

「シュヴァルツが誘ゆう拐かいされたのでしょう。あなたも大変だったわね」

「──────っ!?」

　従者が誘拐された。なぜそう言いきれる？

　シュヴァルツは確かに行方ゆくえ不明だ。この中央州に入ったところで音信を絶った。だが、まだ誘拐されたとは決まってない。

　……交通事故や急病での入院だって可能性は捨てきれない。

　……シュヴァルツが消えた理由は、わたくしだって特定できていないのに!?

　唯ゆい一いつ、彼を襲おそった者のみが真実を知っている。

　つまり。

「…………っ……ぁ……」

　声が出なかった。犯人はここにいたのだ。




〝やあシスベル君、兵隊補充リクルートに精が出るね〟

〝仮か面めん卿きようっ!?　な、なぜこの地に……〟




　独立国家アルサミラで、仮面卿に自分の行き先を漏もらした密告者。

　従者シュヴァルツを誘拐した張本人。

　……ルゥ家の裏切り者は。

　……イリーティアお姉さま、あなただったのですね！

　そう言いたくても返事が怖こわすぎる。歯の根が合わず、極度の緊きん張ちようで唇くちびるがカラカラに乾かわいていく。

「あらどうしたの。ふるえてるわ。風で身体からだが冷えたのね？　そんな裸はだかみたいな格好だし、あなたは身体も丈じよう夫ぶじゃないんだから」

　後ろから抱きつく手の力が、締しめつけるように強さを増していく。

「何か不安でもあるならお姉さんが聞いてあげるわよ？」

「お、お姉さま……っ」

「大丈夫よ」

　背中に押しつけられる圧力が、ふっと消えた。

「屋敷ここでおとなしくしていれば従者は帰ってくるわ。私、そんな気がするの」

「──────っっ！」

　バネのような勢いで振ふり返る。

　だが長女イリーティアは、既すでに部屋の扉を越こえていった後だった。
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　ルゥ・エルツ宮、東ひがし棟とう。

「はいあと十八、十七、十六……隊長、いつもよりキレが悪いよ？」

「だ、だって……アタシたちさっきまでゴルフしてたじゃん。もうクタクタだもん！」

　イスカにあてがわれた客室の、廊ろう下か。

　音々を背に担かついだミスミス隊長が、汗だくでスクワットを繰くり返す。それを見守るジンとイスカは既に鍛たん錬れんを終えて休きゆう憩けい中。

「ゴルフ？　隊長ボスはクラブを空から振ぶりしてただけだろうが」

「だーかーらー。それはアタシが運動音おん痴ちじゃなくてボールが避さけるからなの！　ゴルフボールが！　アタシのクラブから逃にげていったんだって！」

「この世界のどこを見わたしてもボールが逃げるなんて科学的論ろん拠きよはねぇよ」

「あるよ！　絶対あるんだから！……あぅ。叫さけんだらますます苦しい……！」

　滝たきのように汗を噴ふきだしながらよろめく小こ柄がらな女隊長。

「ね、音々ちゃん……あと何回だっけ」

「あと二十五回」

「増えてる!?　音々ちゃん絶対増やしたでしょ!?」

　断だん末まつ魔まじみた隊長の悲鳴がこだまする。

　その奥のリビングでイスカは、ジンが珍めずらしくも「何もせず」テーブル脇わきの椅い子すに座っていることに気がついた。

「ジン、銃じゆうの整備は────あっ。そっか」

「没ぼつ収しゆう済みだ。お前の星せい剣けんもだろうが」

　ジンが椅子の背によりかかる。

　その姿がどこか物足りないように感じたのは、普ふ段だんのジンなら訓練後には銃の手入れが日課であるからだ。

　帝てい都とでも、独立国家アルサミラでも、皇おう庁ちように入ってからも一日とて欠かさない。

　……僕らの中で狙そ撃げき手しゆってのは一番繊せん細さいな感覚を求められる役だから。

　……ジンからすれば銃に触ふれないっていうのは不安だろうな。

　むろんイスカも似た状じよう況きようだ。

　星剣の感かん触しよくは手が覚えているしイメージトレーニングも欠かさない。今はむしろ、没収された剣がどんな状況で保管されているのかが不安の種である。

「イスカ」

「ん？」

「俺らの武器と通信機を没収したのは、あの胡う散さん臭くさい女だった。だがアイツはもう昼前に帰るって話だったな」

　名を出さずともわかる。

　第一王女イリーティア。二重スパイとして帝国と繫つながっていたと本人は言っていたが、イスカたちにそれを確かめる術すべはない。

「俺らの装備は？　アイツが王宮に戻るときに持ち逃げされたらどうしようもねぇぞ」

「……さすがにそれは無いと思いたいけど」

　使用人に尋たずねる？

　まず答えは返ってこないだろう。長女イリーテイアがここを去ったのだから次女アリスか三女シスベルの許しがなければ。

　……アリスには頼たのめない。僕らの関係は秘密のままだから。

　……かといってシスベルに頼むと、後々で変な恩を作ることになるし……

　コツン。

　微かすかなノックが、部屋の外から聞こえてきたのはその時だった。扉の前でトレーニング中だった音々とミスミス隊長が扉とびらを開ける。

　その二人が息を吞のむ気配が、イスカまで伝わってきた。

「シスベル？」

　廊下を伝って歩いてくる、ストロベリーブロンドの髪かみの少女。

　だが、これはどういうことか。

　さっき裏庭で一緒にいた時はあんなにも朗ほがらかな笑顔だったのに、いま現れた少女は、目の光が消えた土気色の顔色だった。

「────」

　目の前で第三王女がくずおれる。

　絨じゆう毯たんに膝ひざをついて床ゆかに激げき突とつする。その寸前で、イスカは少女の身体を受けとめていた。

「っ、どうしたんだ」

「シスベルさん？　え、ど、どうしたの！」

　尋じん常じようではない。

　ジンが椅子から立ち上がって、ミスミス隊長が廊下から彼女を追いかけてやってくる。帝国兵四人に囲まれて。

「……イスカ……」

　顔を上げる彼女に、思わず息を吞む。

　第三王女シスベルが唇を嚙かみしめ、懸けん命めいに嗚お咽えつを堪こらえていたからだ。

「たった今……わかりました……」

　何が。

　そう問うより早く、シスベルがぎゅっと自分イスカの腕うでにしがみついてきた。

　縋すがる少女が、全身全ぜん霊れいの力をこめて。

「裏切り者はイリーティアお姉さまです……お姉さまが女王を裏切ろうとしている黒幕に、間違いありません！」
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　ネビュリス王宮──

　蒼そう穹きゆうを衝ついて伸のびる塔とう「月の塔」。

　始祖の末まつ裔えいゾア家の官かん邸ていであり、ここに仕える者すべてが、ゾア家の思想に心しん酔すいした者たちである。

　その地下室。

　四重の壁かべによってしきられた密室『月つき陰かげ』は、この塔が建設された後にゾア家の現当主の手によって増設された空間だ。

　ルゥ家もヒュドラ家も知らない部屋。あの恐おそるべき『灯ともしび』のシスベルも、部屋の場所を知られなければ会話を盗ぬすみ聞きすることは適かなうまい。

「いま、ルゥ家の長女イリーティアが王宮へ戻もどってきました。ルゥ家の別べつ荘そうから」

　部屋に並ぶ六人のゾア。

　いずれもが始祖の血脈であり、強大な星せい霊れいを宿した純血種である。

「さらに今し方の情報ですが、そんな彼女が体調を崩くずしたという理由で、女王との謁えつ見けんを断ったそうですな」

　声を上げるのは仮面で素す顔がおを隠かくした礼服姿の男。

　仮面卿オンと呼ばれるこの男が、ゾアの血脈の参さん謀ぼう的立場にある。

「おそらく今日明日は出てこないでしょう。何の時間稼かせぎかは気になりますが」

「……あの娘むすめか」

　しわがれた声が、密室に小さく広がっていく。

　ゾア家当主「罪」のグロウリィ。

　齢よわい七十を過ぎ、車くるま椅い子すによって支えられた肉体は弱々しい。

　深い皺しわと老人斑はんの浮うかんだ老人だが、この男こそがゾア家でもっとも恐るべき星霊使いであることを知らぬ者はいない。

「現女王ミラベアの第一王女……二十年前……あの娘が生まれた時のことはよく覚えている。あの娘の星霊を見た時……私は……次の女王聖別儀礼コンクラーヴエの勝利を確信したものだ」

　あまりに役立たずの星霊ちから。

　イリーティアの『声』の星霊は、聞いた声を記き憶おくしてそれを真ま似ねる。

「ただのオウム返し。あれでは女王にはなれまい。そう確信したものだ……」

　それが過あやまちだった。

　第一王女イリーティアは、ゾア家が思いもよらぬ星霊術を披ひ露ろうしてみせた。それがあの女王暗殺計画だ。




〝さよならだ、ルゥ家の諸君〟




　女王の間で爆ばく発はつが起きた時──

　ネビュリス８世をはじめ、その部下たちが口々に発した証言が「爆発の直前に、仮面卿の声を聞いた」というものだ。

　それが状況証しよう拠ことなって、ゾア家は謹きん慎しん処分を受けている。

　真犯人が捕つかまるまでの容疑者としてだ。

「オン、してやられたな……」

「ええまったくです。私も咄とつ嗟さには気が回りませんでしたよ」

　当主の言葉に、仮か面めん卿きようは素直に肩かたをすくめてみせた。

「女王の間で聞こえた声は、あの第一王女イリーテイアが星霊術ででっちあげた偽の声でした。私に罪をかぶせるためのね」

　爆発時、イリーティアも女王もろとも炎ほのおに吞のみこまれる直前だった。

　そんな者が犯人のワケがない。

　だが彼女は見み透すかしていたのだろう。ネビュリス皇庁の女王に君臨する者ならば、確実にあの爆ばく風ふうを防ぐことができると。

「そこに一枚嚙んだのがヒュドラ家でした。女王の間を爆発させた下手人がヒュドラ家で、イリーティアが爆発のタイミングで私の声をでっちあげた。それが真相。といってもそこに至ったのは私もつい先日です」

「オンよ、女王にそれは伝えたか？」

「必要ありません。第三王女シスベルがじきに戻ってきます。そして女王暗殺計画の映像を再現し、皆みなの前で真犯人が明らかになる」

　星ルウと太陽ヒユドラは失しつ墜ついして地平線の彼方かなたに沈しずむだろう。

　おのずと月ゾアの輝かがやく時代が来る。

「ただし一つ気になります」

　腕うで組ぐみし、仮面卿は部屋の天てん井じようをしばし見つめた。

「彼女イリーテイアは聡そう明めいです。妹シスベルの星霊ならば女王暗殺計画の首しゆ謀ぼう者しやが彼女とヒュドラ家だとわかるのは時間の問題。なぜこんな強ごう引いんな手を打ったのか……」

「裏があると？」

「私はそう読みます。もう一花咲さかす用意があるのかも。というわけだよキッシング」

　当主グロウリィに頷うなずいて、仮面卿は隣となりに立つ少女へと声をかけた。

　──棘とげの純血種キッシング・ゾア・ネビュリス。

　黒くろ髪かみの少女は、かつてイスカが相まみえた時と同じく眼帯で両目を閉とざしている。

　成長次し第だいでルゥ家のアリスリーゼをも上回る星霊使いになると、ゾア家が特とく殊しゆな訓練を施ほどこしている切り札の一人。

「警けい戒かいを怠おこたってはいけないよ。『何か』が起きるとすれば、おそらくこの数日中だ」




　　　　[image: にじゅうせん][image: にじゅうせん][image: にじゅうせん][image: にじゅうせん][image: にじゅうせん][image: にじゅうせん][image: にじゅうせん][image: にじゅうせん]




　夜十一時の鐘かねが鳴る。

　ルゥ家の別荘であるここルゥ・エルツ宮ですべての使用人が職務を終えて、ひっそりと夜の一ひと時ときをくつろぐ刻とき──

「どっからどう見ても『黒』だな。完全な自白だ」

　シスベルの私室。

　灯の星霊が映像化したやり取りを見終えて、ジンが淡たん々たんと言葉を続けた。

「シュヴァルツとかいう爺じいさんの誘ゆう拐かいを計画したのはお前の姉だ。でなきゃ『従者が誘拐されたそうね？』なんて言葉は出ない」

「ジン君!?」

「率そつ直ちよくな意見を聞きたい。そう言われたから答えたまでだ」

「そ、そうだけどぉ。言い方が……」

　歯に衣きぬ着せないジンの言葉に、おずおずと口を挟はさんだのはミスミスだった。

　ソファーに座るシスベルは無言。唇くちびるを嚙みしめて、太ももの上で拳こぶしを握にぎりしめて耐たえ忍しのんでいる。

　その姿は、イスカの目からもあまりに痛々しい。

「ジンさ」

「ん？」

「……彼女、なんで自分が犯人だなんて明かしてきたと思う？」

「さあな。心当たりがあるとすれば牽けん制せいだ。最後の一言──『屋敷ここでおとなしくしていれば従者は帰ってくる』ってのは、要するに『ここで何もするな』ってわけだ」

「僕らがこの屋や敷しきから出ないことも含ふくめて？」

「そんなところか。ただし」

　銀ぎん髪ぱつの狙そ撃げき手しゆが壁によりかかる。

　その肩に、自分の愛用する狙撃銃を携えて。

「屋敷の中では何をしようと構わない。没ぼつ収しゆうされた俺たちの武器を回収して返すっていうのも長女イリーテイアからは禁じられてなかった」

　ミスミスと音々の銃じゆうも手元にある。

　そしてイスカの星せい剣けんも、黒と白の二振ふりがテーブルに置かれていた。いずれも屋敷の倉庫からシスベルが見つけてきたものだ。

　──長女イリーテイアへの無言の抵てい抗こう。

　三女シスベルにできる、これが唯ゆい一いつの行動だったに違ちがいない。

「で、どうするんだ雇やとい主殿どの。俺らに武器を渡わたされても、これで王宮までいって姉に復ふく讐しゆうしてこいってのは無理だぞ」

「……そんな気はありませんわ」

　強い声。

　イスカが耳を疑うほどに、第三王女の声には芯しんがあった。

「お姉さまは王宮に帰き還かんしました。わたくしが動かずとも女王がお姉さまを尋じん問もんするでしょう。なぜわたくしをこんな別荘に閉じこめたのか」

「で？」

「あとは時間が解決してくれます。八日後に王宮へ戻り、わたくしは女王暗殺を企くわだてた犯人をあぶり出す。それで終わりです」

「間に合うか？」

「……え」

「俺がお前の立場なら『この機タイミングで牙きばを剝むく』」

　ジンの返事に、シスベルが呆あつ気けにとられた表情で聞き返した。

「どういう意味ですの!?」

「今すぐ王宮へ直行だ。そこでお前の星霊で女王暗殺の犯人をあぶり出す。八日間ここで待つのは選せん択たく肢しにない」

「っ!?　そ、そんなことをすれば従者シユヴアルツの命が……」

「危険に晒さらされるだろうな。だが一つ言える。お前が別荘ここにいる八日間以内に、何かとんでもないことが起きる可能性がある」

「……それは、お姉さまが十日間という約束に拘こだわったからですか？。その日数以内に何かを起こす気だと」

「そういうことだ」

　銀髪の狙撃手が、忌いま々いましげにそう吐はき捨てた。

「動かないなら動かなくていい。だがいつでも王宮に戻れる用意はしておけ」

「優やさしいのですね」

「ん？」

「その進言はわたくしの護衛任務には含まれていません。それでもわざわざ言ってくれるのは、わたくしの身を案じてくれたから？」

「…………」

　ジンは無返事。

　そんなぶっきらぼうな反応に、シスベルが小さく噴ふきだした。

「痛み入りますわ。重々、心に留めておきます」

　誰だれもが緊きん張ちようを滲にじませて。

　口数を控ひかえたまま時間だけが過ぎていく。イスカたちがシスベルの護衛にあたるなか、その日、ルゥ家の別べつ荘そうでは何一つ異常は見当たらなかった。
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　翌日──

　イリーティアが別荘を離はなれてから丸一日が過ぎた、夜十一時。

「……怪あやしいわ」

　私室のテーブルで、アリスは頰ほおを膨ふくらませて肘ひじをついていた。

「昨日から今日もずっとよ。イスカもシスベルもわたしと目を合わせようとしない。何かあるわ。燐、あなたはどう思う？」

「むしろあるべき態度です」

　対面に座る燐は、テーブルに暗器を並べて点検中。

　投とう擲てき用のナイフ十二本に針に鉄線、さらに毒薬、睡すい眠みん薬やくのカプセルも。これだけのものをよくぞ日々隠かくし持っているとアリスが感心するほどだ。

「シスベル様は元より寡か黙もくな方です。帝てい国こく剣けん士しも、アリス様との関係を知られぬよう口を閉じているのでしょう」

「そうじゃないのよ。こう……なんていうの、秘ひめてる感じ？」

　廊ろう下かですれ違った時に感じたのだ。

　妹の表情が違う。長女イリーテイアが王宮に戻もどった昨日からだろうか。何かを覚かく悟ごしたような、いつになく強い表情をしていた気がする。

　……イスカに聞きたいけど。

　……この屋敷じゃ迂う闊かつにそんなこともできないし。

　一つ屋根の下に彼がいる。そんな状じよう況きようが今までなかったわけではないが、使用人たちの見ている前で『知らんぷり』し続けるのはどうにも息苦しい。

　もどかしい。

　こっそりイスカを呼びだして話そうにも、妹シスベルの星せい霊れいで会話を聞かれる恐おそれがある。

　……ああもう、我が妹ながらとんでもない星霊ね。

　……内ない緒しよ話ばなしもできないなんて厄やつ介かいすぎるわ。

　裏を返せば、それゆえに必要なのだ。女王暗殺未み遂すいの事件も何もかも、シスベルならば真実を暴あばくことができるだろう。

　そしてその容疑者の一人──

「燐、イリーティアお姉さまはどうしてるかしら」

「昨日のうちに王宮に戻られたきりです。急に体調を崩くずされたとのことで、昨晩は部屋でお休みになられたと」

　刃やいばをスカートの裏側へ。鉄線を袖そでに隠してしまいこむ燐。

　アリスの目にはまるで手品のように消えてしまう暗器の数々。この卓たく越えつした技能はさすが自分の護衛である。

「女王陛下から一夜のみの静養が許可されています。それが昨晩でしたから今晩には女王の間で聴ちよう取しゆがあると思われます」

「……ちょうど今いま頃ごろかしらね」

　なぜシスベルを別荘に連れこんだのか。

　女王みずからが娘むすめを問い詰つめる。ある意味、かつて例のない異い端たん審しん問もんが行われる。

「いい気分ではないわね」

「はい。女王様も同じ気持ちでいらっしゃるでしょう。いざとなれば娘を牢ろう獄ごくに入れなければならない。その覚悟でおられるはず」

「…………」

　口の中が苦い。

　策さく謀ぼううずまく血の争いだ。誰が何を企たくらんでいるのか常に疑い、自分の本心を包み隠す。この閉へい塞そく感かんだけは慣れる気がしない。

　既すでに女王聖別儀礼コンクラーヴエは始まっているのだ。

「燐、お風ふ呂ろにいきましょう。少しゆっくりし──」

　言いかけたアリスの眼下で、通信機が鳴りひびいたのはその時だった。

　緊きん急きゆうを告げる報しらせが──
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　夜空の色が深く、濃こく、強くなっていく。

　肌はだ寒ざむい。

　昼のうちに暖められた大気が、太陽が沈しずむにつれ緩ゆるやかに熱を失って冷めていく。

「イリーティア、夜を怖こわいと思ったことはありますか」

「いいえ。お母様はそう思うのですか？」

「少しそう感じます。この齢よわいになって、夜の寒さが怖いと思い始めました」

　ネビュリス王宮。

　ここ女王の間には空調機を入れない。百年前からのしきたりに疑問を持っていたが、その理由を女王ミラベアはようやく理解できた気がする。

　──肌寒さを感じるほどの、肉体の衰おとろえ。

　それが女王交代の時期であると、この女王の間が教えてくれている。

「中々に難しいですね。これでも年ねん齢れいの割には見かけも若いつもりですし、ひそかに体力だって維い持じするよう心がけているのですが」

「お母様」

　翡翠色エメラルドの髪かみの王女が、ふっと口元をやわらげた。

「そんな悲しいことを仰おつしやらないで。まだまだ現げん役えきでいてもらわねば困ります」

「いいえイリーティア。悲しいのは私の肉体の衰えではありません」

「というと」

「私の大事な娘たちが互たがいに啀いがみあい争っている。それが悲しいのです」

　しん、と空気が凍こおりつく。

　夜の冷気よりも遥はるかに張りつめた氷の吐と息いきで。

「イリーティア、なぜ三女シスベルをルゥ家の別荘に連れこんだのですか」

「…………」

「いま私は二人の犯人を追っています。一つは八日前にここで起きた暴力政変クーデターの犯人。もう一つが、独立国家アルサミラに向かったシスベルの行き先をゾア家に伝えた犯人。そのどちらも、あの子シスベルが戻ってくれば簡単に真犯人が見つかるはずです」

　それを妨ぼう害がいした。

　三女シスベルに戻って来られると困る理由があった。そう解かい釈しやくするのが自然だろう。

「暴力政変クーデターは、女王の間を爆ばく発はつさせた犯人はゾア家かヒュドラ家で確定でしょう。問題はその片割れです。私があの扉とびらに近づいた瞬間タイミングでの爆発。つまり女王の間の内側にいる誰かが指示した可能性が高い」

　ではどうやって爆発を指示したか。

　それが、あの声だ。




〝さよならだ、ルゥ家の諸君〟




　あれは暴力政変クーデターの布告ではなかった。

　女王ネビュリス８世が扉に近づいた瞬間を、扉の外に伝える信号だったのだ。

「イリーティア、あなたの星霊ならば可能ですね」

「…………」

「あなたなら仮か面めん卿きようの声を偽ぎ造ぞうできる。よく考えたものです。あの一声で爆発の瞬間タイミングを堂々と伝えることができるし、さらにその責任をゾア家に被かぶせることができる」

「お待ちくださいお母様！」

　第一王女が叫さけんだ。

　堰せきを切ったように、喉のどをふるわせてありったけの声量で。

「私はそんな、そんな恐ろしいことなんて企んでいませんわ。そもそもあの時、お母様に守ってもらわなかったら私も爆風に焼かれていました！」

「…………」

「だってそうでしょう。お母様を襲おそった爆発が成功していれば私も犠ぎ牲せいになっていました。こうしてお母様が無事でも結局は疑われることになる。どちらに転んでも不利益しかないではありませんか！」

「……たしかにその通りです」

　女王が嘆たん息そく。

「ごめんなさいイリーティア。あなたが犯人ではないと私も信じたい。ですが現在、容疑者の一人であることは拭ぬぐいきれません」

「謹きん慎しん処分ならば承うけたまわりますわ。妹たちが帰ってくるまで私は一歩も部屋から出ません」

「そのシスベルですが」

「お母様、もう王宮に戻ってきていいとお伝えください」

　長女がにこりと微笑ほほえんだ。

　振ふり返るように、背後にある時計塔とうを見上げて時間を確かめる。

「──時間ぴったり」

「え？」

　娘の呟つぶやきを理解する間は、なかった。




　──魔ま女じよの楽園が、ふるえた。




　轟ごうッとうなる衝しよう撃げきが夜を劈つんざく。

「なっ!?」

　ネビュリス王宮の地じ盤ばんを根元からひっくり返すような地じ響ひびきに、女王ミラベアは大きく体勢を崩していた。

「な……バカな……」

　地じ震しん？　違ちがう。

　炎ほのおの舞まう戦場を駆かけめぐった一いつ介かいの星霊使いとして、ミラベア・ルゥ・ネビュリス８世は記き憶おくしていた。これは帝てい国こくの砲ほう撃げきであると。

　ここはネビュリス皇おう庁ちようの中央州。

　過去に一度たりとも帝国軍の侵しん入にゆうを許していない聖域だ。それがなぜ──

「まさか……そんなはずは！」

　女王の間の階段を伝って、二階へ。

　修しゆう繕ぜんしたばかりの窓から外を見下ろす。そこに映る紅ぐ蓮れんの景観に、女王は今度こそ言葉を失った。




　王宮が燃えていた。




　何億という火の粉が空を舞い、夜の中庭が炎に包まれている。

　王宮の外に広がる街は何事もなく。

　この星の要よう塞さいだけが、帝国軍からの集中砲ほう火かによって燃えていた。








Secret　『侵しん攻こう計画　─48時間前そして24時間前─』









　刻を、二日間ほど遡さかのぼる──

　第九〇七部隊イスカたちがルゥ家の別べつ荘そうに招かれた日の、その早朝。




「帝国軍が皇庁の国境を越こえたそうですわ。使徒聖の統とう括かつする精せい鋭えいだそうです」

「いい具合だね。あとは侵攻を待つだけ。ヒュドラ家われわれはおとなしく謹慎処分で塔に留とどまっているとしよう」

　朝焼けのテラスに照らしだされる、美男と美女の共演。

　ヒュドラ家の住まう太陽の塔で。

「女王が失われる理由はあくまで帝国軍でなくてはいけないから、ね」

　筋きん骨こつ逞たくましい壮そう年ねんの男が、ゆっくりと椅い子すに腰こし掛かけた。

　ヒュドラ家当主『波は濤とう』のタリスマン。

　純白の格式高いスーツには皺しわ一つない。彫ほりの深い目鼻立ちに形のいい眉び目もく、鈍にぶい銀ぎん髪ぱつを清潔にまとめた姿は齢四十にしてますます麗うるわしい。

「厄やつ介かいなのは君の妹君かな。特にアリス君の方だ」

「はい、強さに関してはルゥ家で随ずい一いちでしょう。姉として誇ほこらしいくらい」

　対面に腰掛ける第一王女イリーティア。

　足を組むその仕草さえ計算されつくしたように艶なまめかしい。

「アリスが女王の守りに徹てつすれば、帝国軍も手出しはできませんわ。もとよりネビュリス王宮は、帝国軍が攻せめるには不利な地形です」

「ならばどうにかして、女王とアリス君を引き剝はがさなければいけないね？」

「その件ですが」

　イリーティアが身を乗りだした。

　前まえ屈かがみ。大だい胆たんな胸むな元もとから深い谷間が覗のぞくのを、見せつけるようにして。

「私、バカンスに出ようかと思いますの。ルゥ家の別荘へ」

「その心は？」

「タリスマン卿きようはアリスが邪じや魔まといいましたが、それ以前にシスベルの排はい除じよが必要です。妹シスベルが王宮に戻もどってしまえばヒュドラ家はおしまいですわ。女王の間を爆発させた一部始終が暴あばかれてヒュドラ家は追放でしょう？」

　ネビュリス８世の政権は盤ばん石じやくになる。

　そうなれば、王家の混乱をついた帝国軍の侵攻も水の泡あわだ。

「私が妹シスベルを捕つかまえてルゥ家の別荘に連れこみますわ。言ってしまえば城に戻ることの妨害です。すると、きっと面おも白しろいことがおきるでしょうね」

「…………」

　顎あごに手をあてて黙もつ考こうするヒュドラ家当主。

　沈ちん黙もくはわずか数秒。この聡そう明めいで知られる男は、鮮あざやかなほどの早さでイリーティアの目もく論ろ見みを看破してみせた。

「なるほど。すると身勝手な長女キミを連れ戻すためにアリス君が動く。女王のもとから離はなれて別荘に向かうという絡から繰くりか」

「さすが卿。これで城にいるのはネビュリス８世のみです」

　アリスリーゼという最強戦力を、不在にできる。

　三女シスベルを足止めし、さらに次女アリスリーゼという駒こまも王女から引き離す。

「アリス君とシスベル君をどちらも別荘におびき寄せ、その隙すきに帝国軍が女王を襲う。なるほど一石二鳥の良い手だね」

「まあ卿ってば」

　イリーティアが嗤わらった。

　あくまで麗しく、嫋たおやかに。

「一石四鳥ですわ」

「ほう？」

「すぐにわかります。たった一手。『第三王女シスベルをルゥ家の別荘に引き留める』──これだけで現女王の政権は崩ほう壊かいします」

「そうなればすぐにでも女王聖別儀礼コンクラーヴエだね。ゾアは対たい抗こう馬ばを用意してくるだろうが、ルゥはどうなるだろう。君が出るのかなイリーティア君？」

「いいえ」

　ルゥ家三姉妹しまいの長女は、あっさりと首を横にふってみせた。

「私は、皇庁このくにそのものに飽あきました。壊こわせるのならその後に興味はありません。卿にお任せしますわ」

「恐きよう悦えつ至し極ごくだね。ではせめて星ルウの塔まで送って差し上げなければ──オルネイク隊長」

　ヒュドラ家当主が指を高らかに打ち鳴らす。

　その音が余よ韻いんとなって朝焼けに溶とけていくなかで、イリーティアの前にスーツ姿の男が跪ひざまずいていた。

「お初にお目にかかる、イリーティア王女」

「あなたは？」

　突とつ然ぜんに現れた男に、イリーティアがきょとんと首を傾かしげる仕草。

　王宮守護星として知られる王族の護衛ではない。かといって近この衛え兵はこんなスーツなど着ていない。

「ヒュドラ家が独自に雇やとった諜ちよう報ほう部隊の、その隊長だよ。護衛としての実力は一級品で、刺し客かくとしては超ちよう一級」

「なるほど、それは王宮守護星への推すい薦せんはもったいないですわね」

　王宮守護星は、護衛としては最上位。

　帝国軍でいう使徒聖にあたるが、王宮守護星として登録すると名が知れ渡わたってしまう。それを、あえて秘密の手駒として蓄たくわえているというわけだ。

「私たちの会話も、当然聞いていたわけですね」

「心配ご無用だよ。彼はヒュドラ家の専属だ。口を割ることはありえない。彼を力ずくで捕とらえられる者もいないからね。それほどの使い手だ」

　立ち上がるスーツ姿の護衛。

　諜報部隊にふさわしく、その振る舞いはおそろしく優ゆう雅がかつ俊しゆん敏びんだ。

「オルネイク諜報隊長。この王女を丁てい重ちように儀礼的護衛エスコートしてさしあげるように」

「それは光栄ですわ。……では卿、予定どおりに私はバカンスに行って参ります」

「ああ。あとは帝国軍かれらを待つとしよう」

　ネビュリス女王捕ほ獲かく計画。

　中央州に侵攻した帝国軍によって女王は捕らえられ、国を混乱させた罪によってルゥ家の信しん頼らいは潰ついえ、新たな女王が生まれるだろう。

　三代前──

　実に半世紀近くにわたってヒュドラ家が進めてきた計画は、ここで成じよう就じゆする。




　その翌日──

　帝国軍がネビュリス王宮への侵攻を実行する、前夜。




　ヒュドラ家、諜報部隊オルネイクは密命を受けていた。

　イリーティアが別荘から王宮へ帰き還かんした日のことだ。彼女と入れ違いに別荘に潜せん伏ぷくし、第三王女シスベルを監かん視しすること。

　ヒュドラ家当主タリスマンをして超一流と言わしめた刺客。その男が。

「──────くだらん」

　踏みにじられた。

　庭の地面に倒たおされ、頭を靴くつで踏みにじられるという屈くつ辱じよくを受けていた。

「女王暗殺をもくろむ暴力政変クーデター。おおかた始祖の末まつ裔えいの誰だれかと思っていたが、なるほど。帝国軍を呼びこむ布石であったか」

「…………ま……まさかッッ……なぜここにッッ。まさかお前がミラベアの──」

「耳みみ障ざわりだ」

　蹴けりつける。

　後頭部を容よう赦しやなく打ち付けられ、ヒュドラ家の刺客は意識を失った。

「女王ミラベアの名を呼び捨てるのは俺だけだ。それは女王への不敬ではない。この俺への不敬であると知れ」

　淡あわい月の光──

　あたかも夜空からの祝福を受けるがごとく、白はく髪はつの美び丈じよう夫ふは、月光に照らされるがままに悠ゆう然ぜんと立っていた。

　超ちよう越えつの魔ま人じんサリンジャー。

　三十年前、ネビュリス王宮に侵入して先代女王を襲おそった大罪人。実じつ年ねん齢れいは五十を超こえているはずなのに、その鍛きたえ抜ぬかれた体たい軀くと美び貌ぼうは二十代の前半から衰おとろえるどころかますます逞たくましく磨みがき上げられている。

「始祖の末裔。ヒュドラの血……」

　いま一度、刺客の頭を蹴りつける。

　ヒュドラ家の精鋭を倒しておきながら、傷一つどころかコートに埃ほこり一つ付いていない。

「はっ。誰の仕し業わざと思ってみれば、やはりヒュドラの末裔か」

　吐はき捨てる。

　このヒュドラの配下から欲ほつしていた情報は手に入れた。すべて予想どおり。

「すべて三十年前あのときと同じ、か……」

　振ふり返る。

　ルゥ・エルツ宮の屋や敷しきが、常夜灯に照らされて朧おぼろ気げに浮うかびあがっている。

「…………」

　望んでいるわけでもないのに浮かびあがる「彼女」との記き憶おく。

　あの日の対たい峙じも、こんな静かな夜だった。




〝まったくしつこい。この別べつ荘そうまで私を追いかけてきたのですかサリンジャー〟

〝貴様ではない。俺が求めているのは貴様の星せい霊れいだ、ミラ〟

〝また勝負をしろと？　あいにく断ります〟

〝……なに〟

〝この別荘は私の大事な憩いこいの場。それを汚けがされては困ります。決けつ闘とうならまたいつでも。何度でも返り討うちにしてあげますから〟




　三十年と数か月前のこと。

　この屋敷でサリンジャーを迎むかえ撃うった少女ミラベアは、美しかった。

　そして強かった。

　星霊の強さではなく、純じゆん粋すいなヒトとしての強さが異常だったのだ。十三歳という時点で、あるいは史上最強の女王候補だったかもしれない。

　サリンジャーが、生しよう涯がい唯ゆい一いつの「挑ちよう戦せん者」であった時代──




〝……ちっ〟

〝そうして引き退さがってくれるところが、ただの蛮ばん人じんにはない貴方あなたの潔いさぎよさですね〟

〝俺を愚ぐ弄ろうする気か？〟

〝褒ほめているのです。貴方のそういうところ、嫌きらいではありません〟

〝…………〟

〝日を改めましょう。日時と場所はどうします？　できれば良い日取りがいいですね〟

〝……くだらん。決闘に日付だと？〟

〝はい。結けつ婚こんと決闘はよく似ていると、ある芸術家が言っていました。最良の日を決めたいですね。互たがいに悔くいのないように〟

〝はっ。貴様と俺の決闘、あるいは恋こいの物語……とでも？〟

〝もっと詩的に。『キミと僕の最後の決闘、あるいは世界が恋する聖戦』──それくらい謳うたわねば相応ふさわしくないでしょう？〟




　命をかけた決闘だったはずだった。

　サリンジャーは少女ミラの星霊を奪うばうために襲いかかり、彼女はそれを撃げき退たいする。ただただソレを繰くり返していた。

　だがいつからか。

　戦いの瞬しゆん間かんがどうしようもなく愛いとおしく、いつまでもこの関係が続くとサリンジャーは感じ始めていた。

　それが──

　三十年前の『女王７世暗殺計画』によって、すべてが狂くるわされた。

「あの時は俺。そして次は帝国軍を蓑にして女王の命を狙ねらう計画か。滑こつ稽けいだなヒュドラよ。太陽を象しよう徴ちようとする末裔が、あくまで陰かげに徹てつして王座を目もく論ろむか」

　誰も至ることはないだろう。

　この帝てい国こく軍の侵しん攻こうそのものが、ヒュドラ家によって企くわだてられたという真実。




〝なぜですかサリンジャー！　答えなさいっ！〟

〝…………〟

〝なぜこんな蛮ばん行こうを。なぜ私ではなく女王を襲ったのです……あなたは、こんなことをする男でないと信じていたのにっ！〟




　三十年前もまた同じ。

　最悪の魔人サリンジャーは、当時の女王の星霊を奪うために王宮へ侵入した。そう逸いつ話わが残されている。

　事実、それを目撃した少女ミラもそう信じて疑わなかった。

　──真実を語るつもりはない。

　もはや道は分かたれた。

　あの瞬間に失われた二人の『聖戦ゆめ』は、もう二度と戻もどることなどないのだから。

「ミラ……いや、女王ミラベアよ」

　屋敷に背を向ける。

　ここは少女ミラの愛した敷地だ。道を違たがえた自分にはそぐわない。

「お前がこの国の女王だ。お前自身が命をかけて、お前の愛する理想を守りぬくがいい。俺は手を出さない」

　白髪の美丈夫が、踵きびすを返す。

　最悪の魔人サリンジャーが見つめる先は、ネビュリス王宮。




　その二十四時間後──

　魔人が見つめていた星の要よう塞さいは、帝国軍の侵攻によって炎ほのおに包まれた。








Chapter.5　『楽園の崩ほう壊かいの始まり』
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〝アリス、よく聞きなさい──〟




　通信機を握にぎる手のふるえが、止まらなかった。

　かつて感じたことのない緊きん張ちように息が苦しくなる。姿見鏡スタンドミラーに映る自分アリスは血色を失って青ざめていた。

「帝国軍？……王宮が襲われている……？」

『その可能性があります。突とつ然ぜんすぎて私も事態を把は握あくできていません。確実なのは王宮が砲ほう撃げきを受けていること』

　通話先は女王だ。

　女王の間から外を見下ろしながら、真っ先にアリスに連れん絡らくをしてきた。

　……不測の事態が起きた時、女王は真っ先に部下を招集するのが通例よ。

　……何よりも情報収集が最優先だから。

　その手順を放ほう棄きしてまで、女王はアリスに連絡をしてきた。

　理由は明白だ。

　帝国軍への切り札として、帝国軍の最脅きよう威いである「氷ひよう禍かの魔ま女じよ」アリスリーゼの戦力が求められている。

「燐リン！　急いで車の用意をなさい！」

「ただちに」

　従者が飛ぶように部屋を去っていく。

『敵の規模はわかりませんし、帝国軍とすればどうやって国境を越こえてやってきたのかも見当がつきません。でも疑問は後回しでしょうね』

「女王陛下！」

　通信機に向かってアリスは声を振り絞しぼった。

「二時間以内に駆かけつけます。だから、どうかご無事でいてください！」

『元よりそのつもりです』

　ブツッ、と音を立てて通話が切れる。

　会話の時間は二分にも満たなかっただろう。アリスが女王から伝えられた情報も断だん片ぺん的なものばかりで、まだ事態は理解しきれていない。

「……こんな時に！」

　夜風に冷えきっていた身体からだが、全身の血が沸ふつ騰とうしたように熱を帯びていく。

　何という間の悪さだろう。

　アリスが王宮を離はなれて別荘へやってきたのは一昨日おととい。わずか二日間の不在をついて帝国軍が襲しゆう撃げきしてきたなんて。

　……帝国軍が、氷禍の魔女わたしの不在を知っていた？

　……いえまさか。だってわたしの事情を知ってるのはルゥ家の関係者だけよ。

　偶ぐう然ぜんと考えよう。

　いま陰いん謀ぼう論を探さぐってしまえば迷いを生む。やるべきことは明確だ。一秒でも早く王宮に戻って敵を討つ。

「待っててお母さま！」

　通信機を握りしめて廊ろう下かに出る。

　西にし棟とう三階。そこから階段を駆け下りて玄げん関かんへ。その最後の曲がり角に差しかかるまで、アリスは向こう側からの人ひと影かげに気が回らなかった。

　黒こく褐かつ色しよくの髪かみをした少年が。

「わっ」

「イスカ!?」

　全速力で走っていたアリスは止まれない。イスカが身を引いてなければ広間前の廊下で正面衝しよう突とつだっただろう。

　すれ違った廊下で、アリスは反射的に彼の方へとふり向いていた。

　まさか。

「アリス？　どうしたんだ、そんなすごい勢いで廊下を走ってきて」

　あどけない顔で見つめてくる帝国兵。

　そんな彼を真正面からアリスは見返した。帝国軍の侵攻、そしてイスカたち帝国部隊がこの皇おう庁ちようにいるという一いつ致ち──

　無関係なわけがないのだ。こんなのが偶然の一致だなんて思えない。

　……まさかキミなの。キミの仲間の仕し業わざ？

　……帝国軍を潜せん伏ぷくさせたのは？

　顔が自然と強こわばってしまう。

　目の前のイスカにもそれは伝わってしまったことだろう。

「……アリス？」

「わたし、今から王宮に向かうわ」

　喉のどを潰つぶすように力をこめて、声のふるえをギリギリで押しとどめた。

「一つ約束して。わたしはキミがこの事に関係してないって信じたいの。だから、無実を主張したいなら屋や敷しきで待っててちょうだい。一歩も外に出ないで」

「っ、何を言って──」

「絶対に外に出ないで。帝国軍に協力する素そ振ぶりを見せたら、承知しないから！」

「帝国軍？　アリスどういう意味だ、いったい何があった!?」

「────」

　彼が手を伸のばす。

　指先が触ふれるその一いつ瞬しゆん前に、アリスは踵を返してその手を振ふりきっていた。背を向けて、そして唇くちびるを嚙かみしめる。

　時間がない。今ここでイスカを問いただしている時間なんてない。

　……いえ、本当はわかってるでしょアリス。

　……この事にイスカは無関係よ。彼の部隊だって。

　一目で理解できた。

　何も知らない顔。ごまかしてる顔じゃない。イスカという帝てい国こく剣けん士しは不器用だ。ウソをつくことができない人間だってわかってる。

　だから今、自分は王宮に急ぐべきなのだ。

　呆ぼう然ぜんと立ちつくすイスカから逃にげるように、アリスは正面階段を駆け下りた。

　薄うす暗ぐらい庭へ。

「アリス様、こちらです！」

　車を停とめた燐が手招き。

　運転手を燐がつとめ、自分は空っぽの後部座席に飛びこんだ。

「王宮までの道で帝国軍の妨ぼう害がいが予想されます。手て荒あらになりますがご容よう赦しやを」

「わたしの服は？」

「トランクケースの中です。お着き替がえの時間はありませんので、運転中に」

　白を基調とした戦場の王衣ドレス。

　第二王女アリスリーゼの体型にあわせた特注品であり、夜のわずかな光でも星せい霊れい部隊が視し認にんできる発光繊せん維いで織り上げられている。

「燐、飛ばして。二時間以内に着きなさい」

「はっ」

　王族専用車キヤデラツク・ワンが動きだす。

　防ぼう弾だんガラスの先の夜を見つめ、アリスはしばし目を閉じた。
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　ルゥ・エルツ宮の階段前広間。

「アリス？　どうしたんだ。それにどういうことだ帝国軍って……！」

　金きん髪ぱつの魔女は語らなかった。

　いや、一瞬何かを伝えようとして口を開きかけたのだ。だがそれを吞のみこんであっという間に外へ出て行ってしまった。

　……明らかに様子が尋じん常じようじゃなかったぞ。

　……あの表情は、ただ怒おこってるとか悲しんでるとかじゃなかった。

　そして彼女の発した「帝国軍」という単語。

「イスカどうしましたか？　この夜中に大声を出すと廊下に響ひびきますわ」

　廊下を伝ってやってくる第三王女。

　入浴前だったのか、手には着替えの入ったバッグを抱かかえている。

「そうだ、シスベル」

「きゃっ!?　な、何ですかイスカ……あ、もしや……とうとうわたくしの部下になってくれると決意をされて？」

「頼たのみがあるんだ。アリスの部屋に一いつ緒しよに来てほしい」

「は、はい？」

　イスカが肩かたを摑つかんだ少女が、ふしぎそうに瞬まばたき。

「お姉さまに呼ばれたのですか？」

「……たぶん数分前だ。アリスの部屋で、何が起きたのか再現してほしい」
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　ネビュリス皇庁にそびえたつ『星の要よう塞さい』。

　百年前の独立時、無数の星霊たちが結けつ晶しよう化したことで生まれた城は、およそ人間が想像する城とはかけはなれた有機的なものだ。

　喩たとえるなら、地上の珊さん瑚ご。

　真っ青な海のなかに映はえる珊さん瑚ご礁しようのように。

　漆しつ黒こくの空を背景にそびえたつ星の要塞は、珊瑚礁のごとく鮮あざやかな虹にじ色いろに輝かがやいて地上にそびえたっている。

「わーお。こりゃあ頑がん丈じようだねぇ。おまけに明るいから照明いらずじゃん」

　ネビュリス王宮、外がい郭かく。

　帝国軍による機き関かん銃じゆうの一いつ斉せい射しや撃げきでは傷一つつかない。わずかに欠けた部分も星霊の力でみるみる修復されていく。

　そんな星の要塞を見上げるのは、獣けもののように野性味あふれる女兵士だ。

「ネームレスちゃん」

　正面を向いたまま、彼女が声をかけた先は誰だれ一人ひとりいないはずの背後だった。

　使徒聖第三席『降りそそぐ嵐あらし』の冥メイ。

　この女兵士の人間離ばなれした五感は、そこに不可視の存在が無音でたたずんでいることを捉とらえていた。

「配置到とう着ちやくまで六十五秒の遅ち刻こくじゃん？　らしくないんじゃない？」

『誤差の範はん囲いだ』

　迫はく力りよくのある重低音は、冥のすぐ隣となりから。

　星霊部隊は誰一人として気づくまい。全身を光学迷めい彩さいで隠かくした使徒聖ネームレスが立っていることに。

『庭園を含ふくめた広さがざっと五十万平米。十七か所ほど抽ちゆう出しゆつして同時砲ほう撃げき。ただし国境を越こえる際に持ちこめる武器が制限されていた』

「それは事前にわかってたことじゃん。遅刻の理由にはならないねぇ」

『耐たい燃ねつ性だ』

「ふむ？　燃えにくかった？」

『この要塞は生きている。ガソリンを撒まいて火をつける程度では小火ぼやにもならん』

　ネビュリス王宮は微び細さいな星霊たちの巣なのだ。

　炎ほのおを感じ取った星霊たちが、自然に炎を消すために集まってきてしまう。

　が──

　使徒聖二人の背後では、火山の噴ふん火かのごとく膨ぼう大だいな火の粉が吹ふき荒あれている。

　ネームレスの告げる十七か所。いずれも帝国の刺し客かく部隊が数時間前から潜伏し、一斉に砲撃したものだ。

『急きょ焼しよう夷い弾だんを使用した。それが六十五秒の遅刻の理由だ』

「ふぅん。まあいいけどさ、その焼夷弾って本丸を落とすのに使う奥の手じゃなかった？　女王のいる城をさ」

『さあな』

　にべもない。

　無責任なやり取りのようだが、この不測は計画にいささかの混乱も与あたえることはない。帝国軍が初めて目にする要塞ゆえに不測があって当然。

　その不測を力ずくで解決するための、使徒聖なのだから。

「あれ、ヨハイムちゃんは？」

「一足先に向かってますよん。その本丸の女王宮へ」

　真っ赤に染め上がった敷地を、さらにもう一人の女使徒聖が進んでくる。

　使徒聖第五席・璃リ洒シヤ。

「機構Ⅵ師の精せい鋭えいを連れて、敵の防衛を崩くずすところから始めるそうです」

「いいよ、どうせあたしが追い抜ぬくし」

　肩で切り落とした戦せん闘とう衣いを着た冥が、鋭するどすぎる八や重え歯ばを見せて小さく嗤わらう。

「璃洒ちゃんも競争する？　どっちが先に女王を捕つかまえるか」

「いいえ」

「じゃあネームレスちゃんどう？」

『好きにしろ。その余よ裕ゆうが続く間はな』

　銃を用いぬ格闘技術サイレントキリングの達人が、こちらも鼻で笑い飛ばしてみせた。

『この王宮にいるのは揃そろいも揃ってバケモノ共だ。気を抜けばミイラ取りがミイラになる。特に貴様の肉体は機密仕様だ。下手を打つなよ』

「あたしが油断？　しないよ？」

　夜のなか、冥の瞳どう孔こうがゆっくりと輝きだしていく。

　獰どう猛もうな獣さながらに。

「本気の魔ま女じよ狩がりだ。始祖の末まつ裔えいどもがどんなバケモノか見てやろうじゃないか」




　有史以来、初──

　星の要塞「ネビュリス王宮」は、帝国軍の侵しん攻こうを受けた。




　　　　３




　ルゥ・エルツ宮。

　次女アリスリーゼの部屋は鍵かぎがかかっていなかった。鍵を閉める数秒さえ惜おしんで部屋主アリスが飛びだしていったからだろう。

　その部屋で。

　落ち着きはらった女王の声とアリスの声とが『再現』されていた。

　今からわずか数分前の過去──




〝アリスよく聞きなさい〟

〝王宮が、何者かからの砲撃を受けて炎えん上じようしています〟

〝帝国軍の砲撃とよく似ている。十中八九それで間ま違ちがいないでしょう〟




　映像はそこで止まった。

　自動で切れたのではない。術者である少女があまりの衝しよう撃げきに集中力を失い、星霊術そのものが中断されたのだ。

「…………帝国……軍……？」

　第三王女シスベルの、擦かすれた声。

　自分の体重さえも支える力を失って、その場に跪ひざまずく。

「そんな……」

「ちょ、ちょっと待って!?　信じられないよ！」

　堰せきを切ったように叫さけんだのはミスミス隊長だ。

「アタシたち何も知らないよ。ほ、ほんとだよ!?　だってそもそもシスベルさんとアタシたちが出くわしたのは独立国家アルサミラだし」

「……第九〇七部隊あなたたちの所せ為いだなんて言ってませんわ。ミスミス隊長」

　絨じゆう毯たんにぺたんと座りこむ少女が、弱々しく顔を持ち上げた。

「あなたたちの行動は、わたくしが常に監かん視ししていました。あなたたちが独立国家アルサミラにいた時から、帝てい国こく司令部とは一いつ切さい連れん絡らくをとっていない。あなたたちが長期休きゆう暇かであることも、わたくしは疑っていません」

「じゃ、じゃあ……」

「イリーティアお姉さまの言葉を、思い出してくださいませ」




〝実は私、帝国軍と仲のいい時期があったのですわ〟

〝屋敷ここでおとなしくしていれば従者は帰ってくるわ〟




　それはつまり──

　王宮が侵攻されるのを見過ごせという示し唆さ。

　主要駅ターミナルに着いた第九〇七部隊をこの別べつ荘そうに遠ざけたのは、同じ帝国兵のイスカたちなら、中央州に侵入した帝国軍の顔を知っているかもしれないから。

　鉢はち合わせにでもなれば、帝国軍の侵入が明るみになっていただろう。

「────イリーティアお姉さまっっっ！」

　第三王女の悲鳴が、空気を切り裂さくようにこだました。

「わたくしには……わたくしにはお姉さまの心が見えません！　あなたは母国を裏切ろうというのですか！　どうし────」




　銃じゆう声せい。




　タンッと唸うなる音が、外がい壁へきを伝って聞こえたのはその時だった。

「え？」

　涙なみだを浮うかべたシスベルが窓の方へとふり返る。戦場に出る機会のない王女は、これが銃声だともすぐには気づけないだろう。

「屈かがめ」

「きゃ!?……な、何をするんですの！」

　ジンに頭を押さえこまれて抵てい抗こうする第三王女。

「窓に近づくな。顔を上げれば蜂はちの巣だ。しゃがんだまま部屋を出て廊ろう下かに逃にげろ」

「で、ですから何だというのです!?」

「銃声にまじって電子音が聞こえたよ。自動小銃アサルトライフルＴＨ76型……いや87型だと思う」

　リビングの壁かべに身を寄せる音ネ々ネ。

　そう答えながらも、バルコニーの方を見つめる表情はひどく険しい。

「帝国軍の銃ってこと」

「なっ!?」

「この屋や敷しきも狙ねらわれてるね。王宮だけじゃなかった」

「じょ、冗じよう談だんではありませんわ！　ここの屋敷はほとんどが非武装の使用人たちですのよ。民間人を襲しゆう撃げきだなんて帝国軍はどこまで外げ道どうなのですか！」

「だから黙だまって逃げてろ。隊長ボス」

　シスベルの背中をジンが押し、その手をミスミス隊長が引っ張って廊下へと走りだす。

　そして同時だった。

　──ひたり。

　何かが三階バルコニーに着地する音。

「裏庭から回ってきやがった。イスカ」

「ああ！」

　気勢とともに黒の星せい剣けんを鞘さやから引き抜く。

　リビングに剣けん閃せんが煌きらめくや、バルコニーに面するカーテンを切り裂いた。

　カーテンが床ゆかに落ちる。

　ガラス壁の向こう。夜の暗くら闇やみに紛まぎれ、バルコニーに這はい上がってきた帝国軍の精鋭たちの姿が浮かびあがった。

　……機構Ⅲ師の戦闘衣。

　……よりによって第九〇七部隊ぼくらの同どう僚りようか。何から何まで最悪だ！

　戦うことはできない。

「ひっ」

　悲鳴を上げるシスベルめがけて銃口が向けられる。

　ガラスごと彼女を撃うち抜こうとする帝国兵の挙動より早く、イスカはガラス壁に向かって走りこんでいた。

「はっ！」

　二の太た刀ち。

　イスカの剣が砕くだいたものは、帝国部隊の眼前にあるガラス壁だ。切り裂くのではなく、あえて剣の腹で叩たたくことによってガラスを粉々に打ち砕く。

　ガラスの弾だん幕まく。

　何百という破は片へんに割れたガラスが、バルコニーに着地した三人の帝国兵めがけて降りそそいだ。

「待て、僕らも帝国軍だ！　機構Ⅲ師第九〇七部隊、独立国家アルサミラへの遠えん征せい中に囚とらわれた身だ」

　暗視ゴーグルをつけた帝国兵たちへ、イスカはありったけの声で叫んでいた。

　止まってくれ。

　そのつもりで手を前に突つきだして。

「僕らの帝国住民コードを列挙する。この場で確かく認にんを──」

「退どけイスカ！」

　銀ぎん髪ぱつの狙そ撃げき手しゆがそう叫ばなければ。

　イスカといえど、至近距きよ離りからの発はつ砲ぽうに全身を撃ち抜ぬかれていただろう。

「こいつら帝国兵じゃねえ！」

　銃口がイスカへと向けられる。

　同志であるはずの機構Ⅲ師が、同じ所属のイスカへ向けて。

　──二度目の銃声。

　悲鳴を上げて倒たおれたのは、いずれも肩かたを撃ち抜かれた三人の帝国兵たちだ。ジンが二人、そして後ろの音々が一人。流れるような動きでもって被ひ弾だんで倒れた三人の顎あごを蹴けりつけて昏こん倒とうさせるまで、数秒とかかっていない。

「……た、助かったのですか？」

　小刻みに痙けい攣れんする三人をおそるおそる見下ろして、シスベルがようやく息をついた。

「……同僚にも容よう赦しやはないのですね」

「俺の話を聞いてたか。こいつら帝国兵じゃねえよ。外そと面づらだけだ」

「え？」

「自動小銃アサルトライフルＴＨ87型は帝国軍の標準装備だが、銃の重心をあえて銃口に持ってくることで撃つのに熟練コツがいる。戦場で星せい霊れい部隊に奪うばわれて利用されないようにだ」

「……銃一つにそんな細工があるのですか」

「こいつらはソレを知らなかった」

　仰あお向むけに倒れた兵士の胴どうを踏ふみつける、ジン。

　第九〇七部隊のなかで誰だれよりも銃に精通しているからこそ、ジンがもっとも早く異常に気づいたのだ。

「構えを見りゃ一発だ。こいつらは帝国の銃なんてロクに撃ったことがない」

「で、でもこの服装は……!?」

「出来のいい模造品イミテーシヨンか。あとは戦場で回収したんだろ。この銃もな。おいイスカ」

「わかってる」

　暗視ゴーグルを取りはずす。

　髪かみを短く刈かり上げた壮そう年ねんの男を一いち瞥べつし、イスカはジンと顔を見合わせた。

　──見覚えがない。

　機構Ⅲ師の兵隊は数多いから、自分たちも把は握あくしきれているわけではないが。

「イスカ兄、ジン兄ちゃん！」

　もう一人のゴーグルを外していた音々が、男の頰ほおを指さした。

　入いれ墨ずみのようにクッキリと浮かびあがる星せい紋もん。

「これで確定だな。こいつらは帝国部隊じゃねえよ雇やとい主殿どの、アンタの国の星霊部隊だ。見覚えは？」

「……ありませんわ。たぶん星霊部隊の所属ですらありません」

「念を押しとくが、しらばっくれるなよ？」

「ほ、本当です！　わたくしだって、自分の命を狙うような不届き者を庇かばう義理はありません。王宮にこんな者たちはいないと断言できますわ！」

　王女も知らない刺し客かく。

　ルゥ家の所属ではあるまい。となれば疑わしきはそれ以外だが。

　……だけど何かおかしいぞ。

　……帝国軍が王宮に侵しん攻こうしてきたって、アリスは女王から聞いてたじゃないか。

　この場は違ちがう。

　やってきた帝国軍は、星霊部隊の変装だった。

「シスベル、王宮を襲おそった帝国軍もこいつらと同じ偽にせ物ものだって可能性は？」

「……王宮を襲っているのは本物だと思います」

　倒れた三人の刺客を、青ざめた顔で見下ろす王女。

「ネビュリスの女王が『帝国軍だ』と推測したのです。若き頃ころには戦場を駆かけ巡めぐっていたそうですから、外見を帝国軍に扮ふんしたところですぐに見破るでしょう」

「向こうは本物の帝国軍で、こっちは偽物？　どういうことなんだ」

　しかしすべきことは明確だ。

　ここで襲ってきたのが帝国軍ではないというのなら、むしろありがたい。

「みんな、一階したから銃声が聞こえる！」

　廊下を覗のぞくミスミス隊長が、声を張り上げた。

「もう屋敷なかに入ってきてる！」

「逆に好都合だ。片かたっ端ぱしから拘こう束そくして黒幕を吐はかせる。──イスカ」

「ああ」

　狙そ撃げき銃じゆうを担かついだジンとともに、イスカは廊ろう下かへ飛びだした。

　響ひびきわたる足音。近づいてくる。曲がり角ギリギリに気配が接近するのを見計らって、イスカはその人ひと影かげに向かって体当たりした。

「っぐ!?」

「遅おそい」

　慣れない帝てい国こく銃を構えるより早く、帝国兵に化けた男の胸むな板いたを蹴り倒す。

　その勢いで後ろの二人目へ。

「星霊術はどうした？」

「────貴様っ!?」

　正体を看破されたことへの動どう揺ようと、帝国兵からの挑ちよう発はつによる激げき昂こう。

　銃を手放した星霊部隊の男が両手を突きだす。

　……そう、それが必要なんだ。

　……お前が星霊使いであることを自分から暴ばく露ろした。

　シスベルの星霊術があれば、この戦せん闘とうの一部始終をすべて再現できる。帝国兵ではないという証しよう拠こにできる。

「もう十分だ」

　弾だん丸がんが、イスカの頰をすり抜けた。

　背後からの銃声が廊下をふるわせて、両りよう腕うでを撃たれた星霊使いが倒れていく。後方支援バツクアツプ。ジンと音々による発砲である。

「シスベル、使用人の子たちは!?」

「銃声で起きてくるはずです。部屋は屋敷の奥なので、まだしばらくは安全ですわ」

「だったら今のうちに正面玄げん関かんまで突き進む。シスベルは後ろだ。音々と隊長で最さい後こう尾びを頼たのみます！」

　正面扉とびらに面したホールは屋敷すべての通路に繫つながっている。

　この基点を確保すれば敵の侵入を妨ぼう害がいできる。

「足音が途と絶だえたな。待まち伏ぶせに切り替かえたか」

　廊下を走りながら、ジン。

「奴やつらが遠えん距きよ離りから銃を構えたら俺が迎げい撃げきする。中距離での星霊術はイスカだ」

「了りよう解かい」

　曲がり角から、光。

　正面玄関の広間に、消灯時間にもかかわらず煌こう々こうと照明が点灯していた。紛れもなく、そこに誰かがいるということ。

　──誰であれ斬きり伏ふせる。

　その意思で床を蹴りつけて正面広間の二階へ。その先に広がる予想外の光景に、イスカは我が目を疑った。

「兵士たちが!?」

　二階から見下ろす一階広間。

　シャンデリアの光が降りそそぐ絨じゆう毯たんには、いずれも銃を手放して倒れ伏している帝国軍の服装をした刺客たち。

　全部で七人。すべて微び動どうだにせず無力化されている。

　たった一人広間に立っていたのは、白スーツを着こなした壮年の男だった。

「やあシスベル君。危ないところだったね」

　映画俳優さながらに凜り々りしい面おも立だちと、紳しん士し然とした柔にゆう和わな雰ふん囲い気きの偉い丈じよう夫ふ。

「ヒュドラ家当主タリスマンだ。女王から直々に救きゆう援えんを頼まれて駆けつけた。シスベル君、無事だろうか」

「タリスマン卿きよう!?」

「怪け我がはないかな。女王も心配していたよ」

　二階の踊おどり場ばで声を上げるシスベル。

　そんな王女を見上げ、タリスマンと名乗る男は涼すずしげな微び笑しようで応こたえてみせた。

「だがもう大丈夫だ。王宮はいま大変な事態になっているが、君の安全は私が守る」

「……帝国軍のことですわね」

「そうだ。帝国部隊の狙ねらいが王宮であることから、その狙いは女王と側近たちだろう。君も狙われていると考えた方がいい──というのが女王からの頼みだった」

「女王が？」

「ああ。そして急ごう。この場の刺客は倒したが、いつ追つい撃げきがあるかわからない。早く私の車へ」

「っ」

　踊り場のシスベルが、びくっと肩をふるわせた。

　おずおずと見つめる先は自分の左手首。「行くな」と、銀ぎん髪ぱつの狙そ撃げき手しゆが無言で握にぎりしめていたからだ。

「どうしたんだい？　君たちはシスベル君の護衛だろう？」

「これも護衛の仕事のうちだ。二十秒で終わる。二つだけアンタに言いたい」

　護衛対象シスベルをイスカの隣となりに後退させて。

　ジンが、踊り場の最前線へと進みでた。

「ヒュドラ家の当主だっていうなら、第八州リースバーテンで俺らを襲ってきたヴィソワーズの件はどう説明する？」

「とっくに女王を含ふくむ異い端たん審しん問もん会で話したよ。彼女がなぜあんな真ま似ねをしたのか知るよしもないし、変へん貌ぼうしたという目撃談も私には信じがたい話だ」

「わかった。ならあと一つだ」

「構わないよ。急ぎの身だが、潔白を証明するためならどんな質問にも答えよう」

「────阿あ呆ほう」

　ジンの唇くちびるがつり上がった。

　狙撃銃の銃口を、階下の男へと突つきつけて。




「暴力政変クーデターの黒幕は二人いた。イリーティアと、帝国軍を呼びよせたお前だよ」




　質問ではなかった。

　ジンが突きつけたのは、始祖に連なる魔ま人じんへの宣戦布告そのもの。

「……え!?　ちょ、ちょっとジンあなた？」

「黙って聞いてろ」

　一いつ喝かつに圧おされてシスベルが押し黙る。

　気づいたのだろう、ジンの口上はタリスマンにではなく、自分シスベルに聞かせるための説明であったのだ。

「いま王宮を襲ってるのは本物の帝国軍。だとしたら、なぜこの屋敷を襲ってるのが帝国軍に化けた星せい霊れい使いなのか。同じ暴力政変クーデターでも魔女ヴイソワーズの時はあんな堂々と姿を現したのに、なぜ今回は帝国軍に変装した？」

「…………」

「答えは、この機タイミングなら誰だれも疑わないからだ。帝国兵モドキおまえたちを見た目撃者は疑いもしない。『帝国部隊が屋敷のシスベル様を誘拐していきました』って証言するだろうさ」

　となればどうなるか。

　この屋敷にいた第九〇七部隊イスカたちが犯人に仕立て上げられるだろう。ヒュドラ家の仕し業わざとは誰一人思わない。

「だが逆に、これで女王を狙った暴力政変クーデターの黒幕＝イコール帝国軍を呼び寄せた黒幕で確定した。さらにいえば、執しつ拗ようにシスベルを狙うのは女王を暗殺しかけた黒幕以外にありえない。なにせコイツが王宮に戻もどったら犯人が特定できる」

「待ちたまえ。それは大変な誤解だよ」

　ヒュドラ家当主の男は一歩も動かない。

　落ちついた様子で両手を上げる仕草は、さしずめ「敵意はない」という意思表示のつもりだろう。

「弁解はいくらでもあるが、それは我々でなくてもできるだろう？　現女王の政権に反発する最大勢力は、我が一族ではないよ」

「ゾアに矛ほこ先さきを向けさせたいってか？　それはねぇよ。仮面卿とかいう胡う散さん臭くさい野や郎ろうは、この騒そう動どうに関わってない。完全な『潔白シロ』だ」

「なぜそう言いきれる？」

「俺たちが独立国家アルサミラで仮面卿アイツと会ってたからだ。その様子じゃ、奴がどんな台詞せりふを吐いたか知らないらしいな」




〝理由などどうでもいい。彼女はそこにイカサマした〟

〝帝国兵という、盤ばん外がいからの駒こまを盤面テーブルに持ちこもうとしたのさ〟




　仮面卿オンは憤ふん怒ぬしていたのだ。

　ネビュリス皇おう庁ちようの王女シスベルが帝国兵と繫がっていた。そこに一いつ切さいの弁明を許さず、罪と言いきった。

「ゾアってのは究極の過激派らしいな？　帝国を憎にくんでて、滅ほろぼしたくてウズウズしてる連中だ。帝国軍を呼びこむ今回の作戦はありえない」

「だが、それは君の想像だろう？　ゾア家がそういう性しよう分ぶんを演じていたとしたら？」

「ねぇよ」

　タリスマンの反はん駁ばくに、ジンの返事は鼻で笑った一いつ蹴しゆうだった。

「仮面卿アイツが帝国軍と絡からんでたなら、そもそもこの件は独立国家アルサミラで終わってたさ。帝国軍と通じてるなら第九〇七部隊オレらをあの場アルサミラで買収して、その上でシスベルを始末すれば終わる話だったんだよ。こんな屋や敷しきに攻せめこむ手間なんて要いらない」

「…………」

「付け足すなら、仮面卿アイツはこの女を王宮に連れ戻す側だった。帝国兵と繫がってるだろうって容疑の異端審問にかけるつもりでな」




〝我々は事を荒あら立だてる気はなかった。目的は同どう胞ほうを連れ帰るだけ〟

〝それを、なぜ帝てい国こく兵が庇かばい立てする？〟




　ゾア家は、シスベルを王宮に連行させたがった側なのだ。

　この屋敷にシスベルを隔かく離りさせる手段とは、根本的に矛む盾じゆんする。

「危険思想だろうがゾアは暴力政変クーデターに関しちゃ潔白シロだ。だったら残る末まつ裔えいは一つきり。ついでに言えば屋敷に踏ふみこんできた星霊部隊こいつらのせいで、あの魔女ヴイソワーズの単独犯って線も消えた。大物に統制された血族ぐるみの陰いん謀ぼう以外にない」

「…………」

　ヒュドラ家の当主は答えない。

　一方のイスカとシスベルも、ただただジンの口上に耳を傾かたむけていた。

　……そうか。帝国軍に変装してきたのは、王女襲しゆう撃げきを僕らのせいにするため。

　……そこから犯人を逆に推測した。ホント敵かなわないな、ジンには。

　仮面卿の言葉を一言一句完かん璧ぺきに記き憶おくしていた。

　そうでなければこの襲撃の矛盾に気づくのは不可能。この男タリスマンが「危険」と断定するには至らなかっただろう。

「わかったか？　お前らヒユドラが暴力政変クーデターの黒幕だ」

　パチパチ、と。

　軽かろやかな拍はく手しゆが屋敷の広間に響ひびきわたった。

「美しい論法だ。そうか、仮面卿と出会っていたのが痛手だったね。星の運命は、中々に癪しやくなことをしてくれたものだ」

　気配が生まれる。

　帝国軍の格好をした七人の武装者が次々と立ち上がっていく。

「とはいえ粛しゆく々しゆくと遂すい行こうしよう。この場に残るのは帝国軍の火薬と弾だん痕こんだけ。あとは勝手に、この屋敷の使用人たちが帝国軍の仕業と信じこんでくれることだろう」

「タリスマン卿!?　本当にあなたが……！」

「これも必要なことなんだ。この星の中枢コアへと至るには帝国の力が不可欠だ。それは現女王ミラベアでは為なしえない」

　少女へと微笑ほほえみかけるヒュドラ家当主。

　先さつきと何一つ変わらぬ紳士めいた口調でもって。

「仲良くしようシスベル君。君に宿る星霊は、この星の神秘を解き明かす力をもっている。後々働いてもらいたい」

「……なっ!?　何を言っているのです!?」

「ただし君の護衛は別だ。これからの舞ぶ台たいに役者が増えすぎるのも興ざめだからね」

　七つもの自動小銃アサルトライフルの銃口が向けられる。

「ここで退場ねがおうか」

「隊長ボス、やれ」

　広間の両りよう壁へき──ヒュドラ家当主タリスマンと七人の武装兵を巻きこんで、時限式の爆ばく弾だんが轟とどろいた。

「なにっ？」

「煙けむり!?　だめです、階上の敵が捕ほ捉そく不能です！」

　爆風を避さけようと兵士たちが後退。

　発はつ砲ぽうするにも煙が広間を埋うめつくし、数十センチ先も視し認にんできない。

「なに驚おどろいてやがる。お前たちが用意した爆弾だぜ。帝国製ならお手の物だ」

　踊おどり場ばに響くジンの宣言。

　アリスの私室に侵しん入にゆうした三人の武装兵から奪うばった爆弾だ。ジンとイスカそしてシスベルが姿を見せて注意を惹ひきつけ──

　別階段から下りた音々とミスミス隊長が、爆弾を広間に仕し掛かけていた。

　……ジンがあれだけ台詞を喋しやべったのにもワケがある。

　……爆弾を仕掛ける時間稼かせぎだ。

　煙のなか、イスカは第三王女の背中を押した。

「シスベル、ジンに従って走れ！」

「イスカ!?　あ、あなたは……」

「ここで殿しんがりだ。時間を稼ぐから、その間に奥へ！」

　黒こく煙えんが噴ふき上がるなか、イスカは踊り場に踏みとどまった。

　シスベルを追って二階に上がるには、当然にこの正面階段が最短経路。それを意地でも守り抜ぬく。

「行け！」

「き、気をつけてください。タリスマン卿の星霊は波────────」

　シスベルの声が消えた。

　イスカの足あし下もと。踊り場に繫つながっている階段が根元から軋きしんだ。

「っ、破裂させる気か！」

　爆風も爆煙も爆ばく炎えんもない。見えざる力に潰つぶされて、イスカの立っていた踊り場ごと中央階段が木こっ端ぱ微み塵じんとなった。

「ふむ。階段ごと潰される前に跳とんだか。よく回かい避ひしたものだ」

　二階から着地。

　あと〇・五秒の遅おくれがあればイスカは『波動』に潰されていただろう。負傷こそないが、頰ほおを冷たい汗あせが滴したたり落ちていく。

　……とんだ詐さ欺ぎ師しだ。

　……なにが『この場に残るのは帝国軍の火薬と弾痕だけ』だ。

　星せい霊れい術じゆつは使わないだろう。

　そう思いこませておいて、この魔ま人じんは一切の躊ちゆう躇ちよなく星霊術を発動させた。屋敷ごと自分イスカを破は壊かいしにかかったのだ。

「正気か？　こんな破壊をしておいて」

「なに、後で帝国製の爆薬でまとめて燃やせば済むことだ。星霊エネルギーなど数時間で反応が消える。残るのは帝国軍の痕こん跡せきだけだよ」

　ヒュドラ家当主が指を打ち鳴らす。

　彼の横に控ひかえていた七人の武装兵が、蜘く蛛もの子を散らすように一いつ斉せいに屋敷の外へと駆かけだした。

「この帝国兵に構う必要はない。シスベル嬢じようを確実に確保したまえ」

　白スーツの男が右手を振ふる。

　広間の両壁から噴き上がっていた炎が、みるみると小さくなって消えていく。見えざる波動に握にぎりつぶされているのだ。

　──波の星霊。

　この星霊は、不可視の力学エネルギーを波動として放出する。その力の波をぶつけることで物体を思うまま操作する。

　いわば念力サイコキネシスという超ちよう能のう力りよくの概がい念ねんに近いとされている。

「やれやれ。荒くれ者じみた行為ことにつきあうのは性分でないのだが」

「……そうは見えない」

「うそ偽いつわりはない。私は荒事が嫌きらいだよ。もっとも」

　ヒュドラ家当主タリスマン──

　始祖ネビュリスに連なる星ルウ、月ゾア、そして最後の血脈「太陽ヒユドラ」を束ねる者が、晴れわたる声で宣言した。

「『浄化カタルシス』ならば話は別だ。これは、この星の魂たましいの清せい浄じようなのだよ」








Chapter.6　『夜明けとともに』
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　ルゥ・エルツ宮──

　広大な敷しき地ちをほこるこの館やかたでは、多少の音が響いたところで近きん隣りんの民衆には届かない。

　爆音も銃じゆう声せいも。聞こえたとしても、漆しつ黒こくの夜ではどこから音が鳴り響いたのか特定するのは不可能だろう。

　──夜明けまで助けはこない。

　侵入した刺し客かく部隊を倒たおすか、屋敷で夜明けまで隠かくれ通すか、あるいは逃とう亡ぼうするか。

「三さん者しや択たく一いつだな」

　西にし棟とうの二階廊ろう下かを走り続ける。

　シスベルの手を握りしめながら、ジンは先頭を走る女隊長に呼びかけた。

「隊長ボス、一度止まれ。その壁かべの出っ張りでいい」

「う、うん！」

　ミスミス隊長、音ネ々ネ、ジン、そしてシスベルの順に壁に張りついて息を殺す。

　止まった理由は二つある。走り続けてシスベルの体力が消しよう耗もうすることと、闇やみ雲くもに進むことへの危険性だ。

「奴やつらは真っ先に三階のバルコニーに上がってきた。ってことは追っ手がもう三階に潜ひそんでる可能性が高い。一番やばい場所はどこだ、雇やとい主殿どの」

「……わたくしの部屋でしょうね」

「そうだ。お前の部屋に逃にげこもうとして扉とびらを開けた瞬しゆん間かん、武装兵が待ち構えてるってのが最悪だ。だから上のフロアには近づかない」

　地の利はこちらにある。

　身を潜めるならトイレでも更こう衣い室でも物置でもいい。ゲリラ戦になれば、屋敷の構造に詳くわしいシスベルに分があるだろう。

「音々、銃の残数は？」

「十二。あとさっきの兵から手しゆ榴りゆう弾だんだけ取ってきたよ」

「隊長は？」

「ええとアタシの電気銃テーザーはバッテリーが半分くらい……！」

「消耗戦は無理だな。一階にいた七人くらいなら何とかできるが」

　息を潜めて通路の先を凝ぎよう視しする。

　人ひと影かげはない。足音も、この静まりかえった廊下からは何も伝ってこない。不気味なほど、不自然さを感じる静せい寂じやくだ。

「────」

　手をぎゅっと握って離はなそうとしない魔女を、ちらりと見やる。

「そんな強く握るな。いざという時に動きにくいだろうが」

「～～～～っ!?　な、何を言うのです。わ、わたくし怖こわがってないですわ！」

「わかった。それより一つ教えろ」

　廊下を睨にらみつけながら。

「ヒュドラ家ってのは総勢で何人だ。今さら帝国部隊オレらには言えないとかってのはナシだ。戦力の確認がいる」

「……始祖様の直系にあたるのは三十人ほど」

「以外と少ないな。百年続く血筋の一つだろ？」

「直系という意味では妥だ当とうな数字ですわ。でも兵士の数はその十倍以上です。ヒュドラ家なら他ほかにも戦力を隠しているかも」

「正面きっての戦せん闘とうは論外だな。そりゃ数が違ちがいすぎる」

　この屋敷に何人集めているかはわからないが、少ないはずがない。

　なにしろ当主タリスマン自らが出張ってきたのだ。ここで確実にシスベルを奪うという意思が見える。

「……こんな時ですが、使用人の子たちも気になりますわ」

「あの野や郎ろうが言ってただろ。帝てい国こく軍が攻せめてきたって目もく撃げき者が必要な以上、そうそう雑な扱あつかいはしねぇよ。今はとにかく俺たちだ」

　こうして話していても足音は一いつ切さいない。

　罠わなを張り、獲え物ものが引っかかるのを待ち続ける。戦場における星霊部隊の代表的な戦術に切り替かえたか。

「さあどうするかな。屋敷のどっかに隠れて朝を待つか、屋敷から逃げるか。一晩隠れられそうな場所は？」

「……幾いくつかありますが、どれも倉庫や奥まった場所です。逃げ場がないので見つかった時は逃のがれようがありませんわ」

「じゃあ選せん択たく肢しは一つだ。この屋敷からとっととずらかる」

　音々、ミスミス隊長がこくんと頷うなずく。

　ここは屋敷の二階。

　階段で一階に降りるか、どこかの部屋の窓から外の地上に飛び降りるか。

「な、ならば抜ぬけ道がありますわ。案内します！」

　通路の奥を指さして、シスベルが足を踏ふみだした。

「こんな時のために二階、三階、四階に一つずつ外に繫がっている避ひ難なん階段があります。そこから脱だつ出しゆつしましょう」

「ただの非常階段じゃねえだろうな」

「有事の際の秘密通路ですわ。ヒュドラ家どころか屋敷の使用人も知りません。完全な、隠し通路です」

　照明のついた廊下を進んでいく。

　西棟二階、中庭を囲うこの回かい廊ろうは、昨日今日とでジンたちが案内されていない空間だ。

「……わたくしも使うのは初めてです」

　壁に掛かけられた絵画を外して、その裏側にあった小さな割れ目に指を刺さしこむ。カコンと小さな音とともに、隣となりの壁がわずかに凹へこんだ。

　扉のかたちをした窪くぼみ。

「わっ。ほらすごいよ音々ちゃん。ホントに抜け穴みたい」

「へえ。ここの壁だけ空くう洞どうになってたんだね。薄うすいドアになってて、押し開くと壁の空洞のなかを歩いていけるんだ？　帝国だと見ない仕し掛かけだね」

「修学旅行じゃねえんだ。感心してないでさっさと入るぞ」

　壁の裏側にある隠し通路へ。

　光は一切ない。

　長らく誰だれも踏み入っていない空間は埃ほこりとカビの臭においがたちこめて、息を吸うたびに胸が苦しくなる。

「どこが抜け道だ。壁と壁の間にできたスキマじゃねえか」

「あるだけマシですわ。それよりジン、先頭のあなたが気をつけてくださいね。そろそろ階段になるはず。油断してると足を挫くじきますわ」

「階段云うん々ぬんよりも真っ暗闇のが問題だな」

　通信機をとりだす。

　発光機能をつけっぱなしにすることで、即そく席せきの明かりとして活用しようとした矢先。

「なんだ？」

　通路の奥で、何かが煌きらめいた。

　照明装置ではない。もっと幻げん想そう的で淡あわい光。

　蛍ほたる火びを強くしたようなこの輝かがやきは、星せい霊れいエネルギー？

「退さがれ！」

　光の意味を察し、ジンは後ろの三人へ叫さけんでいた。

「奴らこの抜け道まで知ってやがる。待ち構えてやがった！」

「そんなっ!?」

「いいから身をかがめて走れ！────痛つっ!?」

　背中に走った激痛に、思わず苦く悶もんの声が滑すべりでた。

　痛みと同時に感じたのは冷気。星霊エネルギーの光に照らされて、抜け道の壁がみるみると霜しも柱ばしらに覆おおわれていくのがわかる。

「氷の星霊術？　アイツら、不慣れな銃じゃなく本命で勝負しにきたか……音々早くしろ、この抜け道まるごと凍こおらせる気だ！」

「わ、わかってるってジン兄ちゃん！」

　廊下に逃げ戻もどる。

　息を切らせたシスベルが壁のスイッチを押すや、再び扉が閉まっていく。

「向こう側から開ける仕掛けはありませんわ。これで少しは時間が稼かせげるはず……」

　キシッ……と。

　胸をなで下ろすシスベルの目の前で、扉の軋きしむ音がこだました。金きん属ぞく扉とびらの表面にみるみる白い霜がこびりついていくのは、扉が急速に冷やされているからだろう。

　金属の低温脆ぜい性せい──

　超ちよう低温に浸ひたされた鉄は、いともたやすい力でへし折れる。




〝冬の原風景『大だい雪せつ渓けい』〟




　扉が吹ふき飛んだ。

　廊下に舞まうのは火薬ではなく、怒ど濤とうの雪の結けつ晶しようたち。ジンたちの立つ廊下が急速に凍こごえ、霜が降り、雪がつもり、白の冬景色へと塗ぬり替えられていく。

「──雪と氷の違いを知っておるかね？　知らぬなら、雪の世界へ招待しよう」

　嗄しわがれた老ろう婆ばの声。

　雪のつもった廊下を進んでくるのは、武装兵ではなかった。

　修道服を想おもわせるデザインの赤服をまとう瘦そう軀くの魔ま女じよ。真っ白の廊下のなか、彼女という存在だけが異様に目立つ。

「初めましてシスベル嬢じよう。会うのは初めてかねぇ」

「……な、何者ですか！」

　恭うやうやしく会え釈しやくする魔女を前に、魔女の姫ひめが声をとがらせた。

　この老婆は、一階にいた武装兵とは様子が違う。

　ジンたち帝国兵三人の前に、こうも堂々と姿を現した時点で異様だろう。銃じゆう撃げきされることを恐おそれる気配がない。

「白びやく夜やの魔女グリューゲル」

「ん？　ワシを知っている帝国兵がいたか」

「そんだけ目立つ姿ナリならな。魔女名簿ウイツチリストに載のってる魔女はどいつもこいつも出会いたくない奴やつばっかりだ」

　氷ひよう禍かの魔女と同一視されていた魔女だ。

　後に、氷禍の魔女と白夜の魔女が同時に別の戦場に現れるまで、この魔女たちは同じであるとも考えられていた。

　──それほどまでの脅きよう威い。

　今でもそう。戦場で雪が降り始めるなら、帝国軍はすぐに撤てつ退たいを開始する。

　この魔女の参戦を恐れて。

「帝国兵とやるのは久しぶりだねぇ」

「ああよく知ってる。機構Ⅴ師一個中隊が丸々てめぇ一人に惨ざん敗ぱいしたんだってな。戦車と装そう甲こう車あわせて二十台が使い物にならなくなった」

「左様」

　嬉き々きとして魔女が嗤わらった。

「雪の世界はワシの世界。こうなれば始祖様の末まつ裔えいとてワシは止められんよ？」
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　ルゥ・エルツ宮、一階広間──

　ぱちぱちと弾はじける火花。糸ほどに細い黒こく煙えんが、広間の両りよう脇わきに開いた大穴からゆっくりと天てん井じようへと浮うかびあがっていく。

　この火と煙けむりは、先ほど第九〇七部隊が仕掛けた爆ばく弾だんに起因する。

　一方で。

　いま広間の大気を白く濁にごらせる粉ふん塵じんは、その爆弾以上の破は壊かい力をもった「見えざる力」による破壊の痕あとだ。

「虫の知らせというのかな。小さな違い和わ感かんがあったんだよ」

　むせ返るほど濃こい粉塵のなかを、筋きん骨こつ逞たくましい壮そう年ねんの男が悠ゆう然ぜんと歩いてくる。

　ヒュドラ家当主タリスマン。

　粉塵と煙とが舞うなかで、白スーツにはわずかな埃さえ付着していない。

「ヴィソワーズは切り札の一つだった。ルゥにもゾアにも、彼女を単体で止められる者はそういない。それがまさかの失敗とはね」

「……僕の前でそんなこと言っていいのか？」

「問うているのさ。彼女を返り討うちにしたのは君かな元使徒聖の第十一席」

「答える気なんてないね」

　使徒聖第十一席。

　こちらの身上は手の内だと言わんばかりに仄ほのめかすが、それに付き合う気は毛頭ない。

　……これで二度目だ。よくわかった。

　……コイツとの会話は危険すぎる。

　ぽたっ、と滴したたり落ちる赤い滴しずく。

　額にできた小さな裂れつ傷しようから流れる血を拭ぬぐい、イスカは床ゆかから跳はね起きた。

　背後で。たったいま天井から落ちてきたシャンデリアが、無数のガラスの破は片へんをまき散らして残ざん骸がいと化している。

　天井が降ってきた。

　それもタリスマン自らが「改めて名乗ろうか」と言っている間にだ。

　私の名はタリスマン──その口上にイスカが耳を傾かたむけた虚きよをつき、天井という何百キロの金属と木もつ塊かいを落下させたのだ。

　……しかも自由落下じゃない。

　……まるで砲ほう弾だんみたいな速さで加速させて、問答無用で落下させてきた。

　波の星霊は「波動」という不可視の力学エネルギーを操あやつる。

　かつてイスカの師は波の星霊をこう喩たとえたことがある。「敵の肩かたに見えない機械腕ロボツトアームが生えていると思え」と。

　その見えざる腕うでで、タリスマンは天井を破壊したのだ。

「ふむ。まあ今の身のこなしで大体わかったよ」

　腕組みし、顎あごに指をそえるタリスマン。

　思案中のような仕草に見せかけて、波の星霊使いはこれが戦せん闘とう態勢なのだ。

「あの子ヴイソワーズは力こそ申し分ないが、いかんせん実戦が足りないからね。経験豊富な使徒聖に翻ほん弄ろうされて、手痛い反はん撃げきを受けたというのはありえる話だ」

「…………」

「だから悪い予感がしたんだ。念には念を入れてもう一人刺し客かくを送った。これはシスベル君の監かん視しのつもりで用意していたんだけれど。彼も失敗したよ」

　白スーツの魔人が、背後を顎で指し示した。

　開けっぱなしの扉とびらから見える庭。

「オルネイク諜ちよう報ほう隊長を排はい除じよしたのも君だろう？」

「……誰だ」

「髪かみを逆立てた目つきの鋭するどい男だよ。この庭に待機するよう命じたが、昨晩になって連れん絡らくが途と絶だえた。つい先ほど、庭の端はしで重傷を負っているのを発見した」

　これも自分イスカを惑まどわす話術トリツクか？

　オルネイクという名に聞き覚えはない。人相も、屋や敷しきに刺客が隠かくれていたということも初耳だ。

「お前の発言に付き合う気はない」

「まあ聞きたまえ。最初はアリス君かと思ったが、彼女に捕つかまったなら庭に放置されずに尋じん問もんされていただろう。まるで興味なさげに庭に放置するという処しよ遇ぐうにね、興味があったんだよ」

「…………」

「だが良しとしよう。シスベル君は部下に任せるとして、私も早々に王宮へ戻らねばならないからね。今宵こよいは大事な日に────っ」

　言葉なかばでタリスマンが跳とび退がった。

　三歩の踏ふみこみ。無言で刃やいばの間合いへと迫せまったイスカに、ヒュドラ家当主は即そく座ざに反応してみせた。

「まだ会話途と中ちゆうなのだがね」

「お互い様だ」

　踏みこんだイスカの後ろでは、広間の床が裂さけている。

　足あし下もとから突つきだす鎗やりのごとく。豪ごう奢しやな絨じゆう毯たんを紙切れのように突きやぶり、屋敷の土台となる岩がん盤ばんの切っ先が飛びだしたのだ。

　同時に不意打ち。

　イスカが反撃カウンターで踏みこんで、さらに反応したタリスマンが退いた。他愛たわいない会話の水面下で、既すでに両者は「仕し掛かけ」の先の「応おう酬しゆう」へと至っている。

　……ヒュドラ家当主。この男が始祖の一族の当主か。

　……こいつ、想像以上に強したたかだ。

　のらりくらりと他愛もない会話を重ねて注意を散さん漫まんにさせて、不意を突く。そうした策士型だろうとイスカは踏んだ。

　だがこの男は、反撃カウンターの踏みこみに異様なほどの俊敏はやさを見せた。

　……相当に鍛きたえ上げてる。

　……ただ当主ってだけじゃなく、戦場で戦闘経験を重ねた星せい霊れい使いか。

　四歩目の踏みこみ。

「ふむ。これ以上詰つめられるのは危あやういね」

　タリスマンが後退。それを見てイスカは身を屈かがめた。一呼吸で懐ふところへ飛びこむ、その刹せつ那な、目の前に感じた「壁かべ」の気配にその場で踏みとどまった。

　塵ちりが消えた。

　大気をただよう粉塵が何かに消し飛ばされた。それが予兆。

　──大海かい嘯しよう

　襲おそいかかってきたのは不可視の波動。

　喩えるなら何十トンという質量のガラスの壁が、帝国剣士イスカを押しつぶさんとドミノ倒たおしのごとく押し寄せてきたのだ。

「ぐっ!?」

　巨きよ大だいな波動が肩をかすめて走る激痛。その痛みが治まる間もなく、破壊エネルギーの直撃を受けた右肩の服がはじけ飛んだ。

　裁断ではなく、服の生き地じが繊せん維いごとバラバラに分解された。

　──握り摑まれる。

　黒の星せい剣けんで虚こ空くうをなぎ払はらう。

　イスカの目には見えない。だがイスカに絡からみつこうとした波動を切断する手て応ごたえだけが、切っ先を通じて伝ってきた。

「ふむ。囚とらわれる前に回かい避ひしたか。波の星霊のことをよく知っているね」

　ヒュドラ家当主は微び動どうだにしない。

　放った波動が斬きられたことも、使徒聖ならば驚おどろきはしないという反応だろう。

「その若さで大した経験値だ。さぞ戦場に入り浸びたった修しゆ羅らだろうね」

「波の星霊が珍めずらしくないだけだ」

　波動によって削けずられた床を一いち瞥べつし、イスカは口早に吐はき捨てた。

　集中しろ。

　警けい戒かいすべきは術者の挙動ではない。彼のまわりの大気そのものだ。

　……波動を操る『波』の星霊。

　……一番危険なのが波動に直接摑つかまれることだ。

　天井を落下させたり、礫つぶてを飛ばすのは目に見える。

　イスカの師が「見えない機械腕ロボツトアームのようなもの」と喩えたように、不可視の腕そのものがもっとも危険なのだ。捕まればそのまま握りつぶされる。

　ただし。

「最適解は変わらない」

「んっ？」

「距きよ離りをゼロにする。最速で」

　タリスマンがわずかに目をみひらいた。

　床を蹴けりつける帝てい国こく剣士へ、波動を脳天めがけ叩たたきこむ。床に大穴を開けるその一撃が降る前に、イスカは真横に跳んでいた。

　──波動は風より遅い。

　不可視という点では、大気を操る風の星霊術もそう。

　両者の違ちがいは到とう達たつ速度。鎌かま鼬いたちのごとく音速で迫る『風』に対し、『波』は強大ながらも射程が近く、そして鈍のろい。

　同時に動けば──

　波がイスカに触ふれるより早く、イスカは一手先に敵の懐に飛びこむだろう。

「銃じゆうを使わぬ帝国兵というのも珍しいが、そこには」

「障壁バリアがあるんだろ？」

　何もない虚空。

　振ふり下ろした黒の星剣に触れる手応え。そこに渦うず巻まく波動の壁が、イスカの一刀のもとに粉々に砕くだけ散った。

　見えていない。

　にもかかわらず、空中にある波動の塊かたまりを完かん璧ぺきなまでに帝国剣士は見切っていた。

「ほう？」

　ヒュドラ家当主が目を細めた。

　元使徒聖であると知りながらも平然と佇たたずんでいた魔人が見せる、初めての警戒。

「何を見た」

「──勘かん」

　そこに在る気がした。

　波動を上回る速度の自分イスカを捕とらえられぬと判断した以上、次なる手は、蜘く蛛もの巣のごとく「見えざる腕」を虚空に張り巡めぐらせること。

　しかし波動の設置は予測できても、それが不可視ならば場所の特定は難しい。そこから先は勘という名の経験がものをいう。

　イスカが戦場で相まみえた波の星霊使いたち。

　その膨ぼう大だいな戦闘歴データから齎もたらされる帰納的判断が、勘を第六感シツクスセンスへと昇しよう華かさせる。

「はは、野生の獣けものじみた嗅覚かんじゃないか」

　タリスマンの微び苦く笑しよう。

「あの子ヴイソワーズが敗やぶれるわけだ。帝国兵との戦いを想定していたのに、現れたのが君のようなある種の戦闘狂バーサーカーとはね。さぞ面めん食くらったことだろう」

「────」

「やはり使徒聖とは凄すさまじい。この時代に『群』を凌りよう駕がする『個』の存在がどれほど厄やつ介かいなことか。なにせたった一人で戦せん況きようをひっくり返してしまうのだから」

　応える意味がない。

　もはや言葉一つ重ねる前に、決着のつく間合いに入っている。




「そんな君を待っていたよ」




　ゾワリ、空気が震ふるえた。

　ヒュドラ家当主の立つ床ゆかが大きくたわむ。放出される波動が、床をさざ波のように波立たせたのだ。

　──そして消えた。

　床を蹴りつける爆ばく発はつ的な足音だけを残し、白スーツの姿の男が消失した。

　イスカの目はそう錯さつ覚かくした。

「波動とは指定方向ベクトルを得た力学エネルギーの波長だ。これは質量と加速を生みだす物理量そのもの。ここまでは知っているだろう」

　声だけが響ひびく。

　背後ではなく左右でもなく、真下から。イスカの死角となるほどの至近距離、床を滑すべるように頭を屈めて魔ま人じんは迫ってきていた。

　イスカが目を疑う圧あつ倒とう的な脚きやく力りよくで。

「……なっ!?」

「十じつ把ぱ一ひと絡からげではないのだよ。波の星霊の使い手といってもね」

　床すれすれから繰くり出される魔人の拳こぶし。

　星剣で迎むかえ撃うつ？　いや、この男の拳に何も込こめられていないわけがない。肩かたと肩とが触れあうほどの超ちよう至近距離。

　ぞっと背筋を凍こおらせる威い圧あつ感かんの魔人に対し、イスカは全力で床を蹴った。

　迎げい撃げきなど一いつ切さい考えない。

　ただただ全力で床を蹴って逃にげる。ちっ──振り上げた拳が脇わき腹ばらをかすめていった途と端たん、イスカの脇腹が爆発した。

「っっっっっ!?　かっ…………ぁ……!?」

　脇腹がえぐり取られたような激痛に、意識が遠ざかる。

　……火薬の炸さく裂れつ？　いや、火傷やけどの痕あとはない。

　……ただ拳で触さわられただけで、あの衝しよう撃げきだっていうのか……！

　直撃していない。

　ただ拳が服の端はしにかすっただけで脇腹に青く痣あざができている。肋ろつ骨こつと内臓がバラバラになるほどの破は壊かい力だった。

「迎え撃たずして回避を選ぶ。やはりいい勘をしている。そしてあの状じよう況きよう下で私の一撃をいなす体たい捌さばきも見事というしかないだろう」

　白スーツの襟えりを正すヒュドラ家当主。

「『暴ぼう虐ぎやく』のタリスマン。私からしたら本意と遠い俗ぞく称しようなのだがね」

「……お似合い……じゃないか……」

　口に溜たまった唾つばを吐く。

　赤いものが混じっているのは唇くちびるを切ったか、内臓を痛めたか、あるいはその両方か。

　……波動は、星の星霊から生まれる力学エネルギー。

　……今の爆発的加速は、そのエネルギーを質量と加速度に転てん換かんさせたっていうのか!?

　そんな応用ができるのか。

　見たことがない。あらゆる戦場において。

「それがお前の星霊なら」

「ん？　もしや君は、コレを私の星霊だけの秘術オリジナルと勘かん違ちがいしていないかな」

「……なに？」

「これは波動のエネルギーを物理的な加速度に転換したものだ。同種の星霊使いなら誰だれでもできる。私の力が他者より大きいという差異はあるがね」

「誰でも？　詭き弁べんを──」

「修練だよ」

　ヒュドラ家当主の姿がゆらぐ。

　火薬の炸裂じみた足音が響くや、魔人はイスカの脳天めがけ降ってきた。跳ちよう躍やくの寸前に、この男が身を屈めるまでは視し認にんできた。

　そこから先の加速が見えなかった。

　……やっぱりそうだ。この男が速いのは初速じゃない。

　……そこからの加速度が異様なんだ。波の星霊の波動で強化されてる！

　飛び上がる。あるいは走りだすまではただの人間並み。

　その後の加速が、波動の後押しで恐おそろしく速くなっているのだ。いうならば追い風を受けて走るようなもの。

「波動の物理的転換。この術設計に六年を要した。修得にそこから八年。この域に達するまでさらに十三年を要した。ざっと三十年近く。不器用だからね」

　拳が、イスカの前まえ髪がみを掠かすめて降ってくる。

　脳天を金かな槌づちで叩かれたような痛みを受けながら、イスカは横へと跳とんでいた。

「誰もが可能性を抱かかえている。だが極こ致こにいたるには狂きよう気きがいる。わかるかな若き使徒聖。私の言わんとしていることが」

　広間の中心へと回かい避ひ。

　だがその眼前に、始祖の末まつ裔えいたる魔人が立ち塞ふさがった。

　踏ふみこみの初速はイスカが上──

　だがこの男の疾しつ走そうには、波の星霊エネルギーを転換した爆発的加速がある。

「まさか!?」

　追いつかれた。

　それはイスカがおよそ経験したあらゆる星霊使いとの戦歴のなかで、過去に経験したことのない衝撃だった。

「君と私は同じだ。強さを極めんとする修羅なのだよ」

　回避さえゆるされない。

　拳を腹部に受けると同時に、波動の破壊力によって意識がちぎれ飛ぶ。その一秒後、イスカは広間の石柱へと叩きつけられた。

　鈍にぶい音。

「あいにく年期は私が上だったね。これがその差だよ」

　倒たおれた帝国兵から目を背そむける。

　いまだ一点の汚よごれさえ付いていない白スーツの襟を正し、皺しわを確認して踵きびすを返す。

　その背中へ。

「……待て……っ……」

「──────────なに？」

　タリスマンが足を止めた。

　暴虐の魔人が眉み間けんに皺を寄せて見下ろすなか、剣けんを支えに、イスカは荒あららげた息を隠かくすことなく立ち上がっていた。

「鋼はがねを粉ふん砕さいする威い力りよくの波動だ。直撃したと思ったがね？」

「直撃したさ」

「そうだろう。ではなぜ起き上がれる」

　破壊は内ない腑ふに至ったはず。

　腹部まわりの筋肉はすべて断だん裂れつし、肋骨から背骨までが粉砕し、内臓に突つき刺ささった。そうタリスマンは確信したことだろう。

　……実際そうなりかけたさ。

　……咄とつ嗟さに星せい霊れい術じゆつを解放してなかったら、お仕し舞まいだった。

　白の星剣は、一度だけ星霊術を発動できる。

　黒の星剣で先ほど切断したばかりの波動を、イスカは盾たてとして展開したのだ。

「美しい」

　ヒュドラ家当主による、諸もろ手てを高々と挙げての賛美。

「研とぎ澄すまされているね。その眼光、振ふる舞まい、闘とう志し。対たい峙じするだけで震えが走るようだ。いやはや恐ろしい」

「…………」

　どっちがだ、この詐さ欺ぎ師し。

　胸の内でそう怒ど鳴なり返し、血の味のする唇を無言で拭ぬぐう。

　……ヒュドラ家当主タリスマン。

　……これがネビュリス三血族の一つを束ねる純血種か……！

　嫌いやでも肌はだで感じる。

　この純血種は凄まじい。大規模破壊力ならば魔女ヴイソワーズが上だろう。だが目の前の男には、他のあらゆる星霊使いにない強さがある。

　──黒鋼の後継イスカの天敵。

　圧倒的な火力の星霊術に対し、捨て身の超接近戦を挑いどむのがイスカの戦せん闘とう法。星霊術を刹せつ那なの差ですり抜ぬけて、懐ふところに潜もぐりこむ。

　それを可能にするのがイスカの体術と爆発的脚力になる。が。

　……悔くやしいな。こんな癪しやくな気持ちは初めてだ。

　……僕が機動力で振り払はらえない相手が、まさかいたなんて。

　速度で互ご角かく。

　始祖ネビユリス、氷禍の魔女アリスリーゼ、棘の魔女キツシング、超越の魔人サリンジヤー。今まであらゆる強敵に届いたイスカの牙きば。その牙が通じない敵に初めて出で逢あった。

「さて君は何を考えているだろうね。私に逆転する手段？　逃げる方法？　それとも奥に逃げたシスベル君の安否かな？」

「最後のだけ答えてやる。とんだ的外れだ」

　剣で虚こ空くうを薙なぐ。

　目にかかる粉ふん塵じんを吹ふき飛ばし、イスカは吐はき捨てる口調で応じてみせた。

「彼女と一いつ緒しよにいるのは僕の仲間だ」

「私の選えりすぐった部下たちが屋や敷しきを包囲しているよ？」

「すぐに脱だつ出しゆつしてみせるさ」

「ははっ」

　血族を束ねる者が、噴ふきだした。

「いや失敬。しかし君は真ま面じ目めにそう言うが、脱出とはどこへだね。この屋敷の外に逃げる意味がない」

「……どうして」

「彼女の逃げる場所などもはや皇庁このくにには存在しない。今まさに現政権は倒れようとしている。帝てい国こく軍の侵しん攻こうによってね」

「知ったことか。僕らは彼女を王宮に連れて行く」

　それで終わりなのだ。

　皇おう庁ちようの動乱にはイスカは一切関知しない。

　ここで女王ネビュリス８世が倒れるならそれまでだ。シスベルが泣いて助けを請こうたとしても、手を貸す気はない。

　ただし──

　王宮までは何が何でも連れて行く。どんな障害があろうとも。

「好いい舞ぶ台たいだ。この屋敷は高台になっているから、さぞ美しい日の出が見えるだろうね」

　太陽の昇のぼる方を見やるタリスマン。

　だが空は深い漆しつ黒こくだ。

　夜一時。夜明けなど遠い先の話になる。

「気が早くないか？　まだ深夜もいいところじゃないか」

「だからこそ見届けるのだよ。今日この夜が『星ルウ』の瞬またたく最後の日になる。長い夜がようやく終わる」

　星はルゥ家の象しよう徴ちよう。

　星と月と太陽とが交こう互ごに地上を照らしだすことになぞらえて、ルゥ・ゾア・ヒュドラの繁はん栄えいを表している──

　イスカも第三王女シスベルから聞いた覚えがある。

「今の女王が倒れると？」

「はは。当主わたしの口からは言えないが、君がそう捉とらえるのは利口だよ」

「それでどうなるんだ」

「決まってるさ。『星ルウ』の瞬く夜が終われば朝がくる」

　ヒュドラ家を束ねる男が、諸手を挙げた。

　深い漆黒の空を仰あおぎ見るように。




「太陽ヒユドラの照らす夜明けだ。この世界の新たな時代が始まるのだよ」








Epilogue1　『ネビュリスの詩、謳うたえ敗者の姫ひめ』
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　ルゥ家の別べつ荘そうから王宮まで、車でおよそ二時間。

　その二時間を車内で耐たえ忍しのぶことを、こんなにも長く感じたのは初めてだ。

「アリス様、女王様からの応答は!?」

「ないわ。電源を切ってるわけじゃないけど、会話できる状じよう況きようじゃないみたい」

　女王への直通が通じない。

　実の娘むすめからの通信をとる余よ裕ゆうもないほど、全力で指揮にあたっているのだろう。

「急いで燐リン。時速五百キロよ」

「無茶言わないでください、こんな真っ暗じゃ七十キロが限界です！」

　ライトを点つけた王族専用車キヤデラツク・ワンが、猛もう烈れつな勢いで夜の車道を突きすすむ。

　けたたましく鳴りひびく警報。

　深夜一時を過ぎた都心部に響ひびきわたる甲かん高だかい音は、警務隊本部からのものだろう。

　……覚かく悟ごはできてるわ。

　……この音が鳴りひびいてるだけで、大変な事態だって伝わってくる。

　第十三州アルカトルズや第八州リースバーテンでの警報とはワケが違ちがう。

　ここは中央州都心部──

　最高の警備体制が敷しかれ、これとは別に王宮からも選りすぐりの部隊が二十四時間体制で巡じゆん回かいしている。

　この地で警報が鳴るのをアリスは過去に覚えがない。

「道路に警務隊がいないわ」

「王宮に向かっているのだと思います。この警報が鳴っている間、一いつ般ぱん人は外に出ないのが原則です。市街地の守りより王宮です」

「……燐」

　何度目だろう。

　この二時間でもう四、五回は繰くり返した会話かもしれない。

「帝国軍の侵攻があったとして、どれくらいの規模の被ひ害がいが出るかしら」

「些さ少しようです」

　ハンドルを握にぎる従者は、言いきった。

　主アリスに向けた強がりではない。本心から言っているとわかる口ぶりで。

「王宮外の民衆および建造物には被害がないものと思われます。というより、被害を出すことができないのです」

「…………」

「侵入した敵勢力はせいぜい数十人でしょう。一般人に扮ふんしての変装で大がかりな銃じゆう器きを持ちこめば、国境の荷物検査で捕つかまります。検問をすり抜けたのはせいぜい拳けん銃じゆうと分解式の自動小銃アサルトライフル。いずれも取るに足りません」

「……そうね」

　ミサイルのような戦場制圧型の破は壊かい兵器は、ありえない。

　単純な戦力では星霊部隊の敵ではない。奇き襲しゆうを受けたとしても被害は最小限に食い止められる。

「ただし銃を使わない帝国兵は、その限りではありません」

「……イスカのような？」

「いえ。剣けんではなくナイフと素す手でによる格闘技術サイレントキリングです。あの使徒聖ネームレスのような刺し客かくこそが本命と思われます」

「まず間違いなくいるでしょうね。この侵攻にアイツがいないわけないわ」

　アリスにとっても無む縁えんではない敵だ。

　あの男に不意を突つかれれば始祖の末まつ裔えいとて無事ではすまない。

「でも、あれほどの使い手はそう多くないはずよ」

「一人でいいのです。敵が狙ねらうのは女王一人でしょうから」

　燐の言葉に苦いものが混じった。

「皇庁全体の被害が些少であっても王家の被害は別です。国民が誰だれ一人ひとりとして傷つくことがなかったとしても、女王が倒たおれればこの国は瓦が解かいします」

「……そうね」

　この帝国軍の襲しゆう撃げきでルゥ家の信用は地に落ちた。これで女王が倒れれば、国家の動どう揺ようは取り返しのつかないものになるだろう。

「アリス様、市街地を抜けます」

　高級住宅と商業ビルが密集するエリアを抜ける。

　ぱっと視界が開けて車道も二倍ほどの広さとなる。ここから先は公有地だ。広々とした敷しき地ちで見えてきたのは警務隊本部。

「ここから先は百キロで飛ばします。アリス様、シートベルトを忘れずに」

「二百キロ出してもいいわ。急いで燐」

　その先の地平線に──

　天を衝つくように伸のびる四本の塔とうが、紅くれないの空に浮うかびあがっていた。

　この夜ふけに夕焼け？　アリスがそう錯さつ覚かくするほどに夥おびただしい「赤」が、ネビュリス王宮を包みこんでいるではないか。

「そんな!?」

　擦かすれた吐と息いきを漏もらしたのは、燐だった。

「馬ば鹿かな！　こんなのありえない。帝国軍は、いったいどれだけ大量の兵器を持ちこんだというのだ!?」

「…………噓うそでしょう……」

　燃えていた。

　王族専用車キヤデラツク・ワンの車窓に手をついて、アリスは瞬まばたきも忘れて眼前の絶望を見上げていた。

　炎ほのおに吞のまれたネビュリス王宮。

　紅ぐ蓮れんの火の粉が噴き上がるなか、女王宮と月ゾアの塔を結ぶ空中回かい廊ろう『月の冠かんむり』が、猛烈な崩ほう壊かい音とともに落下していく。

「────」

　言葉が出ない。

　この目で見るまで、まだ心のどこかで安心があった。

　王宮には腕うでの立つ星せい霊れい部隊が控ひかえているし、指揮をとる女王をはじめゾア家やヒュドラ家といった始祖の末裔もいる。

　侵しん攻こうなど恐おそれることはない。

　それが──

　叶かないもしない祈いのりであったことを、アリスは知った。
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　ネビュリス王宮・星の塔。

　ルゥ家の敷地は、いま騒そう音おんと怒ど号ごうに満ちていた。

　敷地のそこかしこで起きる爆ばく発はつ。燃え上がる炎の消火に向かった部隊に対して、潜せん伏ぷくしていた帝てい国こく部隊が奇襲。

　小こ競ぜり合いが勃ぼつ発ぱつ──

　その間も、真っ赤な炎がみるみる中庭の芝しば生ふを食い荒あらしていく。

「真っ先に狙うのは隔かく離り倉庫の燃料タンク。その燃料を使った大火災なら、さしもの王宮の精せい鋭えいとはいえ消火には手こずるでしょう。……言いつけどおり、まずは強襲に成功して何よりだわ」

「──イリーティア様、イリーティア様！」

「無理に攻せめるのではなく、消火隊から炎を守るだけでいい。時間がたつほどに炎は燃え広がって、じき帝国軍以上の脅きよう威いになる」

「イリーティア様、扉とびらを開けてください！　帝国軍の奇襲です。避ひ難なんを────」

　私室の窓に寄りかかり。

　第一王女イリーティアはほのかな微び笑しようで眼下の騒乱を見守っていた。

「あとはタリスマン卿きようね。ちゃんとシスベルを捕まえて下さったかしら」

「イリーティア様！　帝国軍は燃料倉庫を奇襲したようです。敷地の車両エリアから猛烈な勢いで炎が上がりつつあります」

　扉の向こうから怒鳴り声。

　必死になって扉を叩たたいているのは大臣だろう。ルゥ家に長らく仕えた側近中の側近で、現女王からの信しん頼らいも厚い。

「ヴォルス大臣」

「は、はいイリーティア様！　早くこちらへ！」

「心配いりませんわ」

「……は？」

「あなたは先に避難なさい。敵の狙いは女王宮でしょうから近寄らないように。隠かくれてなさい。非戦せん闘とう員の被害を出す必要はないでしょう」

「……イ、イリーティア様は……」

「私も後で向かいますわ」

　帝国軍の侵攻を見届けてから。

　正直にそう伝えたら、扉向こうの大臣はどんな顔をするだろう。

「さて使徒聖は女王宮に到とう達たつできたかしら。大勢が傷つくのは趣しゆ味みじゃないし。さっさと女王を片付けてくれると嬉うれしいのだけど」

　顎あごに指をそえて、しばし思案。

「私も、そろそろ準備をしないとね」

　イリーティアの本心──

　誰にも理解されないことは承知している。これが自分なりの皇おう庁ちようの『浄じよう化か』であることなど、知られなくていい。




〝アリス様の星霊の何と強大なことか。まさに次代の女王にふさわしい！〟

〝シスベル様の星霊はすべてを見とおす全知全能よ。この時代に求められる力とは武力ではなく知力。あの方こそ女王の器うつわであられるでしょう〟

〝しっ。第一王女様イリーテイアが通るぞ。聞こえたらどうする〟




「…………アリス、シスベル、女王おかあさま」

　窓まど枠わくに手をかけて地上を眺ながめる。

　愛いとしい家族たち。情もあるし、今でもその愛に偽いつわりはない。

　だが。

　自分イリーテイアは、あの家族のなかでの「仲間はずれ」だ。

「生まれながらに強い星霊に恵めぐまれた始祖の末裔あなたちは、それだけで臣下から褒ほめられていた。理解できないでしょうね、それを後ろで見つめる私の気持ちなど」

　姉妹しまい二人が優ゆう秀しゆうな星霊に恵まれて褒められるのを、イリーティアは後ろで見ていた。

　そして耐たえていた。

　臣下の話し声を聞きたくない一心で、涙なみだをこらえて自分の部屋に飛びこんで。

　ベッドに潜もぐったところで嗚お咽えつを止められずに泣きじゃくった。

　なぜ？

　なぜ自分だけが、こんなにも弱い星霊を宿して生まれてきたの？

　──その気持ちは女王ははにもわからない。

　女王ははも同じなのだ。強大な星霊を持って生まれた強者に、生まれながらの敗者の心など理解できるわけがない。

「シスベル、あなた王宮に信頼できる部下がいないと思っていた？　でもそれは大おお間ま違ちがい。本当にいないのは私の方なのよ？」

　女王になる見込みがない。そんなイリーティアに心から尽つくしてくれる者はいなかった。自分こそが孤こ独どくで、生まれながらの敗者だったのだ。

　誰より努力した。

　気品も知性も教養も、努力で得られるすべてを必死に手に入れた。それでも第一王女イリーテイアは、女王になれない運命にある。

　星霊が弱すぎる。

　ただその一点で、イリーティアは敗者となった。

「アリス、シスベル、女王おかあさま。あなたたちはきっと、自分がいる限りこの国は負けないと思っているでしょう？　でもそれは大間違い」

　驕おごりたかぶる始祖の血脈よ。

　この皇庁を「すべての星霊使いの楽園」と謳うたう陰かげで、第一王女イリーテイアのように王家からも突き放された敗者がいるということ。

　その苦く悩のう。その嘆なげき。その血ち涙なみだ。

　何よりも──




　そんな絶望さえ乗り越こえた『真の魔ま女じよ』の強さを、知るがいい。




「あなたたちの不幸は星霊が強すぎたこと。それでは何も変わりませんわ。新たな時代を生みだすことはできないでしょう」

　星霊使いの楽園など、今のネビュリス皇庁にありはしない。

　夢の夢。

　すべては泡うた沫かたの楽園幻げん想そうに過ぎないのだから。

「今宵こよい、この王宮は炎に沈しずむ。そして私は炎を灯ともす災さい厄やくの魔女でいいのです。真の楽園を目指すには、それも必要なことだから」








Epilogue2　『魔女の楽園の最後の夜』
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　星の要よう塞さい──

　ネビュリス王宮は「星」「月」「太陽」、そしてそれら三本の塔を束ねる「女王宮」から構成されている。

　本命は女王宮。

　宮きゆう殿でんの敷しき地ちでは炎ほのおがいまだ唸うなりを上げて、その炎を消しに集まった星霊部隊と、それを死守する帝国部隊との激げき突とつが始まっている。

「なにこれ。超ちよう科学？　それとも星霊術？　どうやって支えてんの？」

　空中回廊『月の冠かんむり』。

　女王宮と月の塔とを結ぶ、空に浮ふ遊ゆうするガラスの通路である。天てん井じようも床ゆかもガラス張りで、燃え上がる外の炎がここから眼下に見み渡わたせる。

「これが星の要塞ねぇ。星霊術で造られただけあって、素材も理り屈くつもわかんない仕し掛かけが山ほどある。こりゃ女王宮までたどり着くの手間かかりそうじゃん？」

　使徒聖第三席、『降りそそぐ嵐あらし』の冥メイ。

　戦闘衣に身を包んだその女は、あたかも散歩のように気楽な歩調で歩いていた。

「冥様、女王宮の正面扉は閉とざされているとのことです。銃じゆうも効きません」

「知ってるよ隊長ちゃん。だからこうやって回り道してるんじゃん」

　ニッ、と鋭するどい犬歯を見せつけるように部下へとふり返る。

　四名の部下。

　いずれも冥が選えりすぐった隊長級の兵である。

「扉を閉ざしたことからも、帝国軍の侵しん入にゆうを嫌きらっていることは明らかです。侵入者に対する罠わなや迎げい撃げき機構は存在しないと推定されます」

「そういうこと。潜りこめばあたしらの勝ち────ん？」

　女使徒聖が顔を上げた。

　足を止める。

　通路を見回すが一本道の奥には誰だれもいない。ガラスの壁かべの外は高度二十メートルにおよぶ上空。誰かがそこにいるわけもない。

「んー……ってことは、そういうことか」

「冥様？」

「ああ隊長ちゃん、そこ危ないから」

　冥が指さしたのはガラスの天井。

　その壁が消失した。コルク栓せんを抜ぬいたようにぽっかりと開いた真円の穴。そんな頭上の異変を、超ちよう人じん的な動体視力をほこる冥は見み逃のがさなかった。

　極小の針だ。

　ウニの棘とげに似た紫むらさき色いろの棘。それが刺ささった瞬しゆん間かんにガラスが消えた。

「物体消失？　空間ごと消し飛ばしたとすれば時空系か。どっちにしろ凶きよう悪あくだね。初めましてお嬢じようちゃん」

　パリン……

　ガラスの破は片へんを踏ふみつぶし、空から降ってきた少女が通路に降り立った。

　冥たちの行く手を阻はばむ格好で。

「お待ちしていました、帝てい国こく部隊の皆みな々みな様さま」

　眼帯をつけた魔女。

　十三か十四の少女だろう。黒くろ髪かみは美しく光こう沢たくがあり、身にまとうドレスは豪ごう華か絢けん爛らん。そのお辞じ儀ぎの可愛かわいらしさもあいまって人形のような印象を帯びている。

「わたし、キッシング・ゾア・ネビュリス９世と申します」

「純血種!?」

「とうとう現れたか……！」

　一いつ斉せいに銃じゆう口こうを向ける四人の帝国兵。

　ともすれば怯おびえたようにも映るが、その対応こそが正しい。数々の戦場で死線をくぐり抜けてきた隊長格は、骨身にしみて理解している。

　純血種という怪かい物ぶつの恐おそろしさを。

「冥様！」

「ん？　ああ見りゃわかるでしょ。あれが星せい霊れい部隊の格好に見える？　始祖の末まつ裔えいだけの専用装しよう束ぞくだよ」

　この幼き魔女は、始祖ネビュリスの末裔。

　王宮に突とつ撃げきした時からいつ現れるかと思っていたが。

「お嬢ちゃんが最初の一体目か。ずいぶんのんびりしてるね。もっと早くにやってくると思ったけれど」

「寝ねてました」

「ぶっ!?　あ、あははは、そりゃそうだ。こんな夜なら子供は寝る時間だ。これはあたしが一本取られたじゃん」

「だから消えてもらいます。まだ寝足りないので」

　ざわりと、空気が豹ひよう変へんした。

　噴ふきだして笑っていた冥の双そう眸ぼうに、怪あやしく剣けん吞のんな光が灯る。

　対する黒髪の少女は。

「叔お父じ様から命じられています。王宮をどれだけ壊こわしてもいいから帝国兵をすべて掃そう討とうしてきなさいと」

　勢いよく眼帯を剝はぎとった。

　紫水晶アメジストを想おもわせる輝かがやきの双眸で、帝国兵たちを一いち瞥べつして。

「排はい除じよを開始します」

「教えてあげよっか。『降りそそぐ嵐』の異名のワケを」
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　女王宮・空中庭園──

　昼間には家臣や従者たちの憩いこいの場となっている。草花の薫かおりに包まれたお茶会が毎日のように開かれる場所である。

「見たまえ、この眼下の光景を」

　俳優のように響ひびく男声が、夜の庭園に沁しみていく。

「地上で膨ふくれ上がる炎は、さながら夜に咲さく大輪の花のよう。美しくも残ざん酷こくで、儚はかない花だ。明日の朝には消えてしまうだろう」

　夜の庭園を訪おとずれたのは二人。

　声を発したのは、黒のスーツを着こなした仮面の男。

　それを黙だまって聞き入れるのは、眼鏡をかけた長身の女帝国兵だった。

「残念だ。ひどく無念だよ」

「あー……これは失敬。せっかく網あみを張っていたのに、現れた帝国兵がウチみたいな雑ぞう兵ひようでがっかりです？」

「この熱き紅ぐ蓮れんの花をね、何百輪と帝都で咲かせてやりたいと計画していた。先を越されてしまった。それが無念さ」

「あらら、お互たがい考えることは似てますねぇ」

　眼鏡のレンズごしに。

　怜れい悧りな双眸で、女使徒聖がクスリと口元をつり上げた。

「で。どうします？　互いに名前も知らないと話しにくくないです？」

「おっと失礼」

　仮面の男が空とぼけたように肩かたをすくめてみせる。

「私としたことが淑女レデイに礼を欠いていたね。私の名はオン、皆みなからは仮か面めん卿きようと呼ばれている。好きに呼んでくれたまえ」

「これはご丁てい寧ねいに。ウチは璃リ洒シヤって言います」

「使徒聖の」

「あ……バレてました？」

　ぺろりと舌を出して璃洒が照れ笑い。

　皇おう庁ちように攻せめこんだ帝国兵からの明確な挑ちよう発はつではあるが、仮面卿は可お笑かしげに微笑ほほええんでそれを受け流すだけだった。

　──互いに看破した。

　目の前にいるのは自分と似た性格タイプの巧こう者しやだと。

「そんな使徒聖殿どのにね、我が当主から御お言葉を預かっている」

「ほう、当主ですか」

「ゾア家当主グロウリィ様からのお達しさ。まずは──」
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〝まずは感謝しよう。この星の運命は、素す晴ばらしき客人を招いてくれた〟




　ネビュリス皇庁・月の塔とう。

　満月を模した巨きよ大だいな常夜灯ライトが照らしだす三階の大広間。

　段々に盛り上がったその中心に、車くるま椅い子すの老人が染しみだらけの両手を上げた。

「四十年前に足を患わずらった。戦場に立つ夢がもはや叶かなわんと知った時、ワシは人生で最大の悲しみに打ちひしがれた」

『…………』

「感謝しよう。この地を訪れた刺し客かくよ。ワシに再び帝国を滅ほろぼす機会を与あたえてくれて」

　ゾア家当主グロウリィ。

　極きわめて特とく殊しゆな逆襲カウンター型の「罪」の星霊保持者。齢よわい七十を過ぎた老人でありながら、その全身に滲にじませた怒ど気きは他の星霊使いの追つい随ずいを許さない。

　対する使徒聖──

　この当主に挑いどむ帝国軍の刺客もまた、そんな底知れぬ怒気に魅みせられてやってきた修しゆ羅らであることは疑いない。

「さぞ名のある男じゃろう。ワシを察しただけでなく揚よう々ようとやってきおったからの。中々おらんぞ、ワシの威い圧あつを浴びて逃にげださぬ者は」

『…………』

「特別に名乗ることを許そうか」

『はっ！』

　その言葉を、刺客は鼻で笑ってかき消した。

『バケモノが何を言いだすかと思えば、滑こつ稽けい極まりない』

　使徒聖第八席『神の見えざる手』ネームレス。

　全身をコートスーツで覆おおった男が、歩みを止める。そして低く嗤わらい声。

『名乗る？　勘かん違ちがいするなよ魔ま人じん。それは人間だけの所作だ。お前のようなバケモノは、ただ駆く除じよされるだけの存在だろうに』

「バケモノか？　それが恐きよう怖ふの表現であるというのなら、確かにワシはそうかもしれぬ。帝国軍だけでなく、同志たちからも煙けむたがられたものだ」

　ギィ……

　車椅子を軋きしませて、壇だん上じようで老人がわずかに前へと進みでた。

　たった一人で月の塔深部に攻めこんだ使徒聖ネームレスを、穴があくほど凝ぎよう視しして。

「業ごうが深いの」

『……なに？』

「これより贖しよく罪ざいの刻ときとなる」

　三血族の一つを束ねる老人。

　ある条件を満たした場合に、この魔人の星霊はもっとも強大な力の一つとなる。

「ワシはゾア家当主グロウリィ。さあ、貴様の罪を量はかってやろう」




　　　　２




　ネビュリス王宮、女王の間。

　窓から差しこむ冷たい夜風に、時折、灼しやく熱ねつのような熱波がまじる。地上の炎ほのおが上じよう昇しよう気流に流され、この高さまで来ているのだろう。

「消火は最低限で構いません。残りを塔の防衛に回しなさい」

　女王の間に集つどう十二人。

　最強の護衛たち王宮守護星五人と、侵しん入にゆう者を狩かる遊ゆう撃げき部隊「支配星ルーラー」七人。いずれも強大な星霊に恵めぐまれ、戦せん闘とう経験を積んだ生きつ粋すいの使い手たちだ。

「あなたたち十二人。一人一人が星せい霊れい部隊の隊長格をこえる権限を与えられているのは、この日のためのものです」

　敵は少数精せい鋭えい。

　そう予測できた時点で、ミラベア・ルゥ・ネビュリス８世は速すみやかに臣下と従者たちを避ひ難なんさせた。

　この奇き襲しゆうは大規模な殲せん滅めつ戦ではない。

「狙ねらいは女王宮を含ふくむ四本の塔の要人たち……言ってしまえば王家ですね。私を含む始祖の末裔を狙ったものでしょう」

「──我々はそのお側そばに控ひかえ、敵が襲おそってきたところを返り討うちにする」

「そのとおりです」

　皆に伝わるよう、ミラベアは大きく頷うなずいてみせた。

　敵はおそらく使徒聖か、それに準ずる強さの精鋭だろう。始祖の末裔とはいえ一対一で完勝するのは難しい。

　そこで、この十二人が用心棒になる。

「ゆめゆめ逃のがさぬよう。捕ほ獲かくに失敗すると面めん倒どうなことになります」

　人ひと質じちでも尋じん問もんでもいい。

　使い方は無数にある。刺客は一人とて逃すわけにはいかない。

「襲ってきた刺客は、確実にね」

「はっ！」

「──では解散。頼たのみましたよ」

　十二人の兵が散っていく。

　女王の間を閉じて、内部に残るのは女王ミラベアただ一人。自分の王宮守護星二人は、部屋のすぐ前の廊ろう下かを見張ってくれている。

「……ふぅ」

　天てん井じようを見上げ、小さく息を吐はきだした。

　指揮は終えた。あとは信じよう。現場の星霊部隊たちが最善を尽つくしてくれるよう。

　耳が痛くなるほどの静せい寂じやくと、緊きん張ちよう。

「私としたことが、こんな緊張はいつ以来でしょう」

　時間の流れが遅おそい。

　夜の二時。時計塔の針が一分を刻むのに、もう一時間も待ちわびるような感覚だ。

　……帝てい国こく軍の精鋭は、日の出までに決着をつけたいはず。

　……もとより総力はこちらが上。敵の作戦に惑まどわされなければいいのです。

　いや、もっと早く。

　次女アリスリーゼが戻もどれば、日の出を待たずして決着はつくだろう。そして娘むすめの帰き還かんは、別べつ荘そうからあと三十分もかかるまい。

「これはさざ波。皇庁わたしのくには揺ゆるがない」

　胸に手をあてる。

　トクントクンと打つ鼓こ動どうをわずかでも鎮しずめるために、自分に言い聞かせる。

「ここはすべての星霊使いの楽園。何者にも踏ふみにじられは──」




「すべての？　それは果たして本当か」




　銀の閃せん光こう？

　そのあまりに速すぎる一いつ瞬しゆんの光を、ネビュリス女王は捉とらえることができなかった。

　瞬またたきよりも短い刹せつ那な──

　キンッと金属音がこだまする。女王の間の扉とびらが斬きり刻まれたとミラベアが理解したのは、目の前で扉がサイコロ状に切断された後だった。

「……そんなっ!?」

　破は片へんと化して床ゆかに転がる「扉だったもの」。

　内部にかかっていた機械式の鍵かぎさえ、恐おそろしいほど滑なめらかな断面を見せて切断されているではないか。

「ネビュリス女王とお見受けする」

　靴くつ音おとはない。

　扉が砕くだけた粉ふん塵じんの中から、やがて現れたのは細身の大たい剣けんを提さげた男だった。甲かつ冑ちゆうとコートとが一体化した戦闘衣が特とく徴ちよう的な、紅くれないの髪かみの帝国兵士。

「…………」

　この男がやってきた通路には、自分の護衛が二人控えていたはず。

　彼らが一向に現れる気配がないのは、つまるところ「そういう事」なのだろう。

　……ですが信じがたい。

　……私の護衛二人を、一いつ切さいの物音なく倒たおしてみせた？

　敵が強つわ者ものとわかればすぐに増ぞう援えんを呼ぶだろうし、女王の間にいる女王自身に加勢を求めることもできたはず。

　それを許さない？

　一体どれだけ神がかった早はや業わざなら、そんな強きよう襲しゆうが可能だというのか。

「俺はヨハイム。使徒聖第一席と言っておく」

「……あなたが？」

　息を吞のみ、そして耳を疑った。

　使徒聖の三席以上は天てん帝てい直属、いかなる時も帝都の奥にある天主府に控え、天帝のもとを離はなれないという。

　そんな百年の常識が、覆くつがえされた。

「許しを請こうか？」

「黙だまりなさい下げ郎ろう。私を誰だれだと思っているのです」

　帝国最強の兵を前にして、女王ミラベアの胸にこみあげるものは動どう揺ようではない。

　揺るぎなき自信と矜きよう持じ。

「私は女王ネビュリス。この国の統とう率そつ者として刺客あなたを打ち倒す」

「それは夢だ。女王よ」

　使徒聖第一席が、剣を構えた。




「この国は楽園などではない。欺ぎ瞞まんの夢がここで終わり、そして世界は生まれ変わる」








あとがき









　魔ま女じよの楽園のほころびと、もう一つの物語──




『キミと僕の最後の戦場、あるいは世界が始まる聖戦』（キミ戦）も６巻です。

　過去最大ボリュームでお送りした本編、手に取って下さってありがとうございます！

　今回のテーマは『一つ屋根の下』。

　アリスとシスベルの魔女姉妹に長女イリーティアも参加して、とっても華はなやかな（？）三姉妹のお話になりました。

　同時に、いよいよ二大国が火花を散らす舞ぶ台たいの幕開けです。

　使徒聖と魔女が織りなす競演の７巻、ご期待ください。

　あと……超越の魔人サリンジヤーについても今回ほんの少し、彼の生き様が見えてきたかも。３巻の初登場から、彼は女王ミラベアに対してふしぎと執しゆう着ちやくしていました。どこかイスカとアリスにも似た関係の二人を巡めぐる運命も、どうかお楽しみに。

　そして、コミカライズのお知らせを！

　雑誌ヤングアニマルにて、okama先生の作画で『キミ戦』コミカライズが連れん載さい中です。漫まん画が版ならではのアレンジが魅み力りよく的な作品ですが、この６巻の発売後すぐ、単行本１巻が12月26日に発売決定です！

　コミック１巻とのコラボフェアで、細さざ音ねの書き下ろしＳＳ特典も用意してもらえました。小説と一いつ緒しよに楽しんでもらえれば嬉うれしいです！




　そしてもう一つ、『キミ戦』と同時展開中の物語をご紹しよう介かいさせてください。

●ＭＦ文庫Ｊ

『なぜ僕の世界を誰だれも覚えていないのか？』（『なぜ僕』）

　最新６巻が、来年２月25日頃ごろに刊行予定です。

　こちらも小説とコミック１巻がそれぞれ大重版で、ウェブ人気も高まっているシリーズです。『キミ戦』７巻の発売前に、もしよければ楽しんでもらえればと！




　──というお知らせに関連して。

　この『なぜ僕』のお知らせもそうなのですが、実は嬉しいことに細音のあらゆる刊行物の情報を集約するツイッターアカウントが開設されました。

『細音啓プロジェクト』（https://twitter.com/sazaneKproject）。

　多くのレーベルやメディアの枠をこえて、細音の『キミ戦』の小説やコミカライズ情報、『なぜ僕』の小説やコミカライズ情報、さらに過去のシリーズから今後のシリーズまで、このアカウントで「中の人」が情報を集約してくださいます。

　よければこちらのアカウントも、一緒に楽しんでもらえれば嬉しいです。

　刊行情報も最新のものをお知らせできるかなと！

（細音の個人アカウントhttps://twitter.com/sazanekでも刊行のお知らせをしています）




　最後に、お礼を。

　イラストレーターの猫ねこ鍋なべ蒼あお先生。長女イリーティアの超ちよう美び麗れいなカバー、送って頂いて、目が覚めるような鮮あざやかさでした！

　元担当編集Ｋさま。異動のお話を聞いた時には驚おどろきました……

　『キミ戦』の立ち上げ、タイトル、キャラ設定、あらゆる面で本当にお世話になりました。ありがとうございました。

　新担当編集Ｙさま。６巻の読みこみとご指し摘てき、短編のご相談もなにもかも本当に的確で心強いです。これからもどうぞよろしくお願いします！

　そして何より６巻を手に取ってくださった全ての方に、お礼れいを。

　剣けん士しイスカと魔ま女じよ姫ひめアリスの物語──ネビュリス王宮での使徒聖と星せい霊れい使いの戦せん闘とうが苛か烈れつ化するなかで、星の運命は二人を巻きこんでさらに加速していきます。

　衝しよう撃げきの７巻に、乞こうご期待です。それでは。

　来年２月25日頃発売の『なぜ僕』６巻（ＭＦ文庫Ｊ）で。

　そして来年春の『キミ戦』７巻で。

　願わくば、その両方でまたお会いできますように。





少し寒くなった秋の夜ふけに　細音啓けい



　https://twitter.com/sazanek　※ツイッターで刊行のお知らせなど随ずい時じしております。




























キミと僕ぼくの最さい後ごの戦せん場じよう、あるいは世せ界かいが始はじまる聖せい戦せん６








細さざ音ね　啓けい
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